

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　新婚生活って、具体的にどうすればいいんだろう？




　普通に考えればまあ、とにかくラブラブイチャイチャしてるものだって気はする。

『はい、あーん。あ・な・た♪』

『あ～ん……もぐもぐ、うん、美お味いしいよ。毎日キミの手料理が食べられておれは幸せ者だなぁ』

『私だって幸せよ、だって毎日あなたに美味しそうに食べてもらえるんだもの』

『ははは』

『うふふ』

『……愛してるよ』

『私も……ねえあなた、ちゅーして、ちゅー……』

『ちゅーだけで済む？』

『もう、バカぁ……♪　分かってるく・せ・に……』

　とかね。とにかくもう、ひたすら甘々だと思うわけだ。

　そりゃそうだよな。だってお互い好き合って、付き合って、「ずっと一緒にいたい」なんつって結婚に至ってから始めるものだろうし。

　誰にも邪魔されない、二人だけの世界。愛し合う二人で作っていく、新たな家庭。

　そういうものが新婚生活だろう、と想像したりはするんだけど……。




「……あの、空くう也やさん」

「な、何？　芽め亜あさん」




　おれたちの場合、そうじゃなかった。

　まず前提からしておかしい。

　そもそも、おれ──野の々の宮みや空也と、彼女──千歳ちとせ芽亜は結婚してない。

　というより、まだできない。だってお互い中学校に入学したばかりの歳としだし。

　しかも積み重ねてきた時間、付き合ってきた期間というものもない。

　おれたちはついこの間、出会ったばかり。

　お互いについて知ってることは、まだほとんどない。

　だけどおれたちは今、この１ＤＫのアパートの一室で、新婚生活を送り始めてしまってる。

　……いったい、どうすればいいんだろう。




「その、空也さん、さっきからそっぽを向きっぱなしだから……」

「う……そ、それはまあ……まあ、ね」

　誤ご魔ま化かすように、おれは前髪を掻かき上あげてクールな男を装う。

　というのも、芽亜さんの言うとおりだからなんだよなぁ。

　なにせ……と、おれは前髪を掻き上げたポーズのまま、チラリと横目で彼女を盗み見る。

　──色白の、品のいい整った顔立ち。少し吊つり目の、だけどぱっちりとした目元。それを彩るような綺き麗れいで長い黒髪。いかにも育ちのよさそうな、箱入り娘然とした佇たたずまい……。

　気恥ずかしさを覚えて、おれは慌てて視線を外す。

　やっぱり、まだ直視できない。ほんのちょっと視線を送っただけなのに、胸は情けないくらいにドキドキしてしまってた。

　そう。──美少女過ぎるんだよ、芽亜さんって。

　今まで見てきたどの女子よりも、彼女は綺麗で可愛かわいい。こんなに正統派の、黒髪和風美少女がこの世に存在してたんだ、といまだに驚かされる。

　しかも声変わりもまだのおれと違い、しっかり大人になり始めてる。

　身長だっておれとほとんど変わらないくらいだし、胸だってその、なんだ、しっかり膨ふくらんでるって少し見ただけでも分かるほど。

　──一方、おれ。

　ぶっちゃけたところ、第二次性徴はこれから。背はだいぶ伸びてきたけど、目標の１７０センチまではまだまだ遠い。声変わりだってまだ来てないし、あげく、その、なんだ、口元や股間に毛が生える気配もまだない。

　ひとことで言ってしまえば、ぜんぜん子供のまま。

　……だけど、だからってそれじゃいけないと思ってしまうんだ。

　だって、『嫁』である芽め亜あさんが、こんなに可愛かわいくて大人だから。

　今まで女子なんて、こんな風に意識したことはなかったけど……。

　芽亜さんは違う。違ってた。

　そしておれはたとえ建前上のことだとしても、そんな芽亜さんの『夫』である以上、彼女に釣り合う存在じゃなきゃいけないと思うわけで……。

「と、ところで芽亜さん」

「え……ええ、なあに？　空くう也やさん」

「その、なんだ。足を崩してもいいんじゃないかな……？　ずっと正座じゃ、痺しびれるだろうしさ」

　こういうときはクールに、余裕のあることを言うに限る。おれの中の理想の大人像といえば、まずこんな感じだし。

　さあ、どうだ芽亜さん!?　おれのこの小粋な気づかいは！

「私は大丈夫よ」

　あっさり拒否（？）されてしまった。

「……そっか。ならいいんだけど……」

「…………」

　もじ、と芽亜さんは引き続き正座したまま、発育のいい身体からだを縮めるようにする。

　そしてまた、おずおずチラチラとおれに視線を向ける。彼女の方を見てないけど、感覚で分かる。

　ふぁさ、とおれはまた、前髪を掻かき上あげて誤ご魔ま化かす。

　……彼女からすると、おれはどう見えてるんだろう。

　どれだけ精一杯にクールに振る舞っていても、やはりガキっぽくは見えてしまってる気がする。同世代の女子ってそういうものだし、おれが芽亜さんに比べていろんな意味で発育してないのも確かだし。

　……改めて、気恥ずかしい。なんでおれはまだ大人じゃないんだ。

　だけど何度も言うとおり、おれは彼女の『夫』だ。

　このままじゃいけない。いつまでも前髪を掻かき上あげて誤ご魔ま化かしてばかりもいられない。何かしなくちゃ。何か、何か……。

「て……テレビでもつけようか」

　考えて結局そんなことを、精一杯に落ち着いた口調で切り出すおれ。

　何かを誤魔化そうとしてるのには変わらない気もしたけど、それでも落ち着かない沈黙よりはマシだった。

「というわけで、リモコン、リモコン……」

「あっ……はい、リモコンっ……」

　おれがテーブルに手を伸ばすと、取ろうとしてくれたんだろう。彼女も同じように手を伸ばした。

　その結果。

「「あっ…………」」

　お互いの指と指が触れ合った。

　ババッ、とおれたちは息を合わせたかのようにお互い、手を引っ込める。

「ご、ごめん……」

「う、ううん……私こそ……」

　視線を外し合って、二人して縮こまる。

　芽め亜あさんは真っ赤になって俯うつむいてしまってると、気配だけで分かった。

　ど、どうしよう。フォローしないと！

　でもどうやって？　こういうときおれは、どうすればいいんだ？

（そもそも……おれは彼女と、どうなりたいんだ……？）

　グルグル考えていると、不意にそんな疑問が頭に浮かび上がってくる。

　新婚生活といっても、建前上の話。繰り返しになるけど、おれたちはまだ実際に結婚できる年齢じゃない。

　それ以前に、お互いのことをほとんど何も知らない間柄で、こんな生活を始めてしまっていいのか？

　この新婚生活について、彼女はどう思ってるんだ？

　おれは彼女に、どう接すればいいんだ──？

　なんて、頭がグルグルしてしまってたら。

「っ……の、飲み物をっ……用意するわっ」

　芽亜さんが身体からだを起こし、そう言いだした。しかもやたら意気込んで。

「え、や、あ……い、いいの？」

「むしろ今まで気づかずごめんなさい、そういうのは、私の務めだろうしっ……」

　そ……それって、『嫁としての務め』ってこと？

　ってことはおれ、夫として任せておけばいいの？　それとも手伝うのが新婚らしいのか？

　どっちにせよなんか、無性にムズムズする。ああ、おれはいったいどうすれば──

　なんて考えているうちに、芽め亜あさんは素早く立ち上がった。

「すぐに──あっ!?」

　そこでよろめく芽亜さん。

　あっ、とおれが思ったときにはもう遅かった。

「ひゃん!?」

　ずでーん！　と芽亜さんは後ろにひっくり返るように転んでしまった。

「だ、大丈夫っ!?」

「あいたた……だ、大丈夫、ちょっと足が痺しびれてしまってただけだから……」

「だから正座し続けるのはやめた方が……って…………」

　と、そこでおれの言葉が尻すぼみになってしまったのは無理もない。

（芽亜さん、パンツ丸見え…………ッ！）

　そう。清せい楚そなワンピース姿だった芽亜さん。後ろにひっくり返った拍子にスカート部分が大きくまくれ上がり、しなやかな生足はもちろん、男のそれとはまったく違う、フリルのついた可愛かわいらしいデザインの白い下着、あげくすべすべの（たぶん）お腹なかまで丸見えになってしまってた。
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　おれは思いっきり混乱してしまいつつ、不覚にも目が釘くぎ付づけ。

　いや、だって！　女子がこんな風になってるところ、見たことないし！　しかも芽め亜あさん、やっぱり大人っぽい体つきだし！

（ああ……やっぱ、ぜんぜん違う……これが『女の子』なんだ……股間に男みたいなモノが付いてないから、ホントに足の付け根にぴったりと……）

　なんて、若干の感動や気恥ずかしさ混じりに、目に焼き付けてしまうのも当たり前、と思ってもらいたい！

　なんていう理屈は、当たり前だけど芽亜さんには通じるわけがなくて。

「あっ…………きゃあああぁっ!?」

　目を見開いて見入っているおれの、視線の先の状態に気づいたんだろう。

　芽亜さんは悲鳴を上げながらガバッと上半身を起こし、剥むき出だしになっていた下半身にスカートをかぶせて隠した。

　そして耳まで真っ赤になって、涙目でおれを睨にらみ上げる。

「あ、やっ……そのっ、ごっ……ごめん！」

　おれは慌てて謝る以外にない。

　というか、そりゃ恥ずかしいし怒るよな！　ぱんつ丸出しになってしまったのは事故だとしても、それをこんなにガン見しちゃってたら！

　この場合、「夫婦なんだからいいじゃん」なんて理屈は通用しない。さんざん繰り返してきたとおり、おれたちはまだ出会ったばかりで、お互いのことをまだぜんぜん知らない。言ってしまえば『建前上は新婚夫婦』ってだけなんだから……。

　睨まれて当たり前、むしろビンタくらいされたって無理はない──！

　と、冷や汗を掻かきながらグルグル考えていたら。

「────ふ」

　芽亜さんはいきなり唇を尖とがらせた。

「……ふ？」

「ふ」

　と、眉も寄せ、両手を顔の高さまで上げ、大きく息を吸い……。




「ふ………………ふああああああぁあああぁああぁんっ！」




　ガバッと顔を覆おおいながら、悲鳴じみた絶叫！

　おれが呆あつ気けにとられてると、そのままクネクネと上半身を大きく振り始める。

　だけじゃなく。

「ばか、ばかばかばかぁ！　何やってるのよ芽め亜あったらこんなこんなこんなぁ！」

　自分を責めるように叫び出す。耳まで真っ赤だった。しかも自分の呼び方が『私』じゃなくて『芽亜』になっていた。

「あ、あの、芽亜さんっ？」

「ちゃんと空くう也やさんが足痺しびれるからって言ってくれてたのに芽亜ったら見み栄え張って大丈夫なんて言って大丈夫じゃなかったじゃないひっくり返っちゃってそれだけでも恥ずかしいのにあげくあんなあんなはしたないところまで見せちゃってぇぇぇ」

「ちょ、いや、落ち着いてっ、というか息継ぎ、息継ぎ！」

「ごめんなさい空也さんごめんなさいみっともないところをお見せしちゃってぇぇっ」

　ぽかぽかぽかぽか！

　芽亜さん、顔を手で覆おおうのをやめたと思ったら、今度は自分の頭を叩たたき始めたし！

「い、いや！　おれこそあんなガン見しちゃってホントごめんっていうかっ──」

「ふあああぁああぁん言わないで言わないでぇ！　芽亜、芽亜、空也さんに下着を見られてしまったなんて改めて考えたら恥ずかしくて死んじゃうぅ……っ」

「あ───っごめんごめんごめん！　余計なこと言った！」

「ううっ、うううっ、う──っ、う───！　芽亜……もうお嫁に行けない……！」

「っ…………」

　長いまつげを伏せ、再び顔を手で覆い、そのまま身体からだをくねらせ、耳まで真っ赤にして唸うなったり泣き言をこぼしたり。

　──もちろんおれはこのとき、慰めたりフォローしたりするべきだったと思う。

『いや、お嫁に行けないって、おれたちいちおう新婚夫婦ってことになってるから大丈夫だよ。おれがちゃんと、芽亜さんをもらってるから』

　とか、そんな風に。

　だけど……正直言うと。

　取り乱す芽亜さんの姿を見て、おれの胸にはムズリと込み上げるものがあった。

　だからつい言ってしまった。

　それも、やっぱり精一杯に落ち着いた、クールな口調で。




「そ…………それにしても可愛かわいいぱんつだったよね」

「!?」




　びくーん！　と芽亜さんは背筋を伸ばすみたいに硬直した。

「ふ……ふ……ふ…………」

　かと思うとまたガバッと顔を覆おおい、もうあられもないくらいに髪を振り乱し始めて。

「ふああぁあぁあぁんっ言わないでぇぇッ……！　芽め亜あ、めあ、ほんとにはじゅかちいからぁあああ…………っ！」

（はじゅかちい！）

　ムズッ、ムズッ、ムズムズムズッ……！

　おれの胸に次々と、衝動のような感覚が込み上げて止まらなくなる。

　こっちの顔まで熱くなって、胸がドキドキして、そして口元が緩んでしまうほどのそれ──！

（か　わ　い　い……！）

　であり、

（大人びた芽亜さんが、こんな子供っぽく……！）

　であり、そして。

（芽亜さんがこんな風に恥ずかしがってるところ、もっと見たい……！）

　だった。

　だからおれは追い打ちをかけるように、言葉を重ねてしまう。

「め、芽亜さん、こっち向いてよっ」

　すると芽亜さんは引き続き顔を覆ってくねりながら、

「いやよぉ、だめぇ、こんな顔空くう也やさんに見せられないっ……ううっ」

　なんて、ますます耳を赤くしながら、ひたすらに髪を振り乱して恥ずかしがる。

　おれはもう、なんていうか──たまらない。

「大丈夫、大丈夫だから。おれは芽亜さんの夫なんだよ？　芽亜さんがどんな状態でも、きちんと受け止めるから」

「っ…………ほ、ほんとう……？」

「本当本当。だから、ね？　芽亜さん、こっち向いてって」

「…………ぅぅ」

　おずおずと手を下ろし、ウルウルの上目遣いで恐る恐る見上げてくる芽亜さん。

「こう……？　空也さん……」

「ッ……」

　ずぎゅーん！　と強烈に、胸に来るほどの可愛かわいさ。小動物のようで、だけどどこか色っぽくて、そして……「こんな芽亜さんはきっとおれ以外に見たことがない」って優越感。

　だからおれは思ってしまうんだ。

　──ああ、「新婚生活って具体的にどうすればいいんだろう」なんて考えてしまってたけど。

　──そんなの、決まり切ってるじゃないか。これしかないじゃないか。

「っっ…………や、やっぱりだめぇ、はじゅかしいっ……！」

「そう言わないでって、芽め亜あさん！　こっち向いてよ、ほら！」

「やぁ、やぁあ、もうっもうっ、空くう也やさんのばかばかばかぁ……っ！」

　──彼女がこうして恥ずかしがるところがもっと見たい。

　──おれのお嫁さんの、可愛かわいいところをもっと見たい……！




　こんなおれと彼女は二人とも、新中学生同士。

　なのに、ついこの間から新婚夫婦として一緒に暮らし始めてる。

　中学校に上がったら、いろいろと変わるんだろうとは思ってた。

　だけど、まさかこんな、今までとはまったく違う生活が始まることになるなんて。

　どうしてこんなことになったのか。

　それは、中学校の入学式の、二日前に遡る──
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　その日。おれは父さんに連れられて家を出た。




「一体なんなのさ、父さん」

「細かいことは着いてからのお楽しみだな！　わっはっは」

　父さんはいつもどおり豪快に笑い飛ばしたかと思うと、ちらっとおれを見て意味ありげにニヤついた。

「……なるほどね」

　おれもまたいつもどおり、前髪を掻かき上あげて精一杯の余裕を見せる。

　こういうとき、大人の男なら、細かいことは確かに気にしないだろう。

　だとしたらおれは、内心「どこ連れていかれるんだ……」と思いつつも、余裕ぶっこいてみせる以外にない。

　普段からこうだし、ましてや父さんの前ともなればなおさらだ。

　だって──

「父さんからの、ひさびさの『課題』ってところだね」

「まあそんなようなところだ。ってわけで、こっちだぞ～」

「フ……望むところだよ」

　なのだ。

　ぶっちゃけた話、我が家はちょっと普通の家と違う。

　父さんはおれが幼いころから、ときおりおれに様々な『課題』を与えてきてた。

　それがどういうものだったかは、まあ今は置いておいて……。

　おれはその課題を与えられるたびに、いつもなんだかんだでドキドキさせられてた。

　──憧れの対象である父さんに、少しでも近づける気がして。

　そう。父さんはおれの憧れなんだ。将来はおれも（性格を除いて）父さんのようになりたい、と思い続けてた。

　だから小さいころから、大人の男を目指して……つまり、背伸びをし続けてきたし……。

　父さんからの課題であれば、どんな難題であろうと、基本的に受け続けてきてた。

（しかも……おれは明後日あさつてから、いよいよ中学生なんだから）

　中学生といえば大人だ。少なくとも小学生だった今までよりは。

　ってことは、当然父さんからの課題も今までとはレベルが違うはず。

　だからさっきも言ったとおり、「望むところだよ」だった。

（どんな課題であろうと乗り越えて、父さんにおれが今までとは違うことを見せつけてやる……）

　と、そんなことを考えながら歩いて十五分ほど。

「よーし着いた。ここの２０１だぞ～」

　到着したのは、まだ真新しいアパートだった。

　父さんは軽い調子でエントランスをくぐり、階段を上っていく。

　おれは念のため、周囲の環境を確認する。

　ぱっと見は、住宅街の中にある何の変哲もないアパートだ。

　けど……どんな裏があるか分かったもんじゃない。父さんからあとでそれを聞かれる可能性もある。チェックしておくに越したことはないよな。

（敷地に余裕がある……のかな。周りの建物からは結構スペースが空いてる）

　あとは、ガスは都市ガス。ネット回線は既に引かれているらしい（入居者募集の看板に書いてあった）。ふむふむ、なるほど……。

「お～い空くう也や、何やってんだ早く来い」

「っと……ごめんごめん」

　階段を降りてきた父さんに呼ばれ、慌てて合流する。

「悪い悪い、念のため確認を、ね」

「ほう。で、どうだった？」

「ここに住んでる誰かに、会わせたい……ってことなのかな？」

　ふ、と精一杯にニヒルに、父さんの考えを読んでみせる。

　建物自体は普通だから、たぶんそんなところだろう……と思っていたんだけど。

「そうじゃないよ。気に入ったか？って聞いてるんだって」

「へ？」

　気に入ったか……って、どういうこと？

「まあいいや。向こうはもう来てるらしいから、さっさと行くとしようぜ」

「う、うん……」

　……向こう？　もう来てる？　ってことは、ここで誰かと合流するってこと？

　と疑問に思いはしたけど、父さんは必要以上のことを明かしてくれない人だ。

　それ以上の説明がない段階で、おれとしては黙ってついていくしかない。

　そうして到着した２０１号室のドア前。父さんはすぐにインターフォンを押した。

『……はい』

　返ってきたのは、物静かそうな大人の男性の声だった。

「あ、佳よし嗣つぐ？　おれだよー」

『……今開ける』

　言ったとおりに、すぐにドアが開いた。

　すると出てきたのは、年の頃は父さんと同じくらいで、眉根にシワを寄せた、怖そうな顔立ちをした痩せたおじさんだった。

　そんな人に、おれは父さんから背中を押されて前に出される。

「君が空くう也やくんか。入りたまえ」

「は、はい、お邪魔します……」

　顔もだけど、なんだか雰囲気からして怖い人だった。こう、なんだ、無条件でこっちの背筋が伸びてしまう感じ、というか。

　けど、それは部屋の中を見た途端、吹っ飛んだ。

　正確には……建物と同じく真新しい家具の揃そろった室内。

「あ……こんにちは」

　その中に佇たたずんでいた女の子の姿を見た途端。

　歳としはおれより少し上くらいか？　とにかく、ビックリするくらいの美少女で。

　おれは思わず息を呑のみ、見とれてしまったほどだった。正直、テレビに出てくる芸能人やアイドルにも引けを取らないし……。

　しかも、おれと目が合ってすぐ、会釈をしてきたその仕草。
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　まるで日本舞踊か何かみたいに綺き麗れいで、一発で「あ、育ちのいい子だ」と分かるくらいで。

　おれは慌てて会釈し返すことしかできなかった。というか、なんだか急激に気恥ずかしくなってしまった。

　──ああ、おれがもう少しでも背が高かったらな！

　というのも、彼女の背丈がおれと同じくらいか、ちょっと低い程度だったからだ。

　なもんだから、おれは正直この段階で、腰が引けるみたいになってしまってた。

　でも男はこうじゃいけない。だからおれは精一杯の気力を振り絞り、落ち着いた表情を作って前髪を掻かき上あげた。

「……どうも、野の々の宮みや空くう也やです」

　そして先手を打って自己紹介した。

　すると彼女はまた、優ゆう雅がで綺麗なお辞じ儀ぎをして、

「はじめまして、……千歳ちとせ芽め亜あといいます」

　夏の風に鳴る風鈴の音色のような、涼やかで品のある声だった。

（……本物だよ、本物のお嬢様だよ！）

　なんて、たったこれだけのやりとりで思わされてしまうくらいだった。

「そして私は千歳佳よし嗣つぐ、芽亜の父で、君のお父さんの古い友人だ」

「あ、どうも……よろしくお願いします」

　こんなお嬢様のお父さんと思えば、この怖そうな顔つきにも納得がいくな……。

　と……そう思えば思うほど、疑問が湧き起こってくる。

　──これ、いったいどういう展開？　父さんはおれをこの人たちに会わせたかったってこと？　会わせて、いったい何があるわけ？　しかもこの部屋、何？

　と思って父さんの方を向くと、なんだか満面の笑みで腕を組み、うんうん頷うなずいていた。

　そして高らかに言い放った。




「というわけで、今日から空くう也やと芽め亜あちゃんは新婚夫婦だ！　二人で、ここで暮らせ！」




「……………………………………はいぃ!?」

　いや、さっき思い浮かべてた疑問はすべて解消したけども！

　代わりに特大の疑問が新たに生じてしまったじゃないか！　ちょっと待ってよ、マジでどういうこと!?

　とおれが泡を食っていると、父さんはもう上機嫌の極みで、

「二人のことは将来、結婚させようぜーって昔から言ってたんだよな～、佳よし嗣つぐ！」

　と言われて、向こうのお父さんは苦々しい顔をする。

「確かにいわゆる許嫁いいなずけという話にはなっていたが……」

　い、許嫁!?　っていわゆる婚約者みたいな!?

　え、今どきそんなのあるの!?　しかもこんなめちゃくちゃに可愛かわいいお嬢様と……。

「だからといって、やはりこれはいくらなんでも早過ぎやしないか？　桐とう也や」

　ますます苦々しい顔になる向こうのお父さん。

　どうやら向こうは、この展開をあんまりよくは思ってないらしい。

「っ……そんなことはないわ、お父さん」

　けど、娘さん──おれの許嫁だという女の子の方は、そうじゃなかった。

　彼女は肩に掛かっていた、長く綺き麗れいな髪をふぁさっと勢いよく払うと、

「私たちは明後日あさつてから中学生。つまり充分に大人ということだもの」

　……大人びて見えるけど、おれと同じ歳としだったらしい。

　で、この話にわりと乗り気っぽい……？

「そうは言うがな、芽亜……」

「分かってるね、芽亜ちゃん！　そうだよな、もう中学生だもんな！」

　娘さんの言葉にさらに苦い顔をした向こうのお父さんだったけど、うちの父さんは陽気な調子でそれを流して、

「中学生っつったら十三歳、昔で言えば元服できる歳だよ！　だったらこれくらいは当然だよな！」

「ええ、そのとおりです。おじさま──いえ、お義と父うさま」

「くぅ～ッ、いいねその響き！　待ってたよ、この日をさぁ！」

「…………」

　二人の様子に、向こうのお父さんは眉根をさらに寄せて黙る。何を言っても無駄だ、とそう思ったんだろう。けど。

「……空くう也やくん」

　わずかな望みをつなぐかのように、おれをじっと見つめてきた。

「その……君はいいのかね。こんな唐突な話……」

　確かに、唐突だ。唐突にもほどがあるし、突拍子もなさ過ぎる。

　だから向こうのお父さんは、ここでおれがイヤがれば、話をなしにできるかも知れないと思ったんだろう。

　だけど、おれは──

　まず、父さんに視線を向ける。

　ニヒ～、と父さんは歯を見せて笑い、頷うなずいて返してきた。

「当然、受けるよな？」っていう顔であり、仕草だった。

　──今までにも何度も、こういう顔でおれに『課題』を与えてきた父さんだ。

　そしておれは今までに一度も、それを拒絶したことはなくて……。

　おれはその次に、彼女──おれの許嫁いいなずけだっていう女の子に目を向ける。

「……っ」

　彼女はさっと頬ほおを染め、俯うつむいた。

　そんな可か憐れんな反応に、おれの顔も熱くなる。思わず急いで視線を外してしまった。

　どきん、どきんと胸の高鳴り。なんとも言えない、くすぐったさに似た感覚。

（──おれの、許嫁。この子と今日から、新婚夫婦として暮らす……）

　それって……すごく大人なことじゃないか。

　しかも相手はこんな、今まで見たこともないくらいに可愛かわいい子。

「空也くん？」

「お……おれも一向に構いませんよ」

　気がつけば思いっきり気取った調子で、余裕を見せつけるように頷いてしまってた。

　その決断が、どういう結果をもたらすかは予想がつかない。これから送ることになる『新婚生活』が、どういうものかってのもまださっぱり分からない。

　だけど──ここで頷かないでどうする。そんな気がしたんだ。

「さっき彼女が言ったとおりですよ。中学生になるんだから、もう大人ですしね」

「…………」

　おれの返事を聞いて、向こうのお父さんは黙り込む。

　一方、おれの父さんは満面の笑みで、

「よく言った！　それじゃ改めて決まりだ。家具はおれがひととおり揃そろえておいたし、当座の生活資金もここに用意してあるから、今日から二人で協力し合って暮らせよ！　さあ、新婚生活の始まりだ！」

　そう宣言して、おれと彼女の肩をポンと叩たたいた。




　そうして──お互いの父親が出て行って、二人きりになった。

　窓から夕日が差し込み始めた中で、おれたちはどちらからともなく、リビングのクッションに腰を下ろし合う。

「ええと……芽め亜あさん、でいいかな？」

　あぐらを掻かくと、とりあえず、とばかりにおれは切り出した。

　いきなり呼び捨てはなんだし、かといってちゃん付けも抵抗がある。

「は、はい、……空くう也やさん」

　……なんせ、この雰囲気だからなぁ。おしとやかというか、きちんと正座して、ザ・大和やまと撫子なでしこって感じにもほどがある。

「…………っ、[image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

「って……どうかした？」

　急にモジモジし始めて。

「あ、う、ううん、その……こ、言葉遣いは、どういうのが適切なのかと思って」

「どういうのがって？」

「敬語で話すべきなのか、そうでないのか……その、同じ歳としなわけですし、でもその、私は空也さんのその、つ、妻に……なるわけですし、と……」

「っっ……」

　頬ほおを赤らめ、モジモジしながらそんなことを言われると、くすぐったいにもほどがありまくる！

　というか、美人で大和撫子過ぎるのも危険なんだな……こっちがいちいちドキッときてしまう……。

「い、いや、ここはタメ口でいいよ。対等な関係でいたいしさ」

　となると、精一杯の余裕を見せつつ、そう返す以外にないおれ。

　すると芽亜さんは、ますます身体からだを縮めるように恥じらいを見せて。

「う……うん、分かった……」

　と、頷うなずいたかと思ったら、可か憐れんに頬を染め、視線をあちこちにさまよわせながら、

「ご、ごめんなさい。こういうの、慣れていなくって」

「へ？　こ、こういうのって？」

「男子とこうやって、普通に話すこと自体……」

「そ……そうなんだ」

　なんでこの子、逐一おれをくすぐったくさせるかなぁ!?

（そっか、男子とまともに話したことないのか……おれが初めてなのか……）

　なんて、ちょっとした優越感っぽいものも覚えてしまったけども。

（……それなのに、こんな突拍子もない話を受けたのか）

「で、でも、空くう也やさんっ」

「っっ……う、うん、何？」

　彼女は真っ赤になりながらも、ぎゅっと両手を可愛かわいらしく胸の高さで握って、

「きちんと、新婚らしくできるようにがんばるからっ」

　宣言するように言われて、おれは目を丸くしつつ考えてしまう。

（……やる気だ）

　でも、思い返せば、この子は最初からこの話に乗り気だった。なにせ渋っていたお父さんに、自分たちはもう大人だから問題ないと真っ先に言い切ったくらいだったし。

「……芽め亜あさんは、前からこの話、知ってたわけ？」

「う、ううん。私も今日、お父さんにいきなり、当座の生活の支度をしろと言われて、ここへ連れてこられて……そうしたら、今からおまえの許嫁いいなずけが来るって……」

「となると、おれとほとんど一緒か……あのさ、こう聞いちゃうのもなんだけど、芽亜さんの方はどうしてこの話、受けたんだ？　どうしてそんなに、やる気なんだ？」

　おれがそう話を振ると、芽亜さんは俯うつむいてまた頬ほおを少し染めて、

「…………ひ、秘密よ」

　囁ささやくようにそう応えた。

（……秘密と来たか）

　そう言われたら、おれも突っ込んでは聞けない。

　というか、おれの方も同じことを聞かれたら、微妙に説明しづらいところだしなぁ。

「と、とにかくだ。そういうことなら、改めてこれからよろしく。一緒に、その、……がんばっていこう」

「ええ……」

　おれがそう言うと、芽亜さんは少し安心したかのように微笑ほほえんだ。

　その微笑の可愛らしいことと言ったらなかった。

　だからおれはまた、どうしていいか分からなくなって視線を外す。

　これからこの子と、『新婚夫婦』として暮らす……。

　……どう、接していけばいいんだ？　おれは。

　彼女は「きちんと新婚らしくできるようにがんばる」と言ってくれたけども……。

　だからって、出会ったばっかりで、いきなりこう、なんだ、いかにも新婚さん的なことをするのはちょっと飛ばし過ぎだろうし……。

「そ、そうだ、とりあえず部屋と、父さんが置いていってくれた生活資金を確認しよう。それ次第で生活の仕方も決まるわけだしね」

　と、おれはまた少し逃げるように話を変える。当然、精一杯の落ち着いた調子で、だ。

　見み栄えっ張ぱりと言えばそれまでだけど、それでもやっぱり、芽め亜あさんにガキだとは思われたくない。

　なので彼女の視線を気にしつつ前髪を掻かき上あげて、まず金の入ってるらしい銀行の口座通帳を手に取った。ちなみに他にカードと印鑑、暗証番号のメモなんかも一緒だった。

「どれどれ……って……んんんっ!?」

　不覚にも変な声を上げてしまった。

「ど、どうしたの？　空くう也やさんっ……」

「い、いやっ、うん、まあ、その……なんだ……」

　……なんか軽く百万くらい口座に入ってるんですけど！

　百万っていったら、今までの月の小遣いのえーと、何倍だ？　とにかくすごい大金なのは間違いない。

　こんなにあったらなんでもできるじゃん……い、いいのかよ父さん……！

　と内心では思いっきり狼ろう狽ばい＆興奮していたわけだけど、やっぱりそれも表に出すわけにはいかない。

「かなりの金額が入っていたもんでね……さてどうするか、と考えてしまっただけだよ」

「見せてもらえる？」

「ああ、うん」

　手が震えないように気をつけながら、芽亜さんに通帳を渡した。

　すると彼女は金額を確かめて、

「……月々のお家賃と、食費、水道光熱費もすべて、この中から賄えということよね」

「ん、ん？　そういうことになる……のかな？」

　そっか、そういうのがあるのか。今までは実家暮らしだったから、その辺気にしたことなかったもんな……。

　そんなおれとは違って、芽亜さんはこの歳としにして経済観念がしっかりしてるらしい。いちにいさん、と指を折りながら計算している様子を見せると、

「……余裕を見て、ざっと半年強分というところかしら」

「そ……そうなんだ」

　百万もあるのに、たった半年強分……！

　おれ、それだけあるなら軽く一年くらい遊んで暮らせるとか思っちゃってたよ。ゲームとかも買いまくりで。

　とおれが心の中で狼狽うろたえていると、芽め亜あさんは落ち着き払った口調でパタンと通帳を閉じて、

「たぶん、この中から制服の夏服代も出すことになるでしょうし」

「あ、ああ、そうなるだろうね……？」

「足りなくなったら追加でもらえるとは思うけれど、こうしてまとめて預かった以上は、この中で極力長くやっていけるように、いろいろと節制していくべきだとは思うわ」

「節制ね……うん、そ、そのとおりだね、おれも同感だよ」

　頭がさっぱり追いつかないけど、髪を掻かき上あげながらそう同意してみせるしかないおれ。

　まずい、芽亜さん予想以上にしっかり者だ！

　このままだと彼女におんぶに抱っこになってしまう……それはなんというか、よろしくない気がする……！

　なんて思うと同時に、またドキドキさせられてもいた。

　──芽亜さん、ただ美少女ってだけじゃなく、こんなにしっかりした女の子だなんて。

（これはいわゆる『理想のお嫁さん』ってやつなのでは……）

　とか、ついつい考えてしまうのも無理はなくて。

　そしてそう考えてしまうと、おれはますます彼女を意識してしまうわけで。

「あー……れ、冷蔵庫の中身とかもね！　いちおうチェックしておこうかな！」

　気恥ずかしさを振り切るように、立ち上がって冷蔵庫に歩み寄る。

　この部屋、ありがたいことにひととおりの家電と家具がきちんと揃そろっている。生活していくにはまったく困らなそうだ。おれたちのために、部屋と同じく前もって父さんが用意してくれたものらしいけど……わざわざここまでするんだから、当然父さんたちも長く続けて欲しいと考えているんだろう。

（長く……どこまでって、当然芽亜さんと本当の意味で新婚夫婦になれるまで……？）

　……しまった、いっそう意識してしまった。

　頬ほおの熱さを誤ご魔ま化かす勢いで、ガバッと冷蔵庫のドアを開ける。

　すると中は、肉やら卵やら野菜やらまで揃っていた。

　い、行き届き過ぎだろう、父さん。どこまでだ……！

「とりあえず今日は、お買い物に行かなくてもよさそうね」

　芽亜さんがいつの間にかおれの背後まで来ていた。

「そ、そうだね」

　並んで立つと、本当に背丈はおれとほとんど変わらないな。ちょっと低い程度だ。

　ってことは、たぶん芽亜さん、１５６センチくらいってことだよな……おれが（悔しいけどまだ）１５８センチだから。

　くぅ、女子は第二次性徴が早めで羨ましい……！

（というか……芽め亜あさん、おれでいいのかな。旦那がこんなチビのガキで……）

　と、改めてそう思ってしまえばしまうほど、同時に「いや、おれはガキじゃない！」という思いも強く湧き上がるわけで。

「だったら、とりあえず夕食を作るとしようか」

　なんて、余裕たっぷりに切り出すしかないおれだった。

　さっきからホントこればっかりだけど、仕方ない。これは、仕方ないんだ……初日でやらかしたくないし、芽亜さんにガッカリされたくないし……！

　というわけで料理だ。今までほとんどしたことないけど、まあ、たぶんなんとかなるだろう。要するに材料切って、火を通して味を付ければいいだけだと思うし。

「ってわけで芽亜さん、ここはおれに──」

　任せてもらえない？　と改めて前髪を掻かき上あげようとしたときだった。

「わ、私に作らせてっ」

　意気込んだ声に、かぶせられてしまった。

「え？　い、いいの？」

「そ、それが私の務めだと思います」

　頬ほおを染めつつ、また両手を胸の高さでぎゅっと握った状態で主張してくる芽亜さん。

「私は、その、つ……妻なんだから……だんな様にごはん、作るのが仕事よ」

「ッ……」

　だ、だんな様……。私は妻なんだから……。

　ちょっと、胸にグッと来過ぎるパワーワード尽くしだった。

「わ、分かったよ。それじゃよろしく頼もうかな……！」

　おれは思いっきりドギマギさせられつつも、余裕を見せて頷うなずく以外になかった。

　うん、アレだ。妻を立てるのも夫の務めだろうしな！

「ありがとう、空くう也やさん……それじゃ、テレビでも見て待っていてくれる？」

「了解……こ、こっちこそありがとう」

「言ったとおりよ。空也さんはだんな様で、私は、つ、妻なのっ。だからお礼を言う必要はないわ」

　そ、そういうもんなのか……？

　と思いつつも、彼女の可愛かわいらしい意欲を前にしては異論も挟めず、素直にリビングへ戻ってクッションに腰を下ろす。

　そしてとりあえずテレビはつけたものの……。

「ええと……豚バラがあって、タマネギがあって、しめじがあるから……」

　キッチンで改めて材料を物色している芽め亜あさんの後ろ姿を、チラチラ目で追ってしまってばかり（カウンターキッチンなのでいやでも見えてしまう）。

　……少なくとも、おれは彼女に『だんな様』と認めてもらえてるんだ。

　だったら、落ち着かないけど、待ってる以外にないよな。

　というか……。

「……や、野菜炒いためっ」

　また拳をグッと握って、意気込んでる芽亜さん、やっぱり可愛かわいいよな……。




　そして十数分後。

「「……………………」」

　おれたちはダイニングテーブルで、無言で俯うつむき合っていた。

　というのも、他でもない。

「これは……食べられないわよ、ね……」

　芽亜さんの作った野菜炒めは、焦げだらけでほとんど炭で。

　同時に炊いていたご飯は、べっちょべちょでおかゆみたいで。

　正直言って、大失敗にもほどがあった。

「ご、ごめんなさい空くう也やさんっ」

　どんな反応をすればいいのか困っていたおれに、芽亜さんは泣きそうな顔で頭を下げる。

「私、実は、今までお料理をしたことがなくて……」

「そ、そうだったの？」

「………………はい」

　肩を落とし、ちんまりと頷うなずく。

　それなのに、自分の役目だからと意気込んで取りかかってくれたのか……。

　……そう思うと、おれとしては、たとえどんな出来であろうと食べなきゃいけない気がする。

「だ、大丈夫大丈夫！　ちゃんと火が通ってるんだし！　いただきます！」

　おれは懸命にそう言って、手を合わせて食べ始めた。

　ガリッ、ガリッ。こ……焦げが固い……苦い……。そして部分部分しょっぱい……！

　が、それはそれ！　ここは何も考えずに噛かんで飲み込め、おれ！

「く、空也さん、無理はしないで……っ」

「無理なんかしてないって、お、美お味いしいよ！　それに芽亜さんの初めての手料理なんだから、嬉うれしいに決まってるって！」

　塞いでる様子の芽亜さんを励ますように、おれは明るい声で応える。

　けど、それは逆効果だったらしくて。

「う……ごめんなさい、本当に……そんな気まで遣わせて…………」

　芽め亜あさんはますます肩を落とし、まつげを伏せてションボリしてしまう。

　そりゃまあ……おれが無理して食ってるのは分かるだろうしなぁ。

「謝ることはないって、これからだよ、これから！　今後はおれも手伝うしさ！」

「う…………私の役目なのに……空くう也やさんに手間を………………」

　ああっ、フォローしたつもりがますますヘコませちゃってる！

　お、おれはいったいどうすれば……いや、とりあえず目の前のものをすべて食べきる以外にないんだけど……。

　とおれが猛然と箸を動かしている間、芽亜さんはずっと落ち込みっぱなしだった。




　けども、食後。しばらく経たって。

「お、お風呂を入れたわ！」

　どうやら気を取り直し、別の作業で取り返すことにしたらしい。

「空也さん、お先にどうぞっ」

　それもやはり、思いっきり意気込んで。食事の支度前にもしてたように、両手を胸の高さで可愛かわいらしくグッと握って、だ。

「……ありがとう。それじゃ、入らせてもらうね」

　ここは素直に受け止めるべきだよな。それに、風呂だったらさすがに料理みたいな失敗はないだろうし。

　都合のいいことに、タンスの中にはタオル類と共に、数組のルームウェアと下着も用意されていた。父さんの行き届きっぷりは半端ない。さすがだ。

　なのでおれはそれを手に、浴室へ向かった。

　いちおう事前に確認。……うん、水を溜ためてた、なんてことはなかったみたいだな。ちゃんとお湯だ。

　というわけで安心して服を脱ぎ、まずは髪を洗う。

　おれの習慣では、湯船に入るのは身体からだを洗ってからだ。なのでこういう手順になる。

　そうしてリンスもし終わり、さて次は身体を……というところで。

「あ、あのっ……空也さんっ……？」

「!?」

　唐突にノックの音と共に芽亜さんからドア越しに声をかけられ、思わずビクッとしてしまった。

「ど、どうしたの芽亜さんっ……？」

　なんとなく股間を隠してしまいつつ、芽亜さんに聞き返す。

　なんか、また意気込んでるような気配だけど……。

「は……入ってもいい、ですかっ!?」

「えっ!?」

　なんかとんでもないこと言い出したよ!?

「えっ、ちょっ、ま、えっ、は、入ってもって、えええっ!?」

「だ、大丈夫、バスタオルは巻いてるからっ……！」

　ガラッ！

　ちょっと待ってと言う間もなく、ドアを開けられてしまった。

　そしてそこには言ったとおり、裸にバスタオルを巻いた芽め亜あさんの姿。

「おっ、お背中、流しますっ」

「え、あ、や、そのっ、それはっ……」

「これも妻の務めだと思うからっ！」

　芽亜さんはやっぱり必死なまでに意気込んでいて、有無を言わせぬ勢いだ。

　というか！　この姿になると、芽亜さんの発育のよさがますますよく分かって困る！

　バスタオルに包まれていても、おっぱいはホントに柔らかそうに膨ふくらんでるのが見て取れるし、細い腰のくびれとかも……生足とかも、ううっ、目に毒過ぎる……！

　でも……芽亜さんが「背中を流す」って言ってるなら……。

「わ……分かったよ、それじゃ頼もうかな……」

　背中、というのがある意味助かった。おれは股間を隠したまま、くるりと彼女に背を向け、風呂イスに座る。

　うん……背中を流すのが妻の役目というんなら、ある意味、『流させてあげる』のが夫の務めだろうしな……。

　多少恥ずかしいくらいがなんだ。芽亜さんの方が絶対恥ずかしいんだから、ここは我慢だ！

　というわけで。

「そ……それじゃ、失礼、します……んっ」

　芽亜さんは風呂に備え付けてあったナイロンタオルを手に取り、泡立てると（背を向けてるので分からないけどたぶん）、おれの背中を擦こすり始めた。

　わしゃ、わしゃ、と独特の感覚。自分で洗うのとはまるで違う、くすぐったいような、刺激が物足りないようなもどかしさ……。

「こ……これくらいで、いい、かしら……」

「いや……もっと強くして大丈夫……」

「も、もっと強く……うん……んっ、んっ、んっ……」

　力を入れ始めたからだろう。芽亜さんの鼻から、リズムを取るような吐息が漏れるようになってくる。

　それがすぐ後ろから聞こえて……ううっ、これまたくすぐったく気恥ずかしい……！

　が、それはどうやら芽め亜あさんも同じであるようだった。
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　ときおり手を止めて、何かを堪こらえるような押し殺したうめき。身体からだを縮めているような気配。

　……ひょっとして芽亜さん、相当無理してる？

　いや、そりゃそうだよな。今日初めて会った男相手に、バスタオル一枚の姿で入ってきて背中を流すとか……。

「め、芽亜さん、無理はしないでいいからね」

　たまらず振り返って言ってしまった。

　けど、それがよくなかった。

「!?!?!?」

　芽亜さんはおれと目が合った途端、どかん！と顔を真っ赤に染め上げた。

　おれが振り向くとは予想外だったんだろう。強烈な恥じらいを見せると、自分の身体を抱くようにして縮こまり……。
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「あ、やっ、ごめん──」

　と、おれが慌てて向き直るよりもそれは早かった。

　しゅばっ！

「………………えっ!?」

　何が起きたか、とっさに分からなかった。

　芽亜さんの姿が急に掻かき消きえ……その場には、残されたバスタオルがふぁさりと落ちて。

　ひとことで言うと、人体消失現象というか、そんな感じだった。

「ちょ、え、な、何事!?」

　おれは泡を食い、慌てて立ち上がる。股間を隠すのも忘れてしまっていた。

「芽亜さんっ──」

　と、また後ろに振り向いたそこで。

「あ」

「あっ……」

　目が合った。

　お互い、丸裸同士で。

　おっぱい！　くびれ！　あそこ！

　と普通だったらハシャいでしまってたかも知れないけど、あいにくと今はそれよりも！

「ちょっ……め、芽亜さんあの一瞬で後ろに回ったの!?　どうやったの!?」

「そっ、それはっ秘密、秘密よ！　──というより！　お願い、見ないで、見ないでええぇっ！」

「あっ……ご、ごめん！　というかおれも！　おれも見ないでえぇっ！」

「え、あ……きゃああ!?　きゃあああぁ象さんんんんっ!?」

「だから見ないでってばあああぁ！」

「ごごご、ごめんなさい、ごめんなさいっ……！」




　……その後。

「「……………………」」

　リビングでお互い正座で向かい合い、黙り合ってしまってるおれたち。

　むろんあのまま風呂に入り続けられるわけもなく、まずおれが大急ぎで泡を流して飛び出して、身体からだを拭ってルームウェアを着て部屋に戻り、そのあとしばらくしてから芽め亜あさんも、服を着直しておずおずと出てきた。

　そしてどちらが言うともなく、この状態。

　……気まずい。気まず過ぎる……！

　けど、かといってこのままお互い黙り合ってても埒らちが明かない。

「あの、芽亜さん──」

　とおれが勇気を振り絞って切り出すと、芽亜さんはビクッと反応を示して、
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　ばっ！と真っ赤な顔を背けてしまった。

　まるでおれとは、恥ずかしくて恥ずかしくて顔を合わせられないといった風に。

「べ……別にどうということはないわ、あれくらいのこと。たかが裸を見られたくらい……」

　そのくせ、そんなことを言う。唇を尖とがらせて。

　だからなのか……ムズムズッ、という得体の知れない感覚を、おれはそこで覚えた。

　──もっと、恥ずかしがる芽亜さんが見たいような。

「でも……しょ、初日だから、ちゃんとしなきゃと思ったんだけど……」

　けど、そこで。蚊の鳴くような声で、芽亜さんがそう囁ささやいた。

「やり過ぎて……しまった、わよね……よく考えると……いきなり背中を流すだなんて……」

　芽亜さんはそのまま手で顔を覆おおい、弱々しく左右に振り始めた。

「…………」

　おれは──そんな芽亜さんに、やはりムズムズとした感覚を覚えてしまって。

（無む理り矢や理りにでも手を剥はがして、真っ赤になった顔が見たい……ッ！）

　なんて思ってしまったけど……ここでこれ以上彼女を追い詰めるわけにはいかない。

　──初日だからちゃんとしなきゃ、と思ってたのはおれも同じなんだから。

「……芽め亜あさん」

　だから、精一杯の真摯さで声をかけた。

「自分のペースでいいんだよ。無理をすることはない」

　可能な限りの低い声で。思いっきり、キメ顔をして。

「空くう也やさん……」

　彼女はますます真っ赤になりながらも、肩の力をスッと抜いた。

　そして潤んだ瞳でおれを見つめ、

「……ありがとう」

「ッ……」

　その言葉と表情に、おれはカアッと顔が熱くなってしまう。

　芽亜さんは目尻を拭いながら、また視線を外す。

　おれも同じように視線を外した。──なんというか、恥ずかし過ぎて。

（芽亜さんが安心してくれたのはよかったけど……さすがに格かつ好こつけ過ぎた気がする……）

　──おれもまた、初めてのこと尽くしで、いつも以上に見み栄えを張っていた自覚はあった。

　それはよくない……つまり今彼女に言ったとおり、無理をせず、自分のペースで行くべきだって思いもあった。

　なのに、ますます見栄を張るみたいに格好つけてクサい台詞せりふを吐いてしまうとか！

（いや、ホント、自分で言ったとおりだよ。無理をすることはない──）

　と思っていたところで。

「こういう、人なんだ……空也さんって……」

　芽亜さんが独り言っぽくつぶやいた。

　それも、噛かみしめるように。まるで感動したみたいに。

「……………………」

　そっ、そんな反応されちゃうと……。

（ますます格好つけ続けなくちゃいけなくなった気が──！）




「ふぅ……お、お風呂、私もいただきました」

　と、脱衣所から芽亜さんが髪を拭き拭き出てきた。

　あのあと、改めて交代交代で風呂に入ることになり、先にいただいたおれはリビングのクッションでだらりと涼んでいたのだけども……。

「ぅ……」

　と、思わず呻うめいてしまったのは他でもない。

　芽亜さん、濡ぬれ髪がみってだけでも色っぽいのに、格好が可愛かわいらしいパジャマ姿になっていたからだ。

「あ……そ、その、私は最低限の荷物は、家から持ってきていて……」

　おれの視線に気づくと、芽め亜あさんはかあぁと頬ほおを染め、身体からだを抱くようにしながら顔を背けた。

　そう言われてみると、確かに部屋の片隅にキャリーバッグが置いてあるな。最初に、「当座の生活の支度をしろと言われて、ここに連れてこられた」って言ってたもんな。

　うちの父さんもそういう気を利かせてくれれば……いや、事前に何も言われなかったってことは、手ぶらでもなんとかしろってことなんだろうな。なにせあの父さんだけに、おれは『課題』を出されるのが当たり前だからな。

　などと考えていると。

「ごめんなさい、一人だけ……」

　芽亜さんはますます身体を縮め、まつげを伏せる。

「あ……い、いや、気にしないで気にしないでっ」

　おれは慌てて手を振って返した。

　気にしないでどころか、正直、どうもありがとうというところだった。眼福、って言葉はこういうときに使うんだろう。それに、同じ歳としの女の子の風呂上がり＆パジャマ姿なんて、初めて見た……的な感動もあった。

（風呂上がりでパジャマだと、女の子ってこんなに無防備な雰囲気になるんだな……）
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　いや、さっきは裸も見てしまったわけだけど、それとこれとは話が別だ。

　……いい。正直に言えば、すごくいい。こんなにいいものだったんだ！

　が、当然おれはそれを表には出せないわけで。

「……じゃあ、いつもそんな可愛かわいい格好で寝てるんだね」

　なんて、気取ったポーズを取りながら、そんなこっぱずかしい台詞せりふを口にするしかなかった。

　頼むッ、芽め亜あさんも照れてくれ！　そうしたらおれだけが恥ずかしい状態じゃなくなるから！

　と思っていたら。

「ひ……秘密よ」

　顔を背けたまま、そんな返事の芽亜さん。

　おれは狙ったギャグが滑ったような心境に襲われる。けど、この状態でこっちが黙り込んでしまったら、恥ずかしいだけで終わってしまう。

　どうにか、どうにかせねばッ……！　と、周囲を見回したそのときだった。

「……ん？」

「えっ？」

　視界の隅に、唐突に横切った小さな黒い影。

　まだ新しめのこのアパートには相応ふさわしくない生き物……ひとことで言うと。

「ご、ゴキブリ……ッ！」

　さすがにちょっと取り乱してしまった。おれ、実を言うとあんまり虫のたぐいが得意じゃない。

　しかし反射的に飛とび退のきかけて必死で堪えた。

　だって、彼女の目の前だ！　ただでさえ今まで格かつ好こつけて通してきてるんだから、ゴキブリごときで狼狽うろたえてたら台無しにもほどがある──

「き──きゃああああああああああああああああああああぁっ!?」

「へ……？」

　と、そこでおれが不覚にも間抜けな声を漏らしてしまったのは、彼女が絹を裂くような悲鳴を上げたからってだけじゃない。

　彼女は悲鳴を上げると同時に、パジャマの内側から素早く、何か輝くものを取り出したのだ。それを……。

　びしゅっ！

　と、彼女は即座に、Ｇに向けて投げた。

　びしぃ！　とそれによって、壁に縫い止められるＧ。

「……………………」

「早く！　早く片付けて！　お願いだからぁ！」

「あっ……は、はいっ……！」

　呆あつ気けにとられ過ぎて、虫が苦手だとかなんとか言ってる間もなかった。

　おれはトイレから大急ぎでトイレットペーパーを取ってくると、Ｇを壁に縫い止めてる……先の尖とがった、十字型の。平べったい金属製の……うん、やっぱ手裏剣だよな、これ……を抜き取って、ペーパー越しにつかんでそのままＵターン。ゴジャーッと下水におさらばさせた。

　その間、彼女は目を固くつぶって顔を振り、うずくまったままだった。

「も、もういなくなった？　いなくなったのよね？」

「今ごろは下水を快調に流れて行ってるころだと思うけど……それよりさ」

「ふうぅ……よかった……」

　どうやら彼女の方は、おれ以上に虫が苦手らしい。

　しかしそんなことよりも。

「……あのさ、芽め亜あさん」

「な……なあに？」

「ひょっとしてなんだけど……いや、ひょっとしても何も、これはって感じなんだけど……」

　おれは手裏剣を掲げて見せながら、聞くしかなかった。

「こんなの持ってて、とっさに投げるなんて……芽亜さんって、ひょっとして忍者なの？」

「あッッッッ……!?」

　びくーん！と芽亜さんは飛び上がるように硬直した。




　……そうして数分後。

「「……………………」」

　おれたちは今日、何度こうして正座で向かい合えば気が済むんだろう……。

　しかしこればっかりはしょうがない。そういう出来事が多過ぎるんだ、今日は。

　それに、だ。

「………………………………」

　さっきのおれの質問から、芽亜さんは黙り込みっぱなし。

　よっぽど言いにくいことなんだろう。となると、無理に答えてもらうのは申し訳ない気もしてくるけど……。

　おれは机の上に置かれている手裏剣（ちなみに、いちおうウェットティッシュで丁寧に拭いておいた）に目を向ける。

　さすがにこれは、風呂のときみたいに、見なかったことにして流すわけにはいかないよなぁ……。

　などと考えていると。

「…………あ、あの」

　おずおずと、芽め亜あさんが口を開いた。

　顔は背けて俯うつむいたままだけど、視線はおれの顔をチラチラ。

　おれが手裏剣に目を向けてるのに気づいて、矢も盾もたまらなくなったんだろう。

「うん……何？」

「その、その…………ひ、引いた、でしょう……？」

　目を丸くしてしまった。

　──気にするの、そこなんだ。

「いくら気が動転したからって、そんなの、使って……」

「いや……そんなことはないけど……」

　と、おれは返すしかない。

　ようやく芽亜さんが話す気になってくれたんだ。ここでさらに追い詰めて、口を閉ざさせたくはない。

「引きはしないけど……ただ、やっぱり気にはなるよ。こんなの持ってて、あげくあんなに見事に投げる女の子なんて、明らかに普通じゃないしさ」

「ううっ……そうよね、やっぱりそうよね……」

　芽亜さんはうめき、ますます身体からだを縮める。

　し、しまった、言葉のチョイスを誤った気がする！

「い、いや、おれが言いたいのはねっ──」

「はい……」

　ああっ、敬語に戻っちゃってるし！　なんとかしないと、なんとか──

　となったら。先に明かす以外にない。

「お互い様だから！」

「…………え？」

「実はおれも普通じゃないんだ。なにせ……諜報員の息子だから」

「…………」

　さっきまでとは違う顔つきで、芽亜さんは黙った。
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　──芽め亜あさんが忍者なら、おれは諜ちよう報ほう員いんの息子だった。




「この間ニュースで騒がれてた、でかい会社の粉飾決算発覚事件、あるでしょ？」

「……ええ」

「あれを暴いたのが、父さんなんだ。長年かけて、潜入しててさ」

「………………」

「おれはそんな父さんの息子だから……」

　そう。昔から父さんに『課題』を与えられてきたのも、おれがずっとそれを受け続けてきたのも、つまりはそういうことだった。

　おれは、諜報員……いわゆるスパイである父さんに憧れていて。

　まだガキなのに見み栄えを張り、格かつ好こつけたポーズを取ってしまいがちなのもそう。

　スパイと言えばクールな大人（父さんはちょっとタイプが違うけど）。おれはそれを目指しているから、こういう言動が多いわけで。

　この部屋に入る前に、周辺環境を確認してしまったのも。

　そもそも……芽亜さんが手裏剣を使っているのを見て、真っ先に『忍者なの？』と思ってしまったのも。

　自分が普通じゃないから、その相手である芽亜さんもひょっとしたらそうなんじゃないかと……。

「…………」

「だから、引いたりはしない。それに、ちゃんと秘密にする」

「空くう也やさん……」

「なにせ……秘密を暴くだけじゃなくて、秘密を守るのも諜報員の仕事だからね」

「……空也さん」

　芽亜さんはつぶやくと、グッと胸の高さで両手を握った。

　あ、その仕草は、彼女が意気込んでるときの……。

「め、芽亜はっ……忍者の一族の姫なんです！」

　案の定、彼女は叫ぶようにそう言った。

　あげく、自分の呼び方がまた『私』から『芽亜』になってた。

「我が家は江戸時代から代々続いている、忍者の頭領一族の家系で……芽亜はその一人娘だから、小さなころから忍術の修練を受けていて……」

「なるほど、だから手裏剣も携帯してるし、ああやってビシッと投げられるわけか」

「ええ……本当は、秘密にしておくつもりだったんだけど……」

「ってことは、さっきの風呂でのアレも？」

「え、ええ。いわゆる空蝉うつせみの術……逃げ場がなくて、背後に回るしかなかったから失敗しちゃったけど……」

「……そっか」

　おれは頷うなずき、微笑ほほえみかける。

「ありがとう、話してくれて」

「し、信じてくれるの？」

「芽め亜あさんこそ、おれが諜ちよう報ほう員いんの息子なんていう突拍子もないこと、信じてくれるの？」

「し……信じ、ます。ああ、だからなんだって思ったし……」

「だからなんだ、って？」

「私のお父さんと、あなたのお父さまが、昔からの知り合いで……お互いの子供を、結婚させようだなんて前々から約束してたの……」

「ああ……それは確かに」

　普通の相手だったら、こんな突飛な提案自体、あり得ないだろう。

　それが、片や諜報員で。片や忍者一族の頭領ってことなら……。

　お互い、普通じゃないことを生業にしている同士だし、それを自分の子供に継いでもらうとなったら、話が通じる同士をくっつけちゃうのが一番手っ取り早いし、いろいろと楽……そんなことをきっと、昔から考えてたんだろう。

　その辺の事情、あらかじめ説明してくれてればよかったのに、父さん……。

　と一瞬思ってしまったけど、まあ、たぶん二人で生活し合っていくうちに、自然と明かし合う展開が一番だと思ったんだろうな。

　まあ、それがまさか初日になるとは、父さんも予想してなかったと思うけど……。

　ともあれ、だ。

「……よかった」

　そこで不意に、芽亜さんが微笑んだ。

「え？」

「私の相手が……空くう也やさんで……」

「っ……」

　な、なんか胸にズギュンと来ることを言ってくれちゃってるんだけど！

　おれがたまらず胸を押さえてしまったことで、芽亜さんも自分の言ったことの意味が分かったんだろう。

「あ……ご、ごめんなさいっ、私ったらなんだかすごく恥ずかしいことをっ……！」

　急に耳まで真っ赤になったかと思うと、ガバッとその顔を手で覆おおった。

　その上でイヤイヤをするように顔を振り、長い髪を振り乱す。

「もう、もう、芽め亜あのばかぁ、本当に初日からこんな、ううっ、恥ずかしい、はじゅかちいっ……！」

　恥ずかしさのあまりなのか、いつの間にか『私』に戻っていた一人称がまた『芽亜』になってたし、あげく最後の方は「はじゅかちい」なんてろれつが回らなくなっていた。

「…………」

　ひとこと。ひとこと言っていいだろうか。

　──か　わ　い　す　ぎ　な　い　か？

　女の子があられもなく恥ずかしがってるところって、なんて可愛かわいいんだろう。

　しかも、元が落ち着いた雰囲気の、大人っぽい美少女の芽亜さんだ。それがまるっきり子供みたいに、いやいややだやだと顔を振ってるの……。

　胸がドキドキするにもほどがある。それどころか……ムラムラと込み上げてくるものがあった。

　だからつい、言ってしまった。

「め、芽亜さん、恥ずかしいと自分のこと芽亜って呼ぶんだね」

「────っ!?　ああもぉ芽亜のばかぁ、それは子供みたいだから直そうって決めたのにぃッ」

「言ってる言ってる、また言ってる」

「!?!?!?!?　め、芽亜のばかばかばかぁっ…………！」

　──ああ、ヤバい。ヤバいって、これ。

（こういう芽亜さん、もっと見たい……！）

　噛かみしめるように、思ってしまった。

　そしてそれは、たぶんこれからいくらでも叶かなうだろう。

　なんせおれたちは、今日から一緒に暮らしていくんだから……。

　その事実に、初めて頭が追いついた気がする。

　そう……おれはこの子と、これから生活を共にしていくんだ。

　それも、夫として。なんて胸が高鳴る事実なんだろうか。

　……しかも、両親の公認だ。それどころか両親からのお達しだ。

（ラッキー……だよな、これ以上なく……）

「ああぁっ、ふああぁあんっ、恥ずかしい、はじゅかちい、芽亜もう死んじゃいたいぃ……！」

　芽亜さんの恥じらいっぷりに引き続き目を奪われながら、おれは胸中でひたすら噛みしめてしまうのであった。




　さて。そんなこんなしているうちに、夜も更けつつあった。

　黒いアレを仕し留とめた手裏剣は処分してもらったし、おれの髪も乾いたし（自然乾燥派だ）、芽め亜あさんもドライヤーを使い終えたことだし、というわけで。

「そ、それじゃ、そろそろ寝ようか、芽亜さん」

「そ……そうね」

　と、おれたちは立ち上がり、ベッドに向き直る。

「寝ると言っても、まあ……このとおりなんだけどさ」

「え、ええ……他に寝具はないものね……」

　なんて、おれたちが揃そろって、少し及び腰になってしまうのも当たり前。

　なんせこの部屋……ベッドが一つきりなのだ。

　それもご丁寧に、ダブルの。枕が二つ並んだ状態の。

『新婚夫婦なんだから一緒に寝るのが当たり前だよな！』なんていう、父さんの顔が目に浮かぶようだ……。

　言いたいことは分かる。けどいきなり最初からこれってのは、さすがにハードルが高過ぎないか？
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　ほら、一度は落ち着いた芽亜さんも、またモジモジし始めちゃってるし！

　そりゃ、お互いの秘密を明かし合って、心の距離が近づきはした（たぶん）。

　けど、だからって、今日初めて会った男子と女子が同じ布団で一緒に寝るってのは……。

「わ……わたひは、へ、へいき、だきゃらっ」

　両手をグッと握って、芽亜さんはそう言ってくれるけども……明らかに平気じゃなさそうだし。またろれつが回らなくなってるし。

　けど、「死んでもいや！」と言われないだけありがたいんだよなぁ。

　さっき彼女が言ってたとおり、この部屋に他に寝具はない。別々に寝るとなったら、どっちかが（って、確実におれだよな）床に転がって寝る以外にはない状況なのだ。

　だから、そう言ってくれる芽亜さんのありがたい気持ちを、無む下げにするわけにはいかない。

　というか、だ。芽亜さんがそう言ってくれている以上、おれの方が「でも恥ずかしいし……」なんて言うわけにはいかない！

　当然、女子と同じベッドで寝たことなんかない。めちゃくちゃ気恥ずかしい。けども、それはそれ！

　おれは大人の男を目指す人間として、芽亜さんを安心させてあげねばいけないのだ！

　というわけで……。

「あー……芽め亜あさん、手前がいい？　奥がいい？」

　なんてことを、努めて何気なく、当たり前のことを聞くかのように尋ねるおれ。

　すると芽亜さんはビクッと反応を示して、真っ赤な顔をしたままベッドの枕の位置をおどおどと見比べた。

　ちなみにこのベッド、仰向けに寝たら左側が壁に接してる。壁際がいいか、そうでない方がいいか、というのは純粋に好みだろう。さて、芽亜さんは……。

「お……奥……」

　おずおずとそう答えた。

　けど、それだけじゃなかった。

「じょ、女性は、男性の左側なのが作法だと思うし……」

「っっ……」

　その追い打ちに、こっちの顔が熱くさせられてしまった。

　ま、まさかそういうことを気にして奥を選んだとは！

　あれですか、レディなの？　いやでも芽亜さん、（忍者一族とはいえ）姫って話だしな、そういった作法は叩たたき込こまれてるのか……？　そしてそれが、どういうことかというと。

　芽亜さんはきっちり、おれを男性扱いしてくれてるってことだった。

　嬉うれしい、それは嬉しいんだけど……同時に猛烈に気恥ずかしくて、くすぐったい！

「わ……分かったよ、ならおれは手前に寝させてもらうね。その、なんだ、男として……」

「う、うん……お願いします……」

「じゃあ……芽亜さん、先にどうぞ」

「は、はひ。失礼します……」

　芽亜さんは首から上を真っ赤にしたまま、もそもそっ、とベッドに入る。

　その仕草でパジャマがよじれ、強調されてしまう身体からだの曲線。

　おれはそれにドキッとし、なんだか申し訳ないような気分を覚えて、慌てて視線を外す。

「ん、しょ……んっ……」

　するとモソモソ音と、芽亜さんの吐息だけが聞こえてくる。

　……これはこれでドキドキする……というか、落ち着かない……。

「ど、どうぞ」

　なんてところで芽亜さんから声がかかる。おれは少し緊張しつつ、視線を戻した。

「…………」

　芽亜さんはこちらに背を向けるように、丸まって横たわっていた。

「こ……これで、お願い……」

　ちょっと拍子抜けのような気がしてしまったから、勝手なもんだけど……。

　確かに逆の立場だったら、おれもこうやって背を向けて寝た気がする。

　普通に仰あお向むけで並んで寝るのは、まだハードルが高いし。

「う、うん、それじゃ……おれも」

「電気、消して……」

「あ、ああ、そうだね……よっと」

　リモコンで部屋の明かりを常夜灯に変え、改めてベッドに向かう。

　──しかしどうあれ、「一緒に寝る」だ。

　無性にドギマギさせられながら、おれもゆっくり布団に潜り込む。

「っ……っっ……」

　おれが侵入を果たすたびに、びく、びくん、と芽め亜あさんが反応を示すから、なおのことドギマギしてしまう……。

　そうしておれは全身を布団の中に納めると、彼女と同じように、相手へ背を向けて丸まる体勢を取る。

　ここで芽亜さんの方を向いて寝るなんて論外だし、かといって自分だけ仰向けってのも落ち着かないし……。

　すると、背中と背中が、ぴったり触れ合うような形になった。

「「っ……」」

　お互い、ピクリと息を呑のんでしまう。

　それでも、これが現状ベストの状態だ。それにベッドの幅的な問題もある。いくらダブルサイズとはいえ、二人して身体からだを横にしていたらこれ以上距離はあけられない。

　だから、彼女の体温が背中にじわじわと伝わってくる。

　自分の体温も同じように彼女に伝わってるんだろうと思うと、おれはますます気恥ずかしくなる。

「…………」

「…………」

　二人して、身じろぎもできない。

　どきん、どきんと代わりに、心臓だけが活発に鼓動して。

　……ああ、もう、ダメだ！　このままじゃ眠れるわけがない！

「あー……と、ところでさ、芽亜さんっ」

　緊張とドキドキを振り払うみたいに、おれは全身の力を振り絞って声を発した。

「っ……は、はひ……」

　芽亜さんの背中越しの返事は、緊張しきってほとんど裏返っていた。

　それを少しでも和らげてあげたいと、そう思うのは男の本能みたいなものなんだろうか。それとも、彼女の方が和らいでくれれば、おれも少しは気が楽になるということなんだろうか。どうあれ……。

「さっき……おれ、諜ちよう報ほう員いんの息子だって言ったよね」

　おれは必死で、言葉を紡ぐ。

「う……うん」

「それさ、芽め亜あさん以外には内緒にしておいて欲しいんだ。いちおうね、いちおう。普通のことじゃないし……」

「そ……それは分かっているわ。私だって、忍者の姫だってことは秘密にしておいて欲しいし……」

「そっか……そうだよね、それじゃお互いに……ありがとう、助かるよ」

「こっちこそ……」

「……小さいころから、父さんにはいろいろと『課題』を出されてきててさ」

　そんな風に、おれは話を変える。

　ここはおれという男と、おれの境遇のことを理解してもらうのが一番だろう。

　それに、おれも彼女のことをもっと知りたい。知りたいならば──まず自分から明かすべきだ。

「課題……？」

　お互い背中を向けているから、声音でしか相手の様子がつかめない。

　芽亜さんの声は、とりあえずは落ち着いていた。だからおれも安心して、続きを口にする。

「うん、将来のための訓練っていうか、さ……。父さん、おれが父さんの職業に憧れてることを知ってるから」

「どんなことを、させられていたの……？」

　芽亜さん、食いついてきてくれた。それにますます安心させられる。

「まあ、大したことはしてきてないんだけどね。だいたいゲームみたいな感じだったよ、少ないヒントから場所を探り当ててみせろとか、この中で隠しごとをしてるのは誰だと思う？とかさ」

「……それだけ聞くと、ちょっと面白そう」

「そう、面白かったんだよ。だから父さんからの『課題』をさ、おれ、受けなかったことはなくて……」

　と言いながら、こっそり肩越しに背後を振り返る。

　芽亜さんは相変わらず、こちらに背中を向けたままだった。長い黒髪が下に流れ、この薄暗い中でも綺き麗れいなツヤを放っていた。

　おれは慌てて姿勢を戻す。なんだか、見てはいけないものを見てしまったような気分だった。

　──間違いなく、彼女が隣にいる。隣に寝ている。

　改めてその事実に胸がくすぐったく高鳴る。

「空くう也やさん……？」

「あ、ああ、うん、ごめん……そんなだからさ……」

「ええ……」

「……今日、ここに連れてこられたのも、芽め亜あさんと新婚生活送ることになったのも、おれ、父さんからの『課題』だと思ってるんだ」

「…………」

「はっきり言って、こんなの普通じゃないけど……普通じゃないからこそ、父さん的には『課題』なんだろうなって。だからきちんとやり遂げたいと思ってる。今までみたいにさ」

「……でも」

「うん……そのためには、芽亜さんの協力が欠かせない……」

「そう、よね。一人だけじゃ、新婚生活は送れないんだし……」

「……でもさ、芽亜さんには芽亜さんの事情があると思うんだ」

「…………」

　もぞ、と芽亜さんが身じろぐ。それは肯定とほとんど同じだった。

　だからおれは、虚空に向けて──つまり彼女に向けて聞いた。

「改めて……芽亜さんは、どうしてこの話、受けたの？」

「……………………」

　すぐの答えはなかった。ただ、芽亜さんは身体からだを丸めるように縮こまって。

「…………秘密よ」

　やがて、それだけ囁ささやいた。

　……秘密と来たか。またしても。

「ごめんなさい……私、まだ──」

「いや……そっか、それならそれでいいんだ」

「え……？」

「無理に聞く気はないよ。芽亜さんが話したくなったら話してくれればいい」

　ウソだ。本当は猛烈に気になっていた。

　けど……無理に聞く気はない、っていうのも本当の気持ちだった。

　おれたちは今日、始まったばかり。許嫁いいなずけ同士で、新婚夫婦というていで共同生活を送ることにはなったけれど……。

　お互いのことを、まだほとんどなにも知らない。

　だからまだ秘密を明かしたくないと思うのも、当然のことだろ。

　──それは間違いなく、大人ぶった見み栄えではあったけど。

　強引に踏み込めない、ってだけな気もしたけど……。

　それでいい。これが、おれだった。今はまだ。

　だから……。

「お互い、秘密ってことで。……とにかく、これからよろしく、芽め亜あさん」

　それだけ囁ささやいて、布団をかぶり直した。

「………………」

　芽亜さんは、応えに困ったような沈黙を挟んで……。

「…………うん」

　やがて、それだけ囁いて返してくれた。

　……うん。今は、それでいい。

　おれは胸の高鳴りと共に、そっと目を閉じた。




　……といっても、やっぱり隣に彼女がいるとなれば、そう簡単に寝付けるわけもなくて。

「……空くう也やさん、もう寝ちゃった？」

「いや、まだ……」

「わ、私も、なかなか寝付けなくて……」

「そりゃそうだよね……こんなの初めてだし……」

「うん……でも……」

　もぞっ、と芽亜さんはまた身じろぎ。

　今まで以上に、背中同士はぴったりと触れ合って。

「い……いやじゃ、ないから……」

「…………そっか」

　眠気はまだ、襲ってこない。代わりにずっと、くすぐったいような落ち着かない感覚があって。

　──これから毎晩、こうなんだ。

　──いつかはお互い、慣れるんだろうか。

「……………………」




　これが「当たり前」になってしまうのは、なんだかもったいないな。

　そんなことを、ふとおれは思った。

　彼女のぬくもりを、背中で感じながら。
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「──さん、空くう也やさん」

　その声に、意識が浮上する。

「んあ……？」

「空也さん、朝よ……？」

　なんだかんだで、おれは無事に眠りについていたらしい。

　そして今は朝……耳元で、そう告げられてる……。

　芽め亜あさんの声。

　そっか。おれは昨晩、芽亜さんと一緒に寝たんだ……。

　なんだか……ひとつ、大人になったような気分……。

「その……お、起きて……お願いだから……じゃないと私……ッ」

　とそこで、芽亜さんの声が切羽詰まってきたかのように聞こえた。

　そしてゆさゆさと身体からだを揺すられる。

　……早く起きてってこと？

「んん……そんなに慌てることはないって、今日まで春休みなんだから……」

　おれは半分寝ぼけながら、そんな風に返してしまう。

　ちゃんと一緒に寝られたのも嬉うれしいけど、こうして起こされるのもなかなか悪くない……というか、くすぐったくも嬉しい……。

　そっか、これからは毎朝こうなんだ……。

「お……おトイレに行きたいのっ。空也さんがどいてくれないと私、ベッドから出られないのっ！」

「………………」

　おれたちの位置取りは芽亜さんが奥の壁際、おれが手前だ。つまり確かに芽亜さんの言うとおりだった。

「うわぁっごめんごめん、おれなんか寝ぼけてた！」

　とおれは慌ててベッドから飛び出し、スペースを空ける。

　そうだよな、寝起きはトイレ行きたいよな！　そして芽亜さん、おれをまたいでベッドを出ないあたりが、やっぱりなんというか育ちがいい……！

「おはよう芽亜さん、ホントごめん……どうぞごゆっくり」

　と、失態を取り戻すべく、努めて紳士的にトイレ方向へ手を差し伸べる。

　これで芽め亜あさんも安心してくれるだろう。トイレに行きたい、なんて暴露させられて多少恥ずかしいかも知れないけど、背に腹は代えられないと思ってもらいたい……。

　というか、そうなると今後は毎朝、きちんと早起きしなきゃいけないわけか。

　おれ、朝はあんまり強くない方だけど、こればっかりは仕方がないか……芽亜さんの手前……。

「…………ッ!?!?!?」

　って、なんか芽亜さんそこでギクッと硬直したんだけど!?

「え？　な、何？」

　おれは再度、慌ててしまう。なんかまずいこと言ったか!?

「く、空くう也やさん……それ……ッ」

「……へ？」

　と、目を見開いておののいている様子の、彼女の視線をたどると……。

「あ…………うわああああああああぁっ!?」

　おれはもう大焦りで股間を隠す。ようやく、どういうことか分かった！

　そう。今は朝。そして朝の男といえば──当たり前の生理現象、ズバリ朝あさ勃だち。

　それを芽亜さんに、バッチリ見られてしまった！　ズボンの前にテントが張ってるみたいに、股間がモッコリ膨ふくらんでいるのを！

　恥ずかしい！　死にたい！　と一瞬思ったものの、どうやらそれどころではなかっった。

　というのも。

「く、空也さんっ……ひぃっ……」

　芽亜さんがおびえたように壁際へあとずさり、ブルブル震えていたからだ。

「ちょ、え、芽亜さん？」

「ま……まさか、その、そ、そ、それで私をっ……」

　私を……って、勃起してる相手に……。

　それって、「襲う気？」ってこと？

「ち、ちちち違う違う違う違うって！」

　もう、必死で手を振る以外になかった（股間を膨らませたまま）。

「で、でも、男の人はそういうときにその、おおお、おちっ……が……お、大きくなるってっ……習ったわっ……！」

「それはそのとおりなんだけどこれは違うの！　これは、朝勃ち！　単なる生理現象！」

「そんなの知らないっ……習ってないっ……」

「だったら今知ってよ！　男は寝起きに自然とこうなっちゃうものなの！　欲情とかそういうのとはいっさい関係なく！」

「そ……そうなの……？」

「って、だからって改めて見つめないで！」

　さらにこう、なんだ！　大きくなってしまって痛いから！

「とにかく分かってくれた!?　これは単なる生理現象で、トイレ行けば直るから！　というわけでごめん、おれお先にっ……！」

「あっ……は、はい、ごめんなさいっ……」




　やれやれ……と十数分後。

「ただいま……」

　先にトイレを使わせてもらってしまった申し訳なさもあり、おれは用を足し終えたら即座に財布片手に部屋を出ていた。

　まあ、入れ違いで入った芽め亜あさんが、用を足してる音を聞いてるのも悪い気がしたし……それ以上になんだか、いたたまれなかったし……自分が……。

「お、お帰りなさい。でも、いったいどこへ……」

「ああ、うん。朝メシ買ってきた」

　と、おれはコンビニ袋を掲げてみせる。

　歩いて数分のところにコンビニがあることを、昨日来る途中で確認していたのだ。あらゆる意味で父さんによる部屋の用意は行き届いている。はっきり言って立地条件は実家より遥はるかに上だ。明日から通う中学校にも近くなったし。

「まあ、料理はその、なんだ、お互いまだまだアレだしさ。今日のところはって感じで」

「う……ごめんなさい、いろいろと……」

「まあまあ……それじゃ、とにかく食べよう？　芽亜さんはどれがいい？」

　と、リビングのクッションに腰を下ろしながら、買ってきたものを広げる。

　いちおう、おにぎりやらサンドイッチやら、種類はいろいろと選んできたけど……。

「あ……飲み物も一緒に買ってくればよかったな」

　いまさらそれに気がついた。

　どうやらおれも、なんだかんだでかなり気が動転していたらしい。

　と思っていたら。

「あっ……じゃ、じゃあ、飲み物は私が用意するわっ」

　芽亜さんはグッと拳を握り、そう切り出してきた。

「そりゃありがたいけど……大丈夫？」

「飲み物くらいは入れられるわっ」

　ぷくぅ、と頬ほおを膨らます芽亜さんだった。素直に可愛かわいい。

「幸い、いろいろ用意してもらっているし……」

　と、芽亜さんはキッチンに歩いて行き、腰をかがめるようにして下の収納棚を開ける。中には父さんが、あれこれ飲み物も入れておいてくれてるってことだろう。

「空くう也やさんは、何を飲む？」

「おれは……そうだね」

　ここは調子を取り戻すチャンスだ。そう思ったおれは、前髪を掻かき上あげてクールなポーズを取って見せた。そして言った。

「コーヒーを頼むよ。……ブラックで」

　そう、頼むなら他にないだろう。

「ぶ、ブラックでいいの？」

「当然さ」

　さらに気取って応える。そうそう、こうでなきゃ、といったところだった。

　狼ろう狽ばいしたり大声を出したりするのは、おれの理想じゃない。大人の男は常に余裕がなきゃダメなんだ。そして飲むなら当然、ブラックのコーヒーだ。

「目を覚ますには、ブラックの苦みと香りが欠かせないのさ」

　うん、格かつ好こいい……これでさっき下がった（と思う）芽め亜あさん内のおれの株も復活するはずだ。

「そういうものなのね……私、今までは緑茶党だったけど……」

　期待どおり、芽亜さんは感心したようにそう言う。

「分かったわ。コーヒー、用意するから少し待っていて」

「ああ、ありがとう」

　芽亜さんはやかんに水を入れ、火にかけた。

　そうしてしばらくすると香ばしい、コーヒーのにおいが漂ってきた。

　どうやらインスタントではなく、ドリップ式のコーヒーが用意してあったらしい。このあたりも父さんは行き届いている。つくづくありがたい。

「お待たせ」

　と、芽亜さんがカップを運んできてくれた。そしてテーブルに、二つ置く。

「あれ、芽亜さんもコーヒーにしたんだ？」

「ええ。空也さんの話を聞いていたら、私もブラックで飲んでみたくなって」

「そう……口に合うといいんだけど」

　余裕を見せて、フ……と笑ってみせるおれ。

　そうして芽亜さんも座ると、ひとまず買ってきた食べ物の仕分けだ。

　芽亜さんは「おにぎり一つでいい」と言うので軽く驚かされたりもした。女の子って小食なのな……まあ、それはとにかく。

「それじゃ、いただきます」

「いただきます」

　きちんと言い合う。芽め亜あさんは丁寧に、手を合わせてもいた。

　うーん、これはなんか、負けてられない。おれも次からはきちんと手を合わせよう……。

　などと考えつつ、まずはと芽亜さんが淹いれてくれたコーヒーを口に運んだ。

（うおぅ、苦ぁ………………ッ！）

　内心で思わず呻うめいてしまった。

　うん、やっぱり苦くて渋くて美お味いしくない……！　めっちゃ砂糖と牛乳入れたい……！

　でもそんなのは分かってたことだ。そして、これを普通に飲むのが大人ってもんだからな……！

　このまま飲み続けていれば、いつか美味しく感じるようになるはずだし。そう、背が伸びたり、声変わりしたりするように……！

「うん……この苦みがたまらないね。芽亜さん、美味しく淹れてくれてありがとう」

　そんなわけで、「苦くてまずッ」という感情は懸命に堪こらえて表情に出さず、芽亜さんににっこり笑ってお礼を言った。

　よし、ここまでは完璧だ……！　どうだい芽亜さん、おれの大人っぷりは……！

「どういたしまして……すうぅ」

　芽亜さんはおれのお礼に応えつつ、自分のカップを持ち上げ、中をのぞき込むようにしてコーヒーの香りを嗅いでいた。

「淹れている最中も思っていたけど……においは、香ばしくていいわね」

「あ、芽亜さんそもそもコーヒー自体飲んだことない感じ？」

「うちは万事、和風だったから……それじゃ、私も飲んでみるわね」

　初めてのコーヒーがブラック……大丈夫だろうか。人ごとながら、ちょっと心配になってしまった。ましてやおれがブラックだから自分も、なわけだし。

　などと考えている間に、くぴ、と芽亜さんはカップを傾けて一口飲んだ。

　その途端。

「────ッッ!?」

　がたん！　と勢いよくカップを置き、大慌て、といった感じで口元を押さえた。

「!?!?!?　[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　そして目を白黒させながら、どうしていいか分からない風に方々へ視線を飛ばす。

　どうやら予想外の味に、飲み込んでいいのかすら分からなくなってしまってる模様だ！

「め、芽亜さん、ここは我慢して！　思い切って飲み込んで！」

　と言いつつおれはキッチンにすっ飛び、マグカップに牛乳を入れてとって返す。

「口の中に溜ためてたらますます苦いだけだから！　それで、飲んだらこれで洗い流して！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

　こくこく、と頷うなずく芽亜さんは既に涙目だった。

　そして、鼻で数度、呼吸を整えると……。

「ん…………んく、んふぅ、んんっ……んっ、くっ……んくっ……んんぅ……」

　ぎゅっと目をつぶり、精一杯に喉を反らし、懸命に飲み込む。

　……なんか無性に色っぽく見えるのは気のせい？　いや、そんな目で見ちゃいけない！

　そして芽め亜あさんはようやく口内のコーヒーを全部飲み込むと。

「ふあぁ、苦かったぁ……おいちくなかったぁ……んくっ、んくっ……」

　引き続き涙目のままそうこぼし、おれの持ってきた牛乳を飲み始めた。

　……うーん、やっぱりなんかしら色っぽいというか、えっちい感じがする……と、おれはたまらず芽亜さんから視線を外してしまう。

　おれって、こんなエロいやつだったっけ？　それとも芽亜さんが、おれをこんな風にさせるほどエッチな大人ってこと？

　などと考えつつ、改めて芽亜さんに視線を送ると……。

「っっっ」

　目が合った。

　途端、芽亜さんはカアアアァッと耳まで赤くなった。

　そしてバッと顔を逸そらし、頬ほおに手を当てて身体からだを縮める。そのままイヤイヤをするように身体をくねらせ始め、

「め、めめめ芽亜ったら、またはじゅかしいところをっ……いやぁ、もういやぁ、なんでこうなのぉっ……」

　思いっきり、恥ずかしがっていた。

「ばか、ばかぁ、芽亜のばかぁっ……空くう也やさんの前で、こんなこんなこんなぁっ……ふあぁあんっ……」

　あげく、泣き顔になって、自分の頭をまたポカポカ叩たたき始めた。

「…………」

　──昨日も思ったけども。

　恥ずかしがってる芽亜さん……か　わ　い　す　ぎ　な　い　か……？

　特にデフォルトは落ち着いていて、大人びている表情が、あられもなく崩れてしまっているのがいい。

　整った顔をくしゃくしゃにして、まるで子供が駄だ々だをこねてるみたいで……そのギャップがまた、おれの胸をズギューンと締め付ける……！

　だからたまらず言ってしまった。

「め、芽亜さん、ちょっとこっち向いてくれない？」

　もっとよく見たい。今の、芽亜さんの顔！　恥ずかしがってるところ！

　──というのがおれの男心だとしたら。

「いやぁ、いやよぉ、芽め亜あ今ぜったいはじゅかしい顔してるものぉッ……！」

　ますます顔を振り、両手で覆おおってしまうのが、たぶん女心というやつだった。

　しかしおれからすると、そんなさらなる恥じらいっぷりがまたたまらないわけで……。

「そう言わずにさ、芽亜さんっ」

「いやぁ、だめ、いじわる、空くう也やさんのいじわるぅ、ばかばかばかばかぁ……っ」

　なんて一幕を、繰り広げてしまうのであった。




　そんなこんなありつつも、朝食が終わって。

「い、いつまでもパジャマのままじゃだらしないわよね」

　なんてことを、芽亜さんが切り出してきた。

　ちなみにまだちょっと顔は赤い。さっきのことを引きずってはいないみたいだけど（おれもさんざん謝ったし）、そう簡単には切り替わらない様子だ。

　となると、その意見を却下するのも申し訳ない。おれとしては休みの日なんだからこのままルームウェアでもいいんじゃん？というところはあったけど、二人の生活を始めた以上、その辺はおれだけの問題ではないのだ。たぶん。

「そうだね、じゃあとりあえず着替えようか」

「う……うん……でも……」

「……このまま普通に着替えるわけにはいかないよね」

「あ、当たり前です。そんな……空也さんに見られちゃうなんて……」

　いや、おれとっくに芽亜さんの裸も見ちゃってるんだけどね……。

　と一瞬思ったけど、「これ以上見られちゃうのは困る」という意味なのは分かる。となると気を遣うべきなのはおれの方だろう。男として。

「分かった、それじゃおれはこっち向いて着替えるから」

　と、率先してそう言い、芽亜さんに背を向けるようにした。

「振り返ったりはしないからさ。これなら大丈夫でしょ？」

「そ……そうね、うん、ありがとう……」

　おずおずとした、だけど安心したかのような響きの返事。

　内心、おれはちょっとホッとする。

　いや、本音を言えば興味はある。めちゃくちゃ、芽亜さんの着替え見てみたい。だって女子の着替えなんて小学校の４年まで、体育の前のときに横目でチラチラ見てたくらいだし。そして当然その中に、芽亜さんほどに発育のいい美少女はいなかったし。

　──今までは、こんなこと思いもしなかったのにな。

　芽亜さんという女の子を知って、自分の中に何かが目覚め始めてるのかも知れない。そう、言うなれば大人の男の、ドロドロした部分が……。

　それだけに、率先して背を向け、芽め亜あさんを安心させてあげられたのは我ながらホッとした。

　うん、何かが芽生えかけているかも知れないけども、まだそれに踊らされるほどじゃない。

　それにおれはクールな大人の男を目指しているのだ。「着替えてるところが見たいです！」なんて表明するのは、それとはまったく逆だからな。これでいいのだ、これで……。

　フ……と自分のクールな振る舞いに酔いしれながら、とりあえずルームウェアから昨日脱いだ服に着替え始める。おれは芽亜さんと違って手ぶらでここに来てるから、今日はあとで荷物を取りに行かなきゃだな……。

　なんてことを考えつつ、シャツに袖を通していると。

「ん……しょ……」

　しゅる、ふぁさ、と衣きぬ擦ずれの音と、芽亜さんの漏らす吐息が背後から聞こえてくる。

　向こうも着替え始めたんだろう。音からして、今はたぶんパジャマを脱いだところ……。

「…………」

　ふ……振り向きたい！　振り向いてしまいたい！

　と、内心で思わず声を上げてしまうほど、無性にドキドキさせられてしまってた。

　いや、だって！　吐息と音だけ聞こえるのが、こんなにくすぐったくて気恥ずかしいものだったなんて！

　正直、初めての体験だった。小学校でまだ男女一緒に着替えてたころは、みんなでワイワイって感じだったからあまり気にならなかったけど……。

　二人きりで、背後で着替えの気配を感じると、こんなに落ち着かなくなるものとは……！

　だけど、ここは堪こらえる。鋼の理性で、振り向きたい気持ちを押し殺す。

　ここで振り向いてしまったら……いろんな意味で台無しだ。

　無心……無心……と自分に言い聞かせながら、歯を食いしばって着替えを終えた。

「ん、んっ……よっと……ふぅ……」

　背後で芽亜さんはまだ着替え途中。

『おれは終わったけど、そっちは？』なんて振り返ったら、きっとあられもない姿の芽亜さんが見られることだろう。

　が、それはそれ！　こっちが終わったからといって、そんなことはしちゃダメだ！

　なので芽亜さんから声がかかるまで、背中を向けた姿勢を必死で維持する。がんばれ、おれ！　おれは今、大人かつクールな男であることを試されている（自分に）！

「ん、っと……私も終わったわ、空くう也やさん」

　勝った……！　自分に……！

「そ、そっか」

　とようやく振り返る。

　芽め亜あさんはまた昨日とは違う、可か憐れんなワンピースに上品なカーディガン、という姿になっていた。

　そんな彼女は、おれが振り返るとすぐに、つぶやくように言った。

「……空くう也やさんは大人なのね」

「へ……？」

「あっ……その、私、小学校のころはお友達に守ってもらっていたんだけど……それでも、クラスの男子は、私が着替えてるとチラチラ見ようとしてきてて……」

「……そ、そうなんだ」

「だけど……空也さんはぜんぜん違うわ。最初から最後まで、背を向けたままで……だから、私が今まで知ってた男子とは、比べものにならないくらい大人なのね、って……」

「ま……まあね……！」

　と、応える以外になかった。

　……こっちの内心の葛藤を知ったら、どう思うんだろうな、芽亜さん。

　だけど伝わらなければこっちのものなのだ。

「おれは昨日と同じ服で、ちょっと恥ずかしいけどさ」

　なんて、気取ったポーズで髪を掻かき上あげて誤ご魔ま化かす。
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　なんかもう徹底的に、芽め亜あさんの前では大人を気取る以外になくなってるぞ、おれ。

　いや、望むところではある。あるけども……ひとときも気を抜けないな、この調子では……！




　ともあれ無事に着替えも終わって、さて、というところで。

「あー……おれ、そんなわけで家から荷物を取ってくるよ」

　と、おれはそれとなく切り出した。

「さっき言ったとおり、服、他にも必要だしさ。それに明日は入学式なんだから、制服も取ってこなきゃいけないし」

　……それに、さすがにちょっといったん芽亜さんから離れて、少し気を抜きたいのもあったしな。

　情けないけど、こればっかりは仕方ない。おれはあくまでも「大人気取りの子供」であって、実際に（芽亜さんが思ってるような）大人の男というわけではないんだ。言いたくないけどまだ背も低いし声変わりも来てないし……。

「ってわけで、芽亜さんは悪いけど留守番しててくれる？」

　おれがそう言うと、芽亜さんは顎に握りこぶしを当て、思慮深い表情をした。

「ん？　どうかした？」

「……私、お供するわ」

「えっ？」

「何か運ぶにしても、一人より二人の方が楽だと思うし」

「そ、そりゃ確かにそうかも知れないけどっ……」

「それに私、こう見えて結構力持ちなのよ。役に立ってみせるわっ」

　胸の高さで握りこぶしを振って、意気込んでいた。

　どうやら芽亜さんは芽亜さんで、失態続きなのを取り返さなきゃ的な心境らしい……！

　そうなるとちょっとやそっとじゃ引っ込みがつかないのは、おれもよく分かる。

「わ……分かった……それじゃよろしくお願いします……」

　そう応えるしかなかった。

「任せてっ。なんでも言ってねっ」

　ますます意気込む芽亜さんだった。




　昨日、父さんと二人で歩いてきた道を、今度は芽亜さんと一緒に引き返す。

「小学校の学区、違っていて当然ね」

　うちまで歩いて十五分くらいと伝えると、芽亜さんはそんなことを言った。

「そのあたりということなら、空くう也やさんは東小だったのよね？」

「そうだね。ってことは、芽め亜あさんは西小か」

「ええ、私の実家、西９丁目の方だから」

　我らが街・千ち代よ台だいは、南北を貫く線路によって、街が大きく東西に分かれている。

　なので小学校も、東側の子は千代台東小、西側の子は千代台西小に通う感じだ。中学校はその二校出身者が統合される形になる。ちなみに昨日から暮らし始めたアパートは東の真下に当たる南地区（ここも東小学区内だ）で、踏切を渡ればすぐに西の外れにある千代台中学校へアクセスできる。そして芽亜さんの実家は西９丁目ってことだから、その途中を曲がって、って感じだな。いずれにせよおれの実家とは正反対方向だ。

　なんてことを考えていたら。

「……空くう也やさんと、小学校から一緒だったらよかったのに」

　ふとそんなことを言われて、ちょっとドキッときてしまった。

「た、確かに前々から知り合いだったら、いろいろ楽だったかも知れないけど……」

　逆に、それってますます恥ずかしくないか？　ただのクラスメイトだと思っていた相手が実は婚約者で、急に新婚夫婦として暮らすことになるとか。

　とおれは思ったわけだけど、どうやら芽亜さんはそうでもないらしい。

「ね？　そうしたら、もっといろいろ、上う手まくできてたかも知れないし……」

　そう言いながら、おれの隣に並んでくる。綺き麗れいな長い髪がさらりと、おれの肩をかすめるように舞った。

「空也さんもそう思うでしょう？」

「……仮に昔からの知り合いだったとしても、芽亜さんが男子慣れしてないのには変わりないんじゃない？」

　同じくらいの背丈、歩幅だということを意識したら、そんな斜に構えた返事になってしまった。

　隣に並ばれると、いやでも芽亜さんの発育のよさ──ひいては自分の未発育っぷりを改めて思い知らされてしまう。そのせいでの、背伸びのようなものだった。

「ほら、今まで男子とほとんど話したことないって言ってたし」

「そ、それは確かにそうだけど……うぅ、そうよね、それじゃどのみち私は……」

　芽亜さんはしゅんとしてしまう。

　しまった、とおれはそれで我に返る。こっちの見み栄えで彼女をヘコませてしまうとは、大人の男の風上にも置けないじゃないか！

　ここはフォローだ、ええと、ええとっ……。

「で……でも！」

　おれが何か考えつくより先に、芽亜さんがガバッと顔を上げた。

「それでも空也さんとならきっと、他の男子とは違って上手くやれていたと思うわ！」

　断言されてしまっった。

　この短期間（実質、まだ一日だ）で、ずいぶん信頼されたものである。

（芽め亜あさんの、育ちのよさなのかな……）

　ある意味、今まで男子とろくに接触がなかったのは、ラッキーだったんだろう。

　そんなことを考えてしまった。なんというか、危なっかし過ぎる。

（おれが相手だからよかったものの……）

　……って、おれ？　何考えてんの？

　自分で猛烈に恥ずかしくなってきてしまった。なんだその思い上がり！　おれだって、まだまだぜんぜんガキのくせに！

「……？　空くう也やさん、どうかしたの？」

「いやっなんでもないっ……秘密、秘密！」

「あら、空也さんまでそれを言うのね。そう言われたら私も引き下がるしかないじゃない」

「ははは……そ、それは助かる……」

　懸命に芽亜さんから赤い顔を逸そらしながら、乾いた笑いを発するしかないおれ。

　……芽亜さんが恥ずかしがってるときも、こんな気分なんだろうか？




　さて、そうして我が野の々の宮みや家についたわけだけど。

　チャイムを押しても反応がなかったので、合鍵を使って中に入った。

「父さんは仕事で、母さんも……靴がないから買い物にでも行ってるんだと思う。まあ、とりあえず入って」

「うん、お邪魔します」

　一日ぶりの実家だけど、まさか女の子（しかも猛烈な美少女）連れで帰ってくることになるとはな……。

　というか芽亜さん、脱いだ靴をちゃんと揃そろえて、向きを変えて置き直してるし。

　こういうところにちょこちょこと、育ちのよさが出るよなぁ。おれの友達なんか、一人もこんなことしないよ。

「？」

「ああ、いや……それじゃまあ、とりあえず飲み物を用意してからおれの部屋に行こう」

「……本当だったら、お義か母あさまにもご挨拶したかったところだけれど」

「そ、そういうのはまた今度ってことでっ」

　そこはおれ、ホッとしてたところだったんだから！　もし母さんがいたとしたら、どれだけからかわれたことか……！

　とにかく台所で二人分のお茶（緑茶党の芽亜さんにいちおう気を遣った）を用意し、階段を上がって二階のおれの部屋へ。

「散らかってて申し訳ないけど……」

　などと言いつつドアを開ける。ちなみに非常に幸運なことに、部屋は一昨日おととい「おれも中学生になるんだし！」と一念発起して大掃除したところだった。一昨日のおれ、ありがとう。おかげで芽め亜あさんを連れ込んでもさほど恥ずかしくない──

「っ……[image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ」

「って、芽亜さん？」

　芽亜さんはどういうわけか、中に入らず廊下に立ち尽くして顔を赤くしていた。

「これが……男の子の部屋……」

「へ？　あ、ああ、何の変哲もない部屋で申し訳ないけど……」

　小学生時代に大事にしてた特撮のポスターとかは、涙を呑のんでおさらばしたしな。

　と考えていたおれだったけど、芽亜さんのポイントはそこじゃなかった。

「ドア開けた途端……空くう也やさんのにおいが、ぶわぁっって……」

　……どういう意味？

「え!?　く、クサい!?」

「あっ……そ、そうじゃなくって！」

　芽亜さんはますます真っ赤になって、大きく両手を振る。

「ああ、空也さんが生活してた部屋なんだわって……空也さんの……男の子の、部屋だって……当たり前だけど、私の部屋とぜんぜん違うわって……私、その、男の子の部屋は初めてだから……なんだか恥ずかしくなっちゃって……」

　……ものすごい箱入り娘的な感想だった！

　そ、そんなこと言われると、こっちも猛烈に意識しちゃうじゃないか……。

　新婚生活を送ることになったあの部屋は、なじみのない、まだ生活感に乏しい部屋だから逆によかった。『自分の部屋』に彼女がいる、という感覚は生じなかった。

　しかしこの部屋は違う。おれが生まれてからずっと過ごしてきた、まさに自分の部屋なのだ。

「あ、本棚……ふうん、空也さんは漫画が好きなのね……」

　そこに婚約者であり、名目上の嫁である芽亜さんがいるというのは……。

「あ……あんまりじっくり見ないでくれないかな……」

　柄にもなく、そんなことを言いたくなるほどに気恥ずかしく、くすぐったかった。

「あっ……ご、ごめんなさい」

「いや……仕方ないとは思うんだけどさ」

「え、ええ、どうしても……その……」

「……おれはとりあえず荷物をまとめるよ。芽亜さんは、ベッドにでも座って待っててくれる？」

「ベッドに座ってしまっていいの？」

「おれの部屋で一番座り心地がいいところだと思うしさ」

　どうしてもそういう気は回してしまう。というか、回したくなるのが芽め亜あさんって子だ。

　あと、勉強机の椅子だと、ものを取るときにちょっと邪魔になってしまうしな。いちいちどいてもらうのも申し訳ないし……。

「お気遣いありがとう。それじゃ、失礼します」

　ときちんとお礼を言って、腰を下ろすのが芽亜さんのいいところだ。つくづく礼儀正しくて清せい楚そ、というか。

「どういたしまして。それじゃ、おれはさっそく──ん？」

　と、そこで気がついた。

　勉強机の上に、メモと共に見慣れないものが置かれてる。

「えっ……こ、これ、スマホじゃん！」

　ひょっとして、と添えられていたメモに目を通す。

『連絡手段がないってのは不便だからな！　おまえもいちおう家庭を持って、一人前ってことで所持を認める。なお利用料金は渡してある口座の金から支払うように。ダディ』

「うおぉ……！」

　思わず歓喜の声を上げてしまった。おれの行動を先読みしたナイスサプライズ。父さん！

「ど、どうしたの空くう也やさんっ」

「父さんからスマホ貰もらった！　うおぉ、おれずっと欲しかったんだよ、でも持たせてもらえるのはもうちょっと先だと思ってたからさぁ……！」

「……ふふ、空也さんでもそんな子供みたいに喜ぶときがあるのね」

「あ……ま、まあ、プレゼントは素直に喜ばないとだしね。相手に悪い……」

　などと言いながら、前髪を掻かき上あげて誤ご魔ま化かす。

　けど、これはマジで嬉うれしいぞ。友達でも持ってるやつはひとりぐらいだし、これは今後ＬＩＮＥとかできるようになっていろいろはかどるし、持ってない友達には自慢できる……！

「め、芽亜さんも持ってないでしょ？　だから今後うちの連絡先はこいつの番号で──」

「私は小学校のころから持たされているわ」

「…………」

　浮かれた気分、ちょっと冷めました。

　まあ……うん、お嬢様の芽亜さんならそうかもな。というか、おれもスマホくらいで浮ついてちゃダメだよな……。

「でも……これで、ふふ」

「ん？」

　芽め亜あさんが急に、嬉うれしそうに含み笑いをしたので小首をかしげた。

「これで離ればなれのときも、空くう也やさんとやりとりできるわね」

「っ……」

「あ、でも、ふふふっ、今のところ、離ればなれのときはないから、その機会があるかどうかは分からないけれど」

「そ……そうだね、でもまあ、中学でクラスが別々になったりしたらいくらでも……」

　というか、不意にこっちがドキッとくることを言ってくれるんだからなぁ、つくづく。

　それも、思いっきり素で。そういう子なのだと、おれもいい加減分かってきた。

　だからいちいちドキッときてたら身体からだが持たない。慣れよう、おれも。そろそろ。

「じゃ、じゃあ、さっそく連絡先交換しちゃおうか。父さん、ＬＩＮＥ入れておいてくれたみたいだから、とりあえずささっと登録して……」

「じゃあ、私はコード出しておくわね」

「うん、ありがとう……っと、これでいいのかな？　えーっと、友達の登録は……」

「右上のアイコンを押せば、コード読み込みが出てくるわ」

「ああ、これか……うん、それじゃ芽亜さん、読ませてくれる──」

　と、スマホ片手に彼女へ歩み寄ろうとしたときだった。

　──まだ、どこか浮ついていたのかも知れない。あるいは初めてのＬＩＮＥの友達登録で、ちょっと緊張していたのかも知れない。

　いずれにせよ、おれは、

「っとあ……ッ!?」

　床に置きっぱなしだったゲーム機のコントローラを踏んづけてしまい、反射的に足を引いてしまった。

　そのせいでバランスを崩し、前につんのめり──

　どさっ！

「きゃっ…………!?」

　ベッドのヘリに腰掛けていた芽亜さんを、押し倒すみたいに突っ込んでしまった。

「「あ…………」」

　そして──二人して、硬直する。

　おれはちょうど、芽亜さんに覆おおい被かぶさるような格好で。

　芽亜さんはちょうど、ベッドに仰あお向むけに身を投げ出したような格好で。

　互いの顔は、触れ合ってしまいそうなくらいに間近。

　それだけでも息を呑むには充分過ぎるくらいだったのに……。

　ちょうどおれの手は、芽亜さんの手を上から押さえ込む感じになってて。

　芽亜さんの足の間に、おれは膝ひざを突っ込むみたいになってて。

　──ひとことで言ってしまえば、襲いかかったような格好だった。

「……………………」

「……………………」

　お互い、身動きが取れない。

　というより、おれの方は、頭まで固まってしまっていた。

　──この距離で見ると、芽め亜あさんってホント可愛かわいい。まつげ長い、鼻筋通ってる。唇なんて可か憐れんそのもののピンクだ。

　──それに、胸が苦しくなるくらいに、いいにおい。昨日、同じシャンプー類を使っているはずなのに、おれとはまるで違う……これが、『女の子のにおい』ってやつなんだろうか……。

　──それに、おれの胸板に当たり、押し潰れてる、彼女の胸の膨らみの感触。下着の硬さと、その下に感じる柔らかさは、まさに『おっぱい』で……。

「め、芽亜さん……」

　おれは魅入られたみたいになって、彼女の名前をぎこちなく呼んでしまった。

　どうしてそうしたかは分からない。ひょっとしたら、それは本能というやつなのかも知れず……。

　そして。すると、彼女は──

「────ッ」

　ぎゅっと目をつぶり、顔を背けた。

　耳まで真っ赤になった顔を。

　……それだけだった。

　いくらでも、おれをはね除のけられるのに。

　何をするの！　と怒鳴りつけたっていいところなのに。

　朝に、おれの朝あさ勃だちを見た時みたいに、おびえたっていいところのはずなのに。

　芽亜さんは抵抗らしい抵抗をいっさい見せず、ただ赤い顔を背け、目をつぶって、じっと息を殺しているだけだった。

　──そう。まるで、懸命に何かを受け入れようとしてるみたいに。

　何か？　何かってなんだ？

　そんなの、このシチュエーションなら決まってる。

　いくらガキのおれでも、もう明日から中学生になる歳としだ。それくらいは分かる。

　──このままおれに襲われることを、だ。

「っっっ……!?」

　かああっ、と頭が熱くなった。

　ただしそれは、興奮の熱さではなかった。

「芽め亜あさん、こっち向いてよ！」

　──憤慨の熱さだった。

「そんなことはしないから！」

「で、でも……っ」

　おれの主語の足らない言葉は、それでもきちんと、彼女に届いたらしい。

　彼女はますますギュッと目をつぶり、蚊の鳴くような声で。

「新婚、なら……私たち、新婚夫婦なんだから……」

「っ……」

「朝は、こ、怖がってしまったけれど……もう……違うから……芽亜……か、か、覚悟は……しています、から……」

　そう言って、震えながら少し、足を開くようにした。

　──おれはますます、頭が熱くなる。

「し、しなくていいから！　というか、しないからホントに！」

「ど……どうして……？」

「どうしてもこうしてもないって！」

「す……据え膳食わぬは、男の恥って言葉……あります……芽亜もそれくらい、知っています……」

「だとしてもっ……ああもうっ！」

　ぐいっ！　とおれは彼女を強引にこちらに向かせた。

　彼女は驚いた風に目を大きく見開く。

　その瞳の中に、彼女と同じく真っ赤になった、必死な様子のおれの顔が映ってた。

「く、空くう也やさん……？」

「こういうことはお互いよく知ってからじゃないとダメだよ！」

「…………」

　叫ぶように言った。

　彼女と知り合って、まだ一日。

　お互いのことを、まだまだ知り始めたばかりのおれたち。

　そんな関係で、エロいことをしてしまうのは何かが違う……いや、受け入れられないと思ったし……なにより。

「そもそも、おれたちまだ小学校卒業したばっかりだから！　そういうのはまだ早いって！」

「……………………くうや、さん」

「だから芽亜さん、そんな覚悟決めなくていいんだって……ごめん、おれが押し倒しちゃったばっかりに……」

　そこでようやく、身体からだが引けた。

　上体を起こし、ゆっくり彼女から距離を取る。

　彼女はしばらく、呆あつ気けにとられたかのようにそのままで……。

「…………っ」

　やがて、急激な恥ずかしさに襲われたか、ガバッと身体を起こして顔を覆おおった。

「め、芽め亜あっ……またやらかしちゃったっ……恥ずかしい、はじゅかしいっ……！」

　そして身体をくねらせ、恥じらい出す。

　可愛かわいらしく。今まで、何度も見たように。

「ひとりで早合点して、勝手に覚悟を決めてっ……芽亜ったら、いやらしいっ、はじゅかしい、もういやぁ、空くう也やしゃんに合わしゅ顔がにゃい……っっ」

　おれは──そこで初めて胸が高鳴るのと一緒に、深く安心していた。

　うん、おれたちはまだ、この段階だ。エッチなんてそんな、やっぱり早過ぎる。

　だから口をついて出た台詞せりふは、まさにおれの年齢が発した言葉そのものだった。

「……芽亜さん、だからこっち向いてって」

「でもぉっ……」

「……芽亜さんも恥ずかしがってくれて、おれ、ホッとしてるからさ」

「……………………く、くうや、さん……」

　ようやく芽亜さんはそこで、恐る恐る、といった風に顔を覆っていた手をどけ、上目遣いでおれを見た。

「ああ、やっとこっち向いてくれた……よかった……」

「……空也さん、芽亜、芽亜を……恥ずかしい女だって、思わないの……？」

「恥ずかしいのはお互い様だって。おれも、ホント、まさかこんなことになるなんてって、さっきから恥ずかしくてしょうがない」

「……………………」

　ふうぅ……と、芽亜さんは大きく息をついてくれた。

　そしてまつげを伏せながら、改めて恥じらいを見せて囁ささやいた。

「……空也さん、やっぱり……本当に、大人なのね……」

「………………」

　え？　いや、ちょっと待って？

「な、なんでそうなるの？」

「そんな風に気を遣ってくれて……私だけを、恥じらわせないようにって……それってすごく、大人だわ。私、真ま似ねできない……」

「……………………」

　──おれ的には、今の台詞はまさに自分の子供らしさから出てきたもので。

　そう。いくら背伸びはしても、自分がまだまだ子供なのは自覚してて。

　友達から子供扱いされるのだって、慣れっこで。

　だから大人と言ってもらえるのはつくづく嬉うれしいんだけど……。




　背伸びしてなくても、大人だと言ってもらえるとは！

　おれ、これからどう振る舞っていけばいいの……!?




　必要なものをまとめ、帰り道。

　行きに約束していたとおり、芽め亜あさんにもいくらか荷物を持ってもらったわけだけど……。

「…………うふふ」

　なんだか無性に嬉しそうなのは、荷物を持てたというだけじゃない気がした。

　でも、「なんでそんなに嬉しそうなの？」と聞くのは、なんというか地雷な気がして。

「あ～……そうだ、ついでに銀行寄って金引き落としておこうか。当分の生活費にさ」

「はい……お供するわ」

　と返事する芽亜さん、行きと違っておれから距離を取っている。

　具体的には、後ろに三歩くらい。

「……なんでそんな離れて歩いてるの？」

　それくらいは、なんとか聞けた。

　すると芽亜さんはますます嬉しげに、

「それが、妻というものですから」

　頬ほおを染めながら微笑ほほえんで、丁寧語でそう応えた。

「そ、そうなんだ……」

　としか、おれは言えなかった。

　ムズムズと、無性なまでのくすぐったさ。

　まあ、いろいろと、無事に済んだのはなによりだったけど……。

（そんな風にされると、今まで以上に意識しちゃうって……）

　芽亜さんの可愛かわいさを。

　そんな彼女が、自分の嫁なんだということ……。
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　翌朝。４月最初の金曜日の今日は、いよいよ、おれたちの中学校入学式だった。




「お、終わったわっ」

「よし……それじゃ行くよ……」

「う、うん……お願いしますっ……」

「……せーのっ」

「えいっ！」

　背中を向け合って着替えていたおれたちは、呼吸を揃そろえて互いに向き直った。

「おぉ……」

「わ……」

　そして向かい合うと、互いに声を漏らしてしまった。

　二人とも、初めて目にする相手の制服姿。

[image: ]

　青を基調としたワンピースタイプのセーラー服は、清せい楚そで品のある芽め亜あさんにはとんでもなく似合っていて……。

　一目見たときからドキッとした。いまだに、ドギマギしてしまってる。

「ど……どう、かしら……」

　そんなおれの視線を受けて、芽亜さんはモジモジしながら上目遣い。

　ますますの破壊力に、おれは胸を押さえたくなるのを必死で堪こらえた。

　でも、うん、そうだよな。ちゃんと言葉にしないと。

「す……すごく似合ってるよ」

　照れくささが先走って、前髪を掻かき上あげながらになってしまったけども。

　しかも格好をつけてしまった手前、言葉を重ねざるを得なくなる。

「そう……まるで、芽亜さんのためにデザインされたみたいだよ……」

　ポーズを取る風に見せて視線を外しつつそう言うと、芽亜さんは（いつも以上にはっきりと膨らんでると分かる）胸を撫なで下おろして、

「よかった……でも、す、すごい褒め方、されてしまったわ」

「そ、それくらい似合ってるってことだよ」

「どうして顔を背けているの？」

「ひ……秘密」

「ふふっ、もう、空くう也やさんったら……」

　こう言うと引き下がってくれるのが、なんというか助かる。芽亜さん、自分が秘密姫だからな。

　と思っていたら。

「……空也さんもよくお似合いよ。とっても素敵だわ」

「ッ……」

　す、素敵と来たか！　耳慣れないその褒め言葉に、カアッと顔が熱くなってしまうおれ。そっぽを向いていて助かった。

　でも、素直に嬉うれしい……まだあちこちブカブカで、『制服に着られてる』と言われてもおかしくない自覚があっただけに、芽亜さんに褒めてもらえたのはなんだか、嬉しくも救われたような気分だった。

　なんて考えていると、はにかむように微笑ほほえみながら芽亜さんは言う。

「制服って、不思議ね。着ただけで一気に大人になった感じがするわ」

「ああ、うん……それはあるよね。２、３年の先輩たちも同じ格好なだけに、自分たちもその仲間みたいに思えるというか……」

　おれはこくこく頷うなずく。たとえブカブカであろうと、制服を着た途端に、街を歩いているのを見た先輩方──つまり大人の仲間入りをした気分になったのは確かだった。

　そっか、芽め亜あさんも同じ気持ちなのか……。

「私たちはついこの間まで、ランドセルを背負っていたんだからなおのことよね」

「……芽亜さんのランドセル姿、想像できないけど」

「ふ、普通に小学生でしたっ」

「それくらい大人っぽいってことだよ」

「……私だって、空くう也やさんのランドセル姿、想像できないわ」

「え？　そ、そう？」

　むしろ容易に想像できると思ってたけど。

「だって……空也さんみたいに、か、格かつ好こ良く、髪を掻かき上あげる小学生なんて普通いないと思うもの」

　……おれのこの癖、芽亜さんには格好いいと思ってもらえてたらしい！

　認められていたと分かればますます嬉うれしく、おれは堪たまらず機嫌良く向き直り、改めて髪を掻き上げて見せてしまう。

「そ、そうかな？」

「ふふっ、そう、それそれ」

　ぴょん、と嬉しそうに芽亜さんは跳ね、頷うなずいた。

　──その動きで、胸の膨らみも瑞みず々みずしく縦揺れするのが見て取れた。

「…………」

　おれはまた気恥ずかしくなり、再び視線を外した。

　……うん、やっぱり芽亜さんの方が遥はるかに大人っぽいよ……と思っていたら。

「私も空也さんくらい、大人っぽければよかったんだけれど……ごめんなさい」

「な、なんで謝るの!?」

　しかもそんな風に！　だから大人っぽいのはそっちの方なのに！

「芽亜さんだってそんなに、その、なんだ、背だって高いし大人っぽいじゃないか」

　かろうじて「おっぱいだって大きいし」と言うのは堪こらえた。よくやった、おれ。

　すると芽亜さんは、

「私は身体からだの発育が早かっただけだわ。空也さんみたいに、中身もしっかり大人になっていれば、いろいろ迷惑はかけなかったと思うから」

「べ……別に迷惑をかけられた覚えはないよ」

　と、おれは応えるしかなかったけど……要するに、こういうことらしい。

「ほら、やっぱり……そういうところだわ。私と比べて、ぜんぜん大人よ」

　おれたちはお互いに、相手の方が大人だと思い合い、気き後おくれし合ってる。

　……それって、逆に考えれば、『お互いを尊重し合ってる』というか……りょ、『両思い』みたいなものなんじゃないか？

　そう考えると──

「……は、ははは」

「ふふっ……」

　思わず笑い合ってしまう。

　うん、その、なんだ。つまりこれって……すごく『それっぽい』じゃないか。

　どれっぽいのかと聞かれると、微妙に答えづらいんだけど……ま、まあなんだ、要するに、「新婚夫婦ってこういう褒め合いしない？」みたいな……。

　いや、中学校の制服を見せ合う新婚夫婦、というのがナンセンスだってのは分かってるけども！

「……こういうの、なんだか嬉うれしいわよね」

　まさにそれだった。

「朝食、作るのは今日も失敗してしまったけれど……うぅ……」

　それはそれだった。




　芽め亜あさんと二人で部屋を出て、さていよいよ、と入学式へ向かう。

　おれが部屋の鍵を閉めるのを、芽亜さんは目を細めて見つめていた。こういうのもなんだか、気恥ずかしくもくすぐったい。

「さて……じゃあ、行こうか」

　と、おれは機嫌良く歩き出す。芽亜さんは昨日と同じく、その三歩後ろをついてくる。

　その距離感も、やっぱりくすぐったいな……『それが妻の距離感』と教えてもらえれば……。

　なんてことを考えつつ、角を曲がったところで、

「空くう也やさんのお父さまとお母さまは、今日の式にはいらっしゃるの？」

　芽亜さんがふと、そんな話題を振ってきた。

　おれは肩越しに振り返りながら（この距離感の唯一困るところだ。こうしないと話せない）頷うなずいて見せて、

「母さんが来るって、昨日の夜連絡あったな。といっても行くのはおれたちと別々で、入学式のときに見てるだけって話だったけど」

「私の母もそんな感じよ。なんでも、書類の提出やＰＴＡの役員選出なんかがあるみたい」

「あー、なるほどな、ただ式に同伴するってだけじゃないんだ、保護者」

　小学校の入学式は昔過ぎて、細かいことは覚えてない。そして今となると親がつきっきりというのはこっぱずかしいものなので、この形式は非常にありがたい。

「でも、帰りは合流できるはずだから……そのときは今度こそ、その、お義か母あさまにご挨拶させてください」

「う……うん、ありがとう。おれもそんな感じで……」

　どうやら違う意味でこっぱずかしいことになりそうだ……。

　でも、芽め亜あさんがそういうところ、きっちりしてる子なのは素直に嬉うれしい。おれも見習わないとな……。

「あ……ところで、なんだけどさ。芽亜さん」

　そこで大事なことを思い出した。

「なあに？　空くう也やさん」

「その、なんだ……おれたちの関係、学校ではどう説明する？　というか、公表する？」

　少し真面目に、確認した。

　これははっきり言って重要事項だろう。なにせおれたち、『中学生同士で新婚夫婦』っていう前代未聞（だと思う）の関係だ。

　そんなことが知れ渡ったら学校中が大騒ぎなはずだし、なにより学校側も対処に困る気がする。

　だから芽亜さんの返答次第では、親に「上う手まいこと誤ご魔ま化かしておいて！」と頼む必要があるだろうし……。

「…………そうね」

　芽亜さんは品のいい唇に指を当て、少し考えると、

「で、できれば秘密にしておきたいわ」

　ぽおぉ、と頬ほおを可か憐れんに染めながらそう応えた。

「……いちおう聞いておくけど、どうして？」

「ひ、秘密よ」

　思わずニマついてしまった。

　相変わらず肝心なところでは秘密姫だけど、その「秘密よ」の理由は『照れくさいから』だとなんとなく分かる。

「分かった、それじゃそうしよう」

「え、ええ、お願いします……」

　おれもだいぶ、芽亜さんのことが理解できてきたな。うんうん、この調子この調子……。

　なんて考えながら、踏切に差し掛かったところで。

「やあ、制服を着ていても分かるね！　その後ろ姿、ボクの親愛なる空也じゃないか！」

　やたらめったら爽やかで、ハキハキした声を横合いからかけられた。

「ああ、風ふう雅がか……」

　聞き慣れた友人の声だった。おれはそちらの方を向く。

　ところが、振り向いてすぐ、おれは微妙な顔になってしまった。

「うん？　なんだいその顔」

「いや……風ふう雅ががその制服着てるの、違和感あり過ぎて」

「あっはは、確かにね。ボクも自分でちょっと落ち着かないよ」

　とやっぱり爽やかに笑うこいつ──黛まゆずみ風雅は、いわゆるおれの幼なじみだ。

　特筆すべきは、その佇たたずまい。

　身長はおれよりぜんぜん高く（１６０半ばはあるだろう）、色素の薄い髪は一見無造作風だけど綺き麗れいに整えられていて、なにより手足が長く全体的にスラッとしていて格かつ好こいい。顔立ちも中性的なイケメンと言えるだろう。はっきり言って、容姿が名前負けしてない。

「けど、キミはよく似合っているよ。ボクからだと可愛かわいらしく見えてしまうけどね。おっと、怒っちゃダメだよ、これは親愛の表現なんだから」

　そしてこの気取った風な、微妙に芝居がかったような言葉遣い。

　そう。風雅は言ってしまえば、天然で『王子様』みたいなやつなのだ。……ただし性別が女子なことを除けば。

「別に怒りゃしないさ。それより、落ち着かないんだったら今からでも男子の制服に着替えたらどうだ？」

「それができたらボクも楽だったんだけどね。どうもスカートは慣れないよ、小学校のときはずっとパンツルックだったし」

　なんだよなぁ。こんな容姿と言動とそんな格好だったおかげで、今まで風雅を女子を認識することはほとんどなかった。

　同じく発育がいいと言っても、芽め亜あさんと違って胸はないし……なので、もう一人の友達を含めて、ぶっちゃけ男子同士の付き合い方をしてきたやつなのだ。

「おう、空くう也やに風雅じゃねーか！　奇遇だな！」

　とそこでちょうどよく、そのもう一人の友達も風雅と同じ方向から姿を現した。

　まあ、東地区から西地区にある中学校に行こうとすると、ここの踏切を使うことが多いだろうから、別に奇遇でもなんでもないんだけども。

　そしてそいつに向けて、風雅はやっぱり爽やかに手を挙げる。

「やあ、澄すみ太た郎ろう！　キミは制服を着るといかにも男っぽいね！」

「そうだろうそうだろう。どう？　モテそう？　これは女子にモテかねないだろ!?」

「ボクはノーコメントとさせてもらおうかな。空也的にはどうだい？」

「常にモテたいモテたいと思ってるっぽい雰囲気は、女子としてはアレなんじゃないかな」

　前髪を掻かき上あげながら答える。するともう一人の友人──栃とち尾お田だ澄太郎はがっしりとした腕を組んで、

「常に気取ってるお前らに言われたくねーな！　いいんだよ、中学なら男っぽい方がモテるの！　絶対！」

「ボクは普通さ」

「おれもそうだよ」

　言うまでもないけどウソだ。風ふう雅がは天然でこの立ち居振る舞いだけど、おれのは意識してやってるものだし。

　というか、そうでもしてないとこの二人には負けた気分になるんだよな……風雅の方はおれよりも『おれの理想』に近い言動をナチュラルにしてくるし、澄すみ太た郎ろうの方はこの歳としで既に身長１７０センチ超え、しかも昔から柔道をやってるから体つきもがっちりしてる、っていう男らしいやつなのだ。

　チビでヒョロく、いつも二人を見上げているおれからすると、せめて背伸びして振る舞ってないと格好がつかない……。

「ところでなんだけど、空くう也や」

　と、そこで風雅が肩をすくめる。堂に入った仕草で、やっぱり素直に格かつ好こいいし似合ってる。くそう。

「な、なんだよ」

「キミの後ろの女の子、紹介してもらえないかい？」

「あ……ご、ごめん芽め亜あさん、三人だけで盛り上がっちゃって！」

　おれは慌てて、後ろに控えるようにしてくれていた芽亜さんに向き直る。

「ううん、大丈夫よ。……空也さんのお友達なのよね」

　芽亜さんはかぶりを振り、慎つつましく風雅と澄太郎を見比べた。

　そんな彼女におれは頷うなずいて、

「そうそう、昔からのね。こっちの王子様みたいな方が黛まゆずみ風雅、こっちのデカくてガッチリしてる方が栃とち尾お田だ澄太郎」

　と、それぞれに紹介する。こういうシチュエーション、初めてなのでちょっとくすぐったい。

「はじめまして、風雅さん、澄太郎さん。千歳ちとせ芽亜と言います」

　芽亜さんは上品に微笑ほほえんで、それぞれに会釈をする。さすがお嬢様。

「は、はひっ！　ははハジメマシテ栃尾田澄太郎ッス！」

　と、澄太郎は芽亜さんの品のよさと可愛かわいらしさに、ガキンと緊張した様子で挨拶を返したけども……。

「ふーむ」

　と、風雅は顎に手を当て、興味深そうに芽亜さんを眺め回した。

「な、なんだよ風雅、行儀悪いな。挨拶されたらし返せって」

「いや、これは当然の疑問だと思うんだけどね？　まず……芽亜ちゃん、でいいよね。キミ、ボクらと違って西小の出身だよね。見覚えないし」

「ええ、そうよ」

　何を当たり前のことを、と言わんばかりに芽め亜あさんは頷うなずく。

　すると風ふう雅がも、片手で宙を掻かき回すような仕草をしながら頷いて、

「そんな子が、なんでこの東地区から西地区に渡る踏切で、空くう也やと一緒にいるのか……というのがまず一つ」

「そ、それは……っ」

　ギクッとさせられてしまった。

「あとは、まあ単純な話だよ。……空也と一緒に入学式に向かってるなんて、いったいどういう関係なんだい？」

「あ、確かに！　おい、その辺どうなってんだよ空也！」

　ぴ、と指を一本立てた風雅と、それに同調する澄すみ太た郎ろう。

　そうだよな、考えてみればそのへんは当然の疑問だった……ッ！

　でも、それについて正直に答えるわけにはいかない。なんせさっき芽亜さんと『秘密』ということで話がついてるんだから！

　──まあ正直なところ、おれとしては二人に「この子はおれの嫁なんだぜ」と自慢したい気持ちもないではなかったけど……。

　それはそれ。約束は約束だ。そんなわけで。

「あー……そのあたりについては、ノーコメントとさせてもらいたいな」

　髪を掻き上げ、その勢いのまま思いっきり気取ったポーズでそう応えた。

「そんな答えでこっちが納得すると思っているのかい？」

　やれやれ、と風雅は肩をすくめる。やっぱりおれより遥はるかにこういった仕草がハマるやつだ……。

「そうだよ！　こ、こんな可愛かわいい子とおまえっ……一緒にいたってだけでも羨ましいのにっ……！」

　そして澄太郎は拳を握って抗議っぽい台詞せりふ。気持ちは分かる。おれも逆の立場だったら問い詰めてたと思う！

「ああもう、空也じゃ埒らち明かねえ！　めめめ芽亜さん、その辺いったいどうなってるんでしょうか！」

　澄太郎は標的を芽亜さんに転じる。まあ、チャンスがあれば可愛い女子と話したいやつだからなぁ……ただしそういうときは固くなってしまうのがアレだけども。意欲に身体からだがついてきていないというか。

　そしてそんな質問をぶつけられた芽亜さんは、

「秘密よ」

　きっぱりそう言い放って、肩に掛かっていた綺き麗れいな長い髪を払った。

　それは、おれに接しているときの態度とは少し違う気がした。構えてるというか、クールな美少女然とした態度というか……。

　おれ、ちょっとした優越感を抱いたりして。

「ボクから聞いてもダメかい？」

「ええ、ごめんなさい。秘密にさせてもらえる？」

　さすがに風ふう雅が相手では多少和らいだけど、それでも調子は相変わらずのクールさだ。

　芽め亜あさん、こういう一面もあったのな……ひょっとしたら小学校では、基本的にこの調子だったのかも知れない。そりゃ男子は寄りつかないだろうし、縁もほとんどなくって当然だな。

「なるほどね。そういうことならしょうがないな」

　と、芽亜さんの答えを聞いて、風雅はにっこり笑って引き下がった。

　こういうところが風雅なんだよなぁ。こだわらないというか、つくづく爽やかというか……そのせいで小学校のころは女子に大人気だったのなんの。

「むうぅ……ま、まあ、秘密が多い女子もミステリアスでいいもんだしな。ってわけで改めてよろしくオナシャス！　で、できればねんごろな仲になりたいッス、オレ！」

　そして一方、女子に対しては常にこの調子なので、小学校のころはさっぱりモテなかった澄すみ太た郎ろうだ。中学でもたぶんあまり変わらない気がする、と考えたら悪いか……。

「というわけで、ボクは黛まゆずみ風雅だよ。遅ればせながらよろしくね芽亜ちゃん」

「え、ええ、二人ともよろしくお願いします」

　二人に応えて頭を下げる芽亜さん。正反対な二人だとか考えてるのかも知れない。

「うん、それじゃ挨拶も済んだし、とりあえず行くとしようか」

「おうよ！　まだ見ぬ他の美少女たちもオレを待ってるだろうしな！」

「あっははは、それはどうかは知らないけどね」

「知っとけよ！」

　などと言い合いながら、風雅と澄太郎は先に立って歩き出す。

　とにかくこの場は取り繕えたみたいだ。

　けど、おれと芽亜さんが新婚生活を続けるなら、この先もこういうことが頻発するはずだ。

　それを考えるとちょっと気が遠くなるけども、これは帰ったら改めて芽亜さんと対策を講じておく必要があるかも知れないな……。

「芽亜さん、芽亜さん」

　というわけで、おれたちも二人を追って歩き出したところで、芽亜さんに寄っていって耳打ちする。

「なあに？」

　芽亜さんは平然としてる。

　大したもんだ……と思ってしまうと、おれも今こんなことを気にするのは情けないような気がしてきた。

（そうだよな、わざわざ今確認することはないよな……帰ってからゆっくり、話し合えばいいんだし）

「どうかしたの？　空くう也やさん」

「いや……なんでもない。とにかく、風ふう雅がと澄すみ太た郎ろうとも仲良くしてくれると助かる」

「当然よ。空也さんのお友達なのだから」

『秘密』を抱えた上で堂々とそう言えるんだから、やっぱどっかしら大物だよな、芽め亜あさんは……。




　ともあれ、四人で中学校に着いた。

　まず真っ先に確認すべきは、校門入ってすぐのところに大きく張り出されているクラス分け表だ。既にたくさんの新入生たちが集まっていて、黒山の人だかりだ。

　おれたちもそれに加わり、自分の名前を探す。

　けど……くっ、こういうときチビは不利だ……前の人が邪魔で、よく見えない……！

「澄太郎、澄太郎、どうだ？」

　と、ここは情けないけど、この年齢にしては飛び抜けて背が高い澄太郎に頼るとする。

「オレ、こういうの探すの苦手なんだよなぁ……えーっと、えーっと……」

　……我が友、頼りにならず！

　となったら澄太郎ほどじゃないにせよ背の高い風雅だ。しかもこいつの場合、なんに関してもそつがないから名前を見つけるのも早いだろう。

「風雅、あったか？」

「んー……とりあえずボクは１のＢだね。あとは……ああ、空也も澄太郎も一緒だね」

「えっ、マジで!?」

　なんというか、それは嬉うれしい！　新しい環境で、気心知れた連中が一緒ってのはとても心強いものがある。

　そして、そうなると……。

「じゃあ、芽亜さんは？　芽亜さんはどうなんだ？」

「ああ、キミとしてはそこは気になるだろうね」

「か、からかうなよ。というか深い意味はないよ」

「あっははは、そういうことにしておくよ。それでだね──」

「私も１のＢだわ！」

　と、芽亜さんがそこで声を上げた。

「空也さんたちと一緒！」

「お、おおっ……！」

　これは二重に嬉うれしい！　まさか、朝集まった四人が全員同じクラスだなんて！

　いや、その分いろいろと『秘密』を貫き通すのに苦労しそうな気もしたけど……それ以上に、単純に嬉しい。

「よかったね、芽め亜あさん」

「ええ。空くう也やさんとは小学校が一緒になれなかったけど、その分中学校では──」

　……と、芽亜さんが可か憐れんに口元をほころばせたそのときだった。

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ]っめーちゃん！」

　校門前に、澄んだ弾むような声が響き渡った。

　その声の方を見ると──明るい色の髪をツインテールにし、リボンをくくりつけた小さな子がこっちに駆け寄ってくる。

　そんな彼女を見て、芽亜さんが少し目を丸くした。

「小こ鳩ばとさん──きゃあ!?」

　小さな子は駆け寄る勢いのまま、芽亜さんにがばっと抱きついた。

　足が少し、宙に浮くようになっていた。発育のいい芽亜さんよりは10センチは背が低く、いかにも『まだまだ小学生』って感じの可愛かわいらしい子だった。

「ど、どうしたの？」
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　そんな女の子に、芽め亜あさんは目を丸くしたまま声をかける。

　すると、女の子は嬉うれしそうに笑って芽亜さんを見上げ、

「めーちゃん、Ｂ組だったんでしょ？　わたしもＢだったの！　また一緒だよ～」

「あら……そうだったのね、それは嬉しいわ」

「えへへへ～」

　と抱き合ったまま笑い合っているあたり、どうやら小学校時代からの友達みたいだな。

「こ、これまた可愛かわいいな！　芽亜さんとはタイプが違うけど……うおぉ、お近づきになりてえぇ……！」

　そして澄すみ太た郎ろうがソワソワしていた。なんというか、身体からだの発育のよさのせいなんだろうか？　常に女の子のことが気になって仕方がないやつだなホント……。

　まあ、関心はあっても踏み込めないやつなので、実害がないからいいっちゃいいんだけども。

　でも、澄太郎ほどじゃないにせよ、おれも彼女に関心がある。

「芽亜さん、小学校からの友達なんだよね？」

「あ、ええ、こちら連れん城じよう小こ鳩ばとさんというの。小学校ではずっと同じクラスだったわ」

「へーっ、それじゃ大親友だね」

「ええ。小鳩さん、まずこちらは野の々の宮みや空くう也やさん。私との関係は──秘密だけれど……」

「あっ、どうもはじめまし──」

　と、彼女がおれの方に向き直った瞬間だった。




「──────────ッ!!!!!!!!」




「へ？」

　彼女──連城小鳩さんは、まるで雷にでも打たれたかのようになった。

「ど、どうかしたんスか？」

「ふむ、真っ赤になっているけれども……」

　澄太郎と風ふう雅がも、彼女の様子の急激な変化に気づいたらしい。そんな風に口を突っ込んでくる。

　しかし連城さんはそれらにいっさい応えることはなく、大きな目をさらに大きく見開いておれを見つめ続けて……やがて。

「の、野々宮……空也くん……」

　とだけ、蚊の鳴くような小さな声で言った。

「ああ、うん……」

「れ、連城、小鳩ですっ……」

「……よろしく」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ」

　バッ、と顔を背け、そのまま芽め亜あさんの後ろに隠れてしまった。

　……え、どういうこと？　芽亜さんに抱きついてたところからして、明るくて屈託のない性格の子なんだろうと思ったんだけど……。

「…………」

「って、芽亜さん？」

　と、そこで気づいた。

　連れん城じようさんに背後に隠れられた芽亜さん。なんでか知らないけど、綺き麗れいな眉を寄せて機嫌が悪そうな顔になっていた。

「な、何したんだよ、空くう也やッ」

「そ、そんなこと言われてもっ……」

　耳打ちしてきた澄すみ太た郎ろうに、慌てて小声で返す。

　だっておれ、普通に挨拶しただけだし！　特に気取ったポーズなんかも取ってないし！

　なのに連城さんに加え、芽亜さんの様子までおかしくなるって……どういうこと？

「ふ、風ふう雅がは分かるか？」

　腰に手を当て、成り行きを見守っていた風雅にも耳打ちする。

　すると風雅はやれやれとばかりに前髪を払い、肩をすくめて。

「ボクが言うのも野や暮ぼというものだね」

　くっ……格かつ好こいい台詞せりふ回ししやがって……！　おれも言ってみたい……！

「とにかく、そろそろ入学式も始まるし、移動しておいた方がいいんじゃないかな？」

「あ、ああ、そりゃ確かにな……それじゃ芽亜さん、連城さんも……」

「…………ええ」

「は、はひゃいっ……！」

　片やむっつりと、片や跳び上がるような。対照的な二人のリアクションだった。




　入学式自体は、特に変わったこともなく普通に進行して終わった。

　後ろを振り向くと母さんが（風雅や澄太郎の親御さんと一緒に）手を振って笑ってて、それが無性に気恥ずかしくて落ち着かなかったくらいだ。

　それと……どうやら、芽亜さんのお父さんは来ていないようだった。

　代わりに芽亜さんとそっくり、というか芽亜さんが大人になったらこんな人になるんだろうな、というような、ビックリするほどの和服の美人が一人、目を細めながら式を見守っていた。

　たぶんあれが芽亜さんのお母さんなんだろう。あとで、挨拶しないとな……。

　そして式が終わればまた保護者とは別れ、おれたち新入生は教室へと。

　担任の先生が来るまでの間、クラスは大いにざわついていた。

　教室の中には小学校で見覚えのある顔、見たことのない顔。

　共通してるのは、みんなで一斉にこちらに視線を向けてきていることだった。

　……というか、そもそもおれたち一同に、か。そりゃ入学段階から出身校関係なくグループを作ってたら、注目も浴びる。

　その上で、注目の的になっている二人に存在感があり過ぎる。

　一方は、当然芽め亜あさん。ここまで顔立ちの整った正統派美少女はまずいないから、目を引いて当たり前だった。

　そしてもう一方は──おれからすると意外なことに、風ふう雅がだった。

　けど、それも考えれば当たり前かも知れない。クラスの女子では一番背が高く、そして立ち居振る舞いが中性的な王子様然としたもの。

　芽亜さんは主に男子から騒がれていたけど、風雅は女子から異常に騒がれていた。

　……まあ、おれは見慣れてるし、ほとんど女子として意識してないけど、風雅も芽亜さんに引けを取らない美形だからなぁ。そりゃ騒がれもする。主に女子に、ってあたりがいかにも風雅だけど。

　そして女子といえば、もう一人……。

「あ……えへへへ」

　と、連れん城じようさんは相変わらず芽亜さんの後ろに隠れていたけども……。

　というところで。

「はい、それじゃみなさん、席についてくださーい」

　先生が入ってきて、おっと、とおれたちはいったん解散し、出席番号順に分かれて座る。

　おれたちの担任の先生は、髪を丁寧にひっつめた、まだ若い女の先生だった。

　小学校ではずっとおっさんかおばちゃんの先生だったから、それだけでもなんというか、新しい環境なんだって胸が躍る。

「はい、ではみなさん、改めて入学おめでとうございます。私はみなさんの担任になる、仲なか主ぬし伊い都とといいます。伊都先生って呼んでください、よろしくね」

　はーい、とみんなの声が重なる。この辺はまだ、小学校みたいなノリだけど……。

　きっと、そのうち徐々に変わっていくんだろう。中学生らしく。

「じゃあさっそく、みんなには自己紹介をしてもらいましょうか。席順……出席番号順に」

　伊都先生はチョークを取り上げると、黒板に『自己紹介』と大書する。

「うちは出席番号、誕生日順なのよね。千葉には多いらしいけど……うん、だからみんなは一緒に、誕生日も発表してください。クラスメイトの誕生日を把握できるって、なんだか素敵よね、ふふっ」

　むしろ他の県とか市って、誕生日順じゃないの？とクラスがざわつく。ということは、どうやら越境入学者や、ここに転入してきた生徒はいないみたいだ。

「それじゃあ一番最初は──」

「ボクみたいですね」

　と、風ふう雅がが立ち上がった。

　そうだった、風雅は確か四月生まれだったもんな。

「千ち代よ台だい東小出身、黛まゆずみ風雅です。こう見えて女子……とは、制服があるから言わなくて済むね。誕生日は四月十日、もうすぐだよ。みんな、よろしくね」

　と──そんな風雅を筆頭に、自己紹介が始まって。

「連れん城じよう小こ鳩ばとですっ。えっと、千代台西小出身だよ、特技はお料理！　お誕生日はねー、七月の三十日！」

　なるほど、連城さんは夏生まれだったのか。なんか分かるな……。

「野の々の宮みや空くう也や、千代台東小出身。九月十四日生まれ。みんな、よろしく」

　秋生まれのおれは、中盤。そして冬生まれの澄すみ太た郎ろうは──

「押お忍す！　栃とち尾お田だ澄太郎っす！　十二月二十一日生まれで、柔道やってます！　女子のみんな、ファンレター待ってるぜ！」

　……なんてことを初っぱなから噛かまして、クラスの女子の苦笑を買ったりしてた。

　そして、意外なことに一番最後……。

「……千歳ちとせ芽め亜あです」

　芽亜さんが立ち上がり、そう名乗ると、やっぱりクラス中がざわついた。

　風雅のときも男女問わずざわついてたけど、それ以上だ。つまりそれくらい、芽亜さんが際立った美人ってことで……。

「千代台西小出身、誕生日は三月一日です」

　……そんな芽亜さんが、まさか早生まれだったとはなぁ。

「あとは秘密です」

　そして芽亜さんは入学式を迎えても芽亜さんだった。

　思わず自席でずっこけてしまったおれだったけども……。

「……と、言いたいところですけど」

　それだけじゃ終わらなかった。

　芽亜さんは、勝ち誇るように胸を張ると、




「補足します。私、今はあそこの野々宮空也さんと一緒に暮らしています」




「────え？」

　ちょ、ちょっと待って？

　芽め亜あさん、何言ってんの？　その辺は伏せとこうって話だったんじゃ……。

　とおれが泡を食っていると、芽亜さんはさらに真剣な顔になって。




「彼は、私のだんな様ですっ！」




　きっぱりと、胸を張って言い放った。

　──一瞬の沈黙。

　やがて、どおっ！とクラス中が（先生含めて）大騒ぎになり……。

　その中で、おれはひたすら慌てていた。

（芽亜さんっ……それじゃ秘密でもなんでもないじゃん──────っ!?）
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　入学式の翌日は、週末ということで休みだった。

　授業なんかは土日明けの月曜から開始、ということで、ひとまずはそのための準備期間という感じだ。

　しかしおれ的には、正直それどころじゃなかった。

「芽亜さん。改めて聞くけど、昨日のあれはいったい……」

「秘密よ」

「いや、秘密よって……おれにまで秘密なの？」

「ええ、秘密よ」

　……うーん。既に丸一日経たって、今は土曜の昼前なんだけど……。

　芽亜さん、昨日からずっとこの調子でまったく埒らちが明かない。

　何を聞いても『秘密よ』ばっかりだし、ずっと唇を尖とがらせて、プイッとそっぽを向きっぱなしなんだよな……。

　とにかく今日はこれをなんとかしないといけない気がする。おかげで昨日はあのあと、クラスのみんなに長いこと取り囲まれて大変な目に遭ったし、お母さんにご挨拶なんてもってのほか、って感じだったし。

　とはいえ、どうしたもんか……ぶっちゃけ、こういう芽め亜あさんは初めてなだけに、どう対処していいものか分からずにいるおれだった。

　けど、だからって引き下がれない。これは、そう、おれたち二人の問題なんだし！

　というわけで──と、改めて芽亜さんに切り出そうとしたときのことだった。

　ぴんぽーん♪

　と唐突にチャイムが鳴った。おれはつい、きょとんとしてしまう。

「誰か来る予定あったっけ？」

「……知らないわ」

「あっそう……じゃああれかな、父さんが追加で荷物送ってくれたとかかな」

　そういえば、そういうときのために、銀行印以外の印鑑も用意しておかなきゃだな。『野の々の宮みや』と『千歳ちとせ』の二つ分。

　なんて考えながら、ドアを開ける。まあ今日のところはサインでいいだろう──

　がちゃ！
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「…………えっ、連れん城じようさん!?」

　ドアを開けたそこにいたのは、昨日と同じく明るい色の髪をツインテールにしてリボンを巻いた髪型の、小さな女の子。

　意外な人物の来訪に、芽亜さんもさすがに黙ってはいられない。

「ど、どうしたの、小こ鳩ばとさんっ……」

　と芽亜さんが駆け寄ると、連城さんはにっこり笑って頷うなずいて、

「うん、めーちゃんのお母さんから住所聞いてきたの！」

「………………」

「というわけで、おじゃましまーす」

「あ、ちょっ……」

　返事も聞かずに上がり込んでくる。その両手には、食材が入っているらしいスーパー袋を提げていた。

「くーくん、冷蔵庫借りるね？」

　そしておれに向かって可愛かわいらしく小首をかしげる。

「く、くーくん、っておれ？」

「うんっ。空くう也やくんの、くーくん！　……いいよね？」

「そ、そりゃ別に構わないけども……」

「えへへ、ありがとっ。それじゃ冷蔵庫、冷蔵庫～」

　というか……ど、どういうこと？　昨日の彼女とまるっきり別人なんだけど！

　そう、昨日は会うなりずっと、芽め亜あさんの後ろに隠れてた。人見知りする子みたいに。

　なのに今日はなんていうか……おれに対してもフレンドリーだ。その上でこの唐突な来訪。いったい、どんな心境の変化が……。

「ど、どういうことなの、小こ鳩ばとさんっ」

　芽亜さんもそこは気になったらしい。慌てて駆け寄って聞いていた。

　すると連れん城じようさんは、手にしていたスーパー袋から中身を冷蔵庫に移しつつこちらに振り向いて、

「二人暮らししてるらしいけど、大変だよね！」

　にっこり笑ってそう言った。

「それも、お互い許嫁いいなずけだから新婚夫婦として、だなんてっ」

　芽亜さんのお母さん、そこまでこの子に明かしたらしい……！

　まあ、入学式の芽亜さんの『だんな様』発言で、もういっそ、と学校側にも二人暮らししてることを報告したらしいからなぁ……もはや隠す意味もない、ってところか。

「べ、別に大変だなんてことはないわ」

　と芽亜さんは髪を払い、胸を張る。けども、

「そうなの？　でも、めーちゃんお料理したことないじゃない」

「うぎゅっ……！」

　一発で黙らされてしまってた。

　そんな芽亜さんに追い打ちをかけるかのように、連城さんはぴょこんと一つ跳ねて、

「わたしね！　新婚生活ってことなら、ちゃんと実じつが伴わないとダメだと思うんだ！」

「じ、実？　っていうと？」

　芽亜さんが黙ってしまったので、おれが合いの手を入れざるを得ない。

　すると連城さんは少し身体からだを縮めるようにしてから、上目遣いでおれを見て、

「……くーくんは、だんな様」

「え？　は、はい……」

　その上目遣いとだんな様呼びに、思わずドキッときてしまったのは、しょうがないことと思って欲しい。

　いや、だって！　昨日あんなに人見知りムーブっぽいことしてた子が、今日はこんな積極的──っていうのか？──に話しかけてくるなんて。

　しかも、容姿が幼くて可愛かわいらしいだけに、上目遣いの破壊力がなんていうか、すごい。芽亜さんの上目遣いもかなりドキッとくるものだけど、連城さんの場合は子供っぽさがより強調されて、男としてほっとけないような気を起こさせるというか……！

　などとおれがグルグルしてるのを気にもせず、連れん城じようさんは続ける。

「奥さんは、だんな様にごはん作ってあげなきゃ。新婚夫婦だもん。めーちゃんはその辺ダメダメかも知れないけど……わたしなら、作ってあげられるよっ」

「そ……それは……」

　ええと、ど、どう受け取ればいいの？　自分なら芽め亜あさんより上う手まく『奥さん』ができるっていう宣言？

　だとしたらこれは言ってみれば『芽亜さんにケンカを売りに来た』になるわけ？　え、この二人小学校時代からの大親友じゃないの？　というか、そのへん抜きにしても昨日の今日で積極的過ぎない？

　と、おれは女の子の怖さと積極性に、ひたすらタジタジになってしまう。いや、だってこんなの見せられるの初めてだし！　今まで周りに仲いい女子いなかったし！（いや、風ふう雅がはいたけどあれはほとんど男友達枠だったし！）

「そういうわけだから、今日のお昼ごはんはわたしが作って、お手本見せてあげるねっ」

　あくまでもにこやかに、弾むような口調だけど……こ、断りづらいプレッシャーを感じるのはおれが考え過ぎのか？

　でも、うん。ここはひとつ冷静になってみよう。それがクールな大人の男だろうし。

　えー……連城さんはわざわざ、自費で材料を用意して料理を作りに来てくれたわけだ。それも「二人暮らしは大変だから」って。

　そして実際、おれたちが食事に困ってるのも確かだ。芽亜さんの調理の腕はあのとおりだし、おれも今まで母さん頼みだったからろくに作ったことがない。

　そこでお手本を見せてくれるっていうんなら、とてもありがたいことなんじゃ？

　……と考えてみれば、断る理由が完全になくなってしまった。

　いや、別に断りたかったわけじゃないんだけど……いいの？　みたいな感覚があってだな。というのも……。

「…………ッ」

　さっきから芽亜さんがいかにも悔しそうに唇を噛かみながら、おれの服の裾を引きっぱなしだからだ。

「え、えーっと、芽亜さん？」

「……空くう也やさん、どうするの？」

　おれに振ってきたし！

「この話、受けるのか、断るのか……」

「そ、それは……お、お手本見せてくれるっていうならありがたい話じゃないか？　おれたちにとってさ」

　と、「おれたち」を強調しつつ答えるしかなかった。

　頼む、通じてくれ、そこを強調したおれの微妙な心の機微！

「────ッ！」

　うわぁ、なんか通じなかったっぽい！

　芽め亜あさんはおれの答えを聞いた途端、ショックを受けたかのように目を見開き、よろめいた（当然おれの服の裾からは手を放した）。

「ちょ、え？　ど、どうしたのさ芽亜さん」

「ひ……秘密よっ」

　ここでそれかよ！

　うーん、芽亜さんにそれを出されるとそこから話が進まなくなるので微妙に困るんだよな……と思っていたら。

「でも……そういうことなら！」

「へ？」

「わ、私だってお料理、作ってみせるわ！」

「えええええっ!?」

　なんか予想外にもほどがあること言い出したんだけど！

　というか芽亜さん、今朝も大失敗してませんでしたっけ？

「いいわよね、小こ鳩ばとさんっ」

「あははっ……もー、めーちゃん意地っ張りなんだから」

　ビシッと芽亜さんに指を突きつけられても、連れん城じようさんはコロコロ笑って余裕たっぷりだ。

「いいよ、わたしのお手本よく見て、がんばってねっ」

「望むところよっ……！」

　あ、そこは歓迎なんだ……。というか、そういうことなら、だ。

「だったらおれも今後のために、作るの参加させてもらおうかな──」

　と、おれが言い切る前に、

「「見ててね、空くう也やさん／くーくん！」」

　二人揃そろって宣言されてしまった。

　その女子二人の迫力というか、意欲のほどに、おれは「あっはい……」としか応えることができなかった……。




　そうして、調理が始まった。

「今日のお昼は煮込みハンバーグを作るね！　これ、失敗しにくいお料理だからオススメなんだ～」

　持参したエプロンを身につけると、連城さんはニコニコとおれに説明してくれる。

「あ、そうなの？　なんか聞くだけで難しそうなんだけど……」

「ハンバーグを作る工程が、ちょっと多いだけだよ。あとはソースと一緒に煮込むだけだから、生焼けとか焼き過ぎとか心配しなくていいの。ハンバーグが失敗する主な理由が、その二つだからねっ」

「な、なるほど……理に適かなってる……！」

「これを覚えておくと、いろいろ応用も利くしねっ。慣れたらハンバーグを煮込まないで普通に焼けばいいし、煮込みソースの方は最後の味付け変えればカレーにだってシチューにだってなるから」

「おおっ、それは便利だ！　レパートリーが一気に増える！」

　と……見本を見せてくれると同時に、おれたちの食生活の今後に役立つための知識を伝授してくれるという行き届きっぷりだ。

　これは非常にありがたい。まさに天の助け、というやつだった。

「それに……えへへ、くーくんもハンバーグ、好きでしょ？」

「そりゃまあね……ハンバーグが嫌いな男なんていないさ」

　前髪を掻かき上あげながら答える。実際、うちの父さんも好きだから、大人の男でもハンバーグ好きなのは違和感ないはずだ。肉料理だしな。
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「へ？」

「な、なんでもないよっ。それじゃさっそく、タマネギのみじん切りから──」

　スッスッスッ、ストトトトト！と包丁がウソみたいに素早く動き、あっという間にタマネギをみじん切りにしていく。

「おおっ、すげえ！　でもこれ、おれには無理だって！」

「今はみじん切りにできる機械も安く売ってるから、最初のうちは使ってみるのもいいんじゃないかな？　でも、タマネギが上う手まく、いろんな風に切れるようになると、他の野菜も簡単に切れるようになるから、個人的には練習するのがオススメかな～」

「な、なるほど……！　連れん城じようさん、すげえな……！　それで、次は次は？」

　もう、かぶりつきとばかりに、彼女の見事な手際に見入ってしまいっぱなしのおれ。

「えへへへ～、次はねぇ──」

　しかもそんなおれに、連城さんはとにかく嬉うれしそうだし。

　その笑顔は素直に可愛らしく、おれもついついつられてニヤついてしまう──

「ちょっと待ってちょうだい」

　と、そこで横から冷静な声がかかる。もちろん芽め亜あさんだ。

「タマネギを切るくらい、私にだって余裕よ」

　ふぁさ、と肩に掛かった髪を払うと、真剣な顔でそう宣言。

「え、そうなの？　でもめーちゃん、小学校のときのキャンプでカレー作ったときは……」

「あのときは私、切るのは担当していなかったもの。でも──」

　しゅぱぱぱぱぱぱぱぱぱ！

「おおおっ!?」

「ほわ───っ!?」

　二人して声を上げてしまったおれと連れん城じようさんだった。

　いや、だって。芽め亜あさんの切り方は、さっき連城さんがやって見せてくれたものとはまるで違ってて。

　まるで、構えた包丁で空を切るように──例えるならル○ンの五○門よろしく──何度もひらめかせると、一気にズバンとタマネギがみじん切り状態になってしまった。

　はっきり言って常人の技じゃない！　連城さんとは違う意味で、おれには無理だって、これ！

「な、ななな何それぇめーちゃん！　なんでそんな切り方できるの!?」

「フ……秘密よ」

　──なるほど、今まで彼女が包丁使ってるところをちゃんと見てなかったから知らなかったけど……芽亜さんは忍者の姫だけに、刃物の扱いには長たけているみたいだな。

　そりゃ、手裏剣投げたりもしてたもんなぁ……そしてその辺は、親友の連城さんにも秘密である模様だ。

「どう？　どうかしら、空くう也やさん？」

　そのくせおれには、拳を握りながらそう聞いてくる（片手に包丁を構えてるからちょっと怖い）。

「い、いや、素直にすごいよ。……それが芽亜さんの本気ってわけだね」

「ええ、ええ！　ふふっ、ふふふふっ、やったわ、空也さんに褒めてもらえたっ……♪」

　おれが懸命に冷静さを保って褒めると、芽亜さんは顔を真っ赤にして笑み崩れた。

　……くそう、芽亜さんも可愛かわいいなやっぱり！　連城さんはストレートな幼さの可愛らしさだけど、芽亜さんの場合は普段の大人っぽさからのギャップの可愛さというか！

　これで芽亜さんが一歩リードか？　いや、というかそもそも、これって勝負なの？

「ふ、ふーん、でもお料理の本番はこれからだからね！　次はお肉をこねるよーっ」

「ええ、望むところよっ」

　確かにタマネギを刻むだけではハンバーグはできず、煮込みハンバーグには遠い。

　というわけで次は二人とも、肉をこねたりパン粉やら何やらを混入し、ハンバーグの形に成形する作業に移ったわけだけど……。

「はいっ、こんな感じ！　真ん中をへっこませるのがポイントだよ！」

　先に連城さんが作り終え、バットに小判形のハンバーグ種を置いた。

「おおっ、綺き麗れいだ」

　思わず言ってしまう。ザ・ハンバーグ、って感じの綺き麗れいな形だった。

「えへへへ～、綺麗？　わたしって綺麗？　やだも～くーくんったらぁ～♪」

「ちょ、待って！　ハンバーグ！　ハンバーグのことを言ったの！　おれ！」

　そんな身体からだを揺らしながら嬉うれしそうに笑われても！　くそう、可愛かわいいなその仕草！

　と思ってしまうと罪悪感めいたものが芽生え、おれはぐぃんと芽め亜あさんの方に向き直る。

「くっ……うくっ……違う、ううっ、もっとこうっ……ああっ……んぅ……」

　芽亜さんはさっきの華麗過ぎる包丁さばきと違い、思いっきり苦戦していた。

　どうやら連れん城じようさんの手順を見よう見まねで、左右の手のひらで種をポンポン往復させて平べったくしようとしているらしいんだけど……力加減が強過ぎるのか、平たくなるどころか種が弾はじけ飛とんでしまってた。そのたびに飛び散った種を集め直してるので、はっきり言って完成する気配がまったくしない……！

「っ……く、空くう也やさん」

　その上おれの視線に気づいて、ギクッと固まってしまえばなおさらだ。

「ご、ごめんなさい、芽亜ったら恥ずかしいところをっ……！」

「って待って待って待って！　今の状態で手で顔覆おおうのはまずい！」

「じゃあどうしゅればいいのおぉっ」

「とりあえずもう少し優しく種を手のひらにぶつけるべきなんじゃないかと……」

「……空也さん、優しいのね」

「そういう話じゃないから！」

「もう少しがんばるわ！　見ててね、空也さん！」

　ということは、くじける寸前だったらしい……まあ、口調も慌てたときのものになってたしな……。




　そうしてその後も紆う余よ曲きよく折せつあったんだけども、そのあたりは割愛して……。

「はい、かんせ～いっ♪」

「で……できた、わ……」

　対照的な二人の声が上がり、料理は無事（？）完成した。

　さっそく三人で、リビングのテーブルに運ぶ。ちなみに二人はそれぞれに、自分の分とおれの分を作ってくれていた。つまりおれは二人分食わねばならないわけだけど、そのあたりはなんというか、仕方がない。この流れで拒否できるわけないし。

　ありがたいことに、ご飯は連城さんが自分の作業と同時進行で炊いてくれていた。もし仮にこれが勝負なら、この段階で勝敗は決まった感があるものの、でもどうやらそれでは済まないようだった。

「それじゃくーくんっ」

「召し上がれ、空くう也やさんっ」

　……うん。やっはおれが食べ比べないと収まりはつかないよなぁ、二人とも……。

　仕方ない、とおれはまずスプーンを手に取って──

「はい、あーんっ♪」

「………………えっ!?」

　それより先にすくったハンバーグとソースの入ったスプーンを連れん城じようさんに差し出され、間抜けな声を漏らしてしまった。

　いや、意味が分からなかったわけじゃない。食べてね、ってことだ。けど……。

「れ、連城さん、さすがにそれはちょっとまずいんじゃ……」

　だってそれ、どう考えてもラブラブな恋人同士、ないし新婚夫婦がやるやつじゃん！

　と、おれが思わず心中で叫んでしまってたら、

「だって、くーくんとめーちゃん、夫婦っていうのは建前上の話なだけでしょ？」

　連城さんはスプーンを差し出したままおれをじっと見つめ、そんなことを言ってきた。

「しかも本人同士がどうこうじゃなくて、親同士が勝手に許嫁いいなずけって決めてただけでしょ？」

「そ、それは、そうだけど……」

「それに、わたしたちはまだ結婚できる歳としじゃないよね？　だからこれから、どうなるか分からないよね？」

「え？　い、いや、うん……かも知れない、けども……」

「ってわけでえ、はいあ──んっ！」

「…………」

　──要するに。

　おれは彼女に、アプローチをかけられているらしい！　しかも、芽め亜あさんの立場が確固たるものじゃないんなら、自分が代わってもいいでしょ？　って！

　つまりこの子の、昨日の初対面の時の反応は、「おれに一ひと目め惚ぼれした」……ってことで、いいのか……？

　ばくん、ばくん、と心臓が鼓動する。もちろん女子から惚ほれられたことも、そんなアプローチをかけられるのも初めてだ。嬉うれしくない、と言ったらウソになる。ドキドキしないと言ったら、ウソにはなる。

　だけど……これは……いいのか？

　だって。どうあれ、おれには芽亜さんがいて、その手前──と視線を向けると。
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「あ、あの、芽亜さん……？」

　芽亜さんは綺き麗れいな眉を寄せてこちらを睨にらみつけていたかと思うと、ふぁさっと肩に掛かった髪を払い、そしてガッと勢いよくスプーンをつかんで。

「……はいっ、あーん！　空くう也やさん！」

　ちょ、そうくるの!?　芽め亜あさんまでやってくるのかよ！

　こ、これは徹底抗戦の構え……！　そして、そうなると……。

「くーくん、わたしの、はいあーん！」

「空也さんっ……お願いです、私のを……はい、あーんっ……！」

　ど　っ　ち　の　も　食　わ　な　い　と　い　け　な　い　流　れ　！

　片方だけを食うのはあり得ないし、かといってどっちも拒否するってのも申し訳ない。

　となると問題はどっちのから先にいただくかだけど……。

「じゃ、じゃあ……芽亜さんのから……」

　そこは正妻──じゃない、たとえ建前上であろうと今、おれの嫁である芽亜さんを優先するのは当然だ。連れん城じようさんにはちょっと申し訳ないけども……。

「い、いただきます……はぁむっ」

　芽亜さんの差し出していたスプーンに、思い切ってかぶりついた。

「ど……どうかしら、空也さんっ……」

「もぐもぐ……あ、旨うまい、普通に旨いよ芽亜さん！」

「ほ、ほんとう!?」

「うん……ハンバーグちゃんと火が通ってるし、デミグラスソースも普通に食えるし……」

　もちろん、多少ハンバーグがモソモソしていたり、ソースに小麦粉のダマが混じってたりはした。けど普通に食える！　今まで芽亜さんが作ってたものを考えると格段の進歩だ。

「すごいじゃん、やったね芽亜さん！」

「ええっ、ええっ、芽亜やったわっ……！　ふふっ、ふふふふっ……」

　喜びのあまりなのか、また自分のことを『芽亜』って呼んでた。

　秘密が多いわりに、このへんは分かりやすいよなホント……そこが芽亜さんの可愛かわいいところだし、さらに言えば、顔を真っ赤にして身体からだをくねらせてるところも、微笑ほほえましい＆色っぽくて堪たまらない。もっと見たい！　見せて！

　と、それで話が済んだら楽だったんだけど──

「じゃあじゃあ、次はわたしっ！」

　芽亜さんのだけ食べて連城さんのは食べない、というわけにはいかないよなぁ。やっぱ。

「どうかな、どうかな、くーくんにお気に召してもらえるかな……どきどき……」

　しかもそんな風にプレッシャーをかけてくる（おれ主観）。これをないがしろにすることは、男としてはできないというか……というわけで。

「い……いただきます。はぁむっ」

　連城さんが差し出し続けてくれていたスプーンに、再度思い切ってかぶりついた。

「どう？　どう？　くーくんっ」

「もぐもぐ……んんんっ!?」

　──思わずうめき声を漏らしてしまうほどだった。それくらいに、違っていた。

　口に入れた途端に広がった味と香り。ハンバーグをひと噛かみしただけで感じる、心地よい歯ごたえと、溢あふれる肉汁のうまみ……。

「う……旨うまい……！」

　率直に言ってしまえば、申し訳ないけど芽め亜あさんのものとは段違いの旨さだった。

「やったぁ！」

　その旨さに拍車をかけるかのように、連れん城じようさんはおれの感想を聞いて弾はじけるような笑顔。

　率直に可愛かわいらしく、そして「こんな子がおれのためにこんな美お味いしい料理を作ってくれたんだ」という感慨が湧き起こってくる感じで……。

　なんて思っていたら、連城さんは急にしっとりした雰囲気になって、

「……くーくんが気に入ってくれたんなら、これからいくらでも作ってあげる」

「え……？」

「めーちゃんが現状、お嫁さんっていうことなら……わたしは通い妻として……なんて、えへへ……」

「れ、連城さん……」

　──その健けな気げな言葉には、さすがにドキッとさせられてしまう。

　今まではぐいぐい積極的に来てただけに、急にこんなしっとりした雰囲気を醸し出されると……なんというか、落差でどうしても……！

　なんて思っていたら。

「そのへん抜きにしても、ね！」

　連城さんはパッと表情を切り替え、今までどおりの明るい弾ける笑顔を見せて、

「お料理に困ったらまたアドバイスに来るから、気軽に頼ってくれると嬉うれしいなっ」

「あ、ああ、ありがとう……」

「えへへ～」

　──そんなおれたちのやりとりを、

「はぐっ、はぁむっ、美味しい、我ながら美味しいわっ、はむはむっ……！」

　芽亜さんは自分の煮込みハンバーグをめった食いしながら、睨にらみつけるように眺めていた……。




　その日の夜は、おれが食事を作った。

「この連城さんの置いていってくれたお手製レシピ集、すごいね。めっちゃくちゃ丁寧に説明してくれてるから、おれでもサクッとそれらしい食事が作れたよ」

　ペラペラめくりながら、改めて感心してしまう。

　そう。連れん城じようさんはあのあと、このレシピ集を置いて帰ったんだよな。

　至れり尽くせりというか、行き届いてるというか……とにかくそんなわけで、おれでもなんとか食事が作れたわけだけど……。

　おれが初めて食事を作ったのには、当然事情というか、理由がある。

「すごいんだね、連城さんって……いろんな意味で」

「……………………」

「あの子って昔から、あんな感じだったの？　芽め亜あさん」

「…………………………………………」

　と──昼以降、芽亜さんが口を利いてくれなくなってるからだった。

　おれが連城さんの煮込みハンバーグに芽亜さんのものよりもいい反応を示したから、へそを曲げてるんだろうとは察しがつくけども……。

　だからって、微妙にどうしていいのか分からないのには変わりない。

「と、とにかく食べようか、芽亜さんっ。そこそこ旨うまくできてるとは思うんだけどっ」

「……いただきます」

　それでも食べるときはきちんと手を合わせて、いただきますを言ってくれるのが芽亜さんだ……！

　けど、そのあとは、

「もぐもぐ……うん、肉じゃが味染みてるね！」

「…………」

「おひたしも茹ゆで過ぎじゃなくてよかったよ、ホント」

「……………………」

「ご飯を炊くのもやってみれば簡単だね、これからはおれが担当しようかな～」

「………………………………」

　おれが何を言っても、引き続き無言攻勢の芽亜さん。

　これ、おれが謝るべきなの？　連城さんのを美お味いしくいただいて悪かったって。

　いやでも、申し訳ないけど連城さんのものの方が美味しかったのは事実なわけだし……芽亜さんだって、現状の腕の差は分かってるだろうし……。

　うーん、おれはいったいどうすれば……というか。

（芽亜さんが拗すねてるの……ひょっとして、それだけじゃないのか……？）

　ふと、そんな気がした。

　……じゃあどれなのか、というのは分からなかったけど。




　そして、その夜。

（…………んん？）

　眠っていたおれは、それに気づいて不意に意識が浮上した。

「ん、っしょ……よいしょっと……」

　芽め亜あさん、おれを乗り越えていこうとしてる……？

　なんで……って、ああ、そうか、水を飲むにしてもトイレに行くにしても、そうしなきゃベッドから出られないもんな……。

　とおれは半分寝たまま考える。

　そのうち芽亜さんはおれを乗り越え、ベッドから降りた。

　ぺた、ぺた、と足音が遠ざかり、やがてドアの開閉音。

　そしてしばらくすると聞こえてくる、水を流す音。

　芽亜さん、トイレか……というかごめん、どいてあげられなくて……。

　なんて考えていると、再びドアが開いて芽亜さんが出てくる気配。

　そしてキッチンで手を洗うと、ベッドに戻ってくる。

　お、おれ、どうしよう？　このままじゃ芽亜さん、またおれを乗り越えることになるよな？　寝返りを打ったふりで、さりげなく左側を空けてあげるべきなのか……。

　なんて、考えていたら。

「………………くうやしゃん」

　芽亜さんはベッドのすぐそばに立った状態で、ぽつりとつぶやいた。

　かと思うと。

「──んしょっ！」

（!?）

　声を上げそうになって、かろうじて堪こらえた。

　というのも芽亜さんが、いきなりおれを押して転がしたからだ。

　乗り越えるのが面倒だったのか、それとも──と思っていたら。

「……えいっ」

　もぞもぞっ。

（!?!?!?!?!?）

　おれは再び、声を上げそうになった。

　だって、芽亜さん。そのままベッドに潜り込んできただけじゃなくて──

「くうやしゃん……」

　まるでおれが抱き枕か何かみたいに、がばっと抱きついてきたからだった。

　それも、全身でギュッと。手だけでなく、足も巻き付けて、文字通りの密着体勢で……。

　さすがに目も覚める。というか、あったかい、柔らかい！

　それに……い、いやでも分かってしまう！　芽亜さん……おっぱい、おれの身体からだで押し潰れてますけどいいんですかっ……！

　というか、なんでこんな──

「…………すー、すー」

　すぐに寝息が聞こえてきた。どうやら芽め亜あさんの方も、そうとう寝ぼけていたらしい。

　だから単に乗り越えるのがおっくうで、おれをどかして寝るスペースを作っただけかも知れない。

　けど──だとしても、それだけだったらこんな風に抱きついたりは……。

「め、芽亜さん……？」

　全身ガッチガチになってしまいながら、さすがに肩越しに様子をうかがった。

　すると……。

「んふ……くうやしゃん、めあの……」

「……………………」

　そんな寝言。

　そう。まるで、「この人は自分の」と言わんばかりの言葉。抱きつき方。

　──そういうことか、とおれは理解する。

　昼間はよっぽど、腹に据えかねたんだろう。

　それも、たぶん自分に対して。料理ができず、連れん城じようさんほどのものを作れないと。

　だけど──その分だけ、思いが高じたんだろう。
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　そう。「空くう也やさんは私のだんな様なのに」みたいな……。




　すべて想像だ。

　だけど、おれはそんな気がしてしょうがなくて。




「んふ……すー、すー……」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　だから振りほどくのも忍びなくて、じんじん染みてくる芽め亜あさんの柔らかさと体温に対して、全身を緊張させて必死で耐え続けた。

（だって……想像通りだったとしたら、おれのせいでもあるもんな……間違いなく……）

　おれが連れん城じようさんに圧おされず、毅き然ぜんとした態度が取れてたら。芽亜さんはこんな風な寝方はしなかったかも知れない。

　そう思ったら、我慢する以外になくて……。

　その日、おれは朝方あたりまで眠れずに過ごした。




　そして翌朝。

「あああぁっ、芽亜ったら芽亜ったらなんてはしたないことをっ……ごめんなさい、ごめんなさい空也さん、違うの違うの、ああっもうお嫁に行けない……！」

　と、目を覚ました芽亜さんが、あられもないほどに恥ずかしがりまくって、どうしようもなくなったのは言うまでもない。

　けども、おれは逆にホッとしていた。

　きっとこういう一晩を過ごしたから、また話をしてくれるようになったんだと。

「ううっ、うううっ、う[image: ][image: ]っっ！　む、胸も当てちゃってたっ……バレちゃった、空也さんに全部バレちゃったわ、芽亜どうすればいいの恥ずかしくて死んじゃうぅ……！」

　だからおれは、もう耳まで真っ赤にして悶もだえまくっている芽亜さんを見つめながら、改めて思った。

（……おれがしっかりしないとな）

「空也さんは大人だから気にしないかも知れないけどぉっ……芽亜にとっては重大なことなんです！　だって、だって！　お、おっぱい男の人に押し当てちゃったのなんて初めてだからぁっ……初めて……ああっ、捧ささげちゃった、恥ずかしい、死んじゃう、もう空也さんに貰もらってもらうしかないじゃないぃっ……」

　──そう。芽亜さんがおれを大人だと思ってくれてるなら。

　と、改めて。
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　おれと芽め亜あさんが中学に入学して、しばらくが経たった。




「お、あいつらだろ？　例の新婚夫婦って……」

「もう既に同どう棲せいしてるとか……」

「くうぅ、あんな可愛かわいい子とかよっ……あのチビ、許せねえっ……」

　おれと芽亜さんが一緒に登校してくると、目に留めた生徒たち（主に先輩がた）からそんなヒソヒソ声が聞こえてくる。

　もうすっかり、おれたちのことは学校中の噂うわさになっているみたいだ。そして……。

「お、おはようございます、野の々の宮みやくんに千歳ちとせさん」

　昇降口に入ったところで、担任の伊い都と先生に声をかけられた。どうやらおれたちを待っていたらしい。

「おはようございます……どうしたんですか？」

「い、いえっ、今日も仲良く一緒に登校なのねって……」

「一緒の部屋から登校してくるんですから、時間をずらす必要は特にないですし……」

「なにより、私たちは夫婦ですからね」

　と、おれの答えに芽亜さんが、ちょっと誇らしげに補足する。

　すると伊都先生は頬ほおを上気させながら慌てて、

「は、はいっ、はいっ先生も分かってはいます、いますよ？　学校側にも届けが出てますし、どういうわけか承認下りてますしっ……」

　そのあたりは書類提出後、一度は問題になったらしいんだけど……。

　その後、うちの父さんと芽亜さんのお父さんが直々に乗り込んで、学校側におれたちのことを飲ませてしまったらしい。

　……さすが諜ちよう報ほう員いんと忍者の頭領、と言うべきなのかなぁ、この辺。

　とにかくまあ、そんな感じでおれたちのことについてはいろんな意味で周知のことで。

「でもでも、ああっ、そんな、若い男女が一つ屋根の下で共同生活なんてっ……先生でもしたことないのにぃっ」

　けど伊都先生はときどき、こんな風におれたちに声をかけてくるんだよな。

「と、とにかく！　いくら名目上は新婚と言っても、あなた方はまだ未婚なんです！　その、えっと、つまりですね、ま……間違いがないようにお願いしますね！」

　……と、こんな風に。

「間違いとはなんですか？　伊い都と先生」

「え!?　そ、それは、セッ……その……せ、先生の口から言うには憚はばかられるようなことなので言えませんっ！」

「……分かりました。分かりません」

「あああっ」

　まあ、毎度芽め亜あさんのこんな風な率直かつ純真な疑問に、上う手まく答えられずどっちらけな感じなんだけど。

　なんて思ってたら、今日は伊都先生、ひと味違っていた。

「そ、それと！　最近小耳に挟んだんですが……」

「あ、はい、なんですか？」

「野の々の宮みやくん！　千歳ちとせさんという人がいながら、他の女子からもアプローチかけられてるらしいじゃないですか！」

「…………」

「いけません、それはいけません、不純です！　この歳としにして二股なんてっ……ああっ、私でもそんな経験したことないのにぃッ……！」

「先生は真面目な人なんですね」

「そ、そりゃ先生ですからねっ！」

　芽亜さんのコメントに、ムキになった感じで返してくる伊都先生。

　……しかし、おっしゃるとおりなんだよなぁ。

　それについてはおれも、若干どうしたものやら感に襲われているわけで──




　とまあ、おれたちが教室に着くと。

「あっ、くーくん！　おっはよ～っ！」

　まず真っ先に連れん城じようさんが満面の笑みで、おれに飛びつくような勢いで駆け寄ってくる。

「お、おはよう、連城さん……」

「も～っ、そんな他人行儀な呼び方やめてーっていつも言ってるでしょ～？　小こ鳩ばとだよ、こ・ば・と♪」

「……おはよう、小鳩さん」

「あはは、めーちゃんもおはよっ」

「えーと……それで、どうかしたの？」

　連城さんがこうして満面の笑みで駆け寄ってくるときは、たいてい何かしらあるときだ。

　おれもさすがにこの数週間で、その辺が学習できてきた。

「うんっ、あのねー、今日はねー、クッキー焼いてきたんだっ」

　案の定、連れん城じようさんはそんなことを言いながら、後ろ手に持っていた包みを嬉うれしそうに見せてきた。

「くーくんに食べて欲しくて、作ってきたんだよ……？」

　──どうしたものやら、と改めて思った。

　これが先ほど伊い都と先生に指摘された『他の女子からのアプローチ』で、こちらもおれと芽め亜あさんが新婚夫婦なことと同様に、学校中の噂うわさになっていた。

　なのでおれ、なんか先輩がたから『１年の小こジゴロ』とか密ひそかに呼ばれてるらしい。

　……それについてのコメントは控えておく。何を言っても、なんだ、アレだし。ムキになって言い返すのはクールな男らしくないし。さておき。

「そ……そうなんだ、ありがとう……」

　とおれは返すしかない。ここで無む下げに「いや、要らない」と言うわけにもいかないし。

「ほほう、それは是非とも」

「オレたちもお相伴にあずかりたいッス！」

　と、そこで風ふう雅がと澄すみ太た郎ろうも加わってくる。これもたいてい、いつものことだ。

「小こ鳩ばとちゃんはお菓子作り、上手だからね！　この前のスフレも絶品だった。クッキーも是非、ボクらにも味わわせてもらえると嬉しいな」

「オナシャス！　おこぼれを、おこぼれをオレにもぉ～ッ」

「あはは……も～、しょうがないなぁ、ふーちゃんもすみたろもぉ。でもまず、くーくんがさ～きっ♪」

「容赦ない格差社会ッスね！」

「そうだよー。ってわけで、はいくーくん、あ[image: ][image: ]ん♪」

「あ、いやっ、それはさすがにっ──」

　おれは慌てて手を振る。一番最初の、昼飯を作ってもらったときは食べざるを得なかったけど……。

　今、このクラス中の目が集まってるなかでこれに応えてしまうと、さすがにまずいというのは分かる。分かるんだけど──！

「そんなこと言わないで～。いいからくーくん、はい、あ[image: ][image: ][image: ][image: ]んっっ」

「くっ……」

　相変わらず、押しが強いな連城さんは……！

　しかも容姿がまだ幼さを色濃く残してる『小さな子』ときてるから、つくづく無下に突き放すわけにもいかなくてホント困る！

　……いや、こうして頻繁に、おれのためにといろいろ作ってきてくれること自体は嬉しいんだけども。

　だってこんなの、今までになかったし……ああ、女の子に思いを寄せられるって、こういうことなんだな……って、すごく大人になった感じがするし……。

「ほらほら、くーくん、ほらほら～」

「い、いやっ、だからってそのっ……それはさすがに困るって！」

　そう。だからって、それとこれとは話が別なのだ。

　それに、いい加減にしないとそろそろ──

　ぐいっ！

「っとおっ!?」

　とそこで予測していたとはいえ、急に横合いから服の袖を引かれ、おれは危うくバランスを崩しかける。

　そんなことをしてきた相手は、いまさら言うまでもない。

「むー…………………………」

　と、思いっきり膨れている芽め亜あさんだ。

「あ、あの、芽亜さん？　どうしたの？」

「秘密よ」

　例によってどうしてなのかは秘密なわけだけど、さすがにこれは分かる。

　芽亜さん、ヤキモチ的なものを焼いてくれている。というか、単純に、『だんな様』であるおれが他の女の子にアプローチかけられてるのが気に入らないんだろう。

　そこで連れん城じようさんを止めたり文句を言ったりするんじゃなくて、『選ぶ立場』であるおれに対してこうしてくるあたりが、なんとも芽亜さんって感じだけども……。

　そして、結局。

「もーっ、くーくんってばホント照れ屋さんなんだから～」

「ハハハ……まあ、みんなで食べようか」

「前髪掻かき上あげて誤ご魔ま化かしてー。……でも、そういう照れ屋なところも可愛かわいいよね、くーくん♪」

「うっ……」

「そんじゃお相伴にあずかりやす！　はぁぐっ……うまっ！　旨うまいッス、小こ鳩ばとパイセン！」

「もーパイセンはやめてよ、すみたろ～」

「でもパイセンは可愛くて家事の達人ッスから！　敬意払うッスよ！」

「うん、確かに美お味いしいね……！　澄すみ太た郎ろうは可愛い子と美味しいものに弱いからね、だからってパイセン呼びはどうなんだろうとボクも思うけれども」

「芽亜さん、おれたちもいただこうか」

「…………そうね。いただきます」

　と、結局全員で食べることになったのであった。

「えへへへー」

　もくろみ（？）が外れたというのに、それでもニコニコ笑ってる連れん城じようさんは、器が大きいというかなんというか、だった。そりゃ澄すみ太た郎ろうもパイセンと呼びたくもなる……。




　けど、おれにとってはやっぱり、それはそれなんだ。

　午前中の授業が終わって、給食の時間。

　今日のメインのおかずは青椒肉絲チンジヤオロースだった。米が進むので、おれはかなり好きなおかずだ。

「えへへ、給食も美お味いしいね、くーくんっ」

「ああ。うちの給食センター、なかなかにやるもんだよね……はぐはぐ」

　というわけで同じ班の連城さんと話しながら、機嫌良く、しかしクールさを失わないように気をつけて食べていたんだけども……。

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

「ん？　どしたんスか、芽め亜あさん？」

　ふと見れば、向こうの班。窓際後列の班の中で、芽亜さんが何やら肩を震わせていた。

　おれからだと背中しか見えないから、どうしたのかって感じだけど……。

「とにかくおれ、おかわりしてくるッス！」

　そこで芽亜さんと同じ班の澄太郎が席を立ち、おかわりに向かった。

　ちょうどいい、とおれもおかわりに行くていで席を立ち、澄太郎の席に代わりに座る。

「あ……く、空くう也やさん」

「芽亜さん、どうかしたの？」

　優しく尋ねる。と同時に芽亜さんの給食のトレイを見ると、まったく箸が進んでいなかった。

　調子が悪い──ってわけじゃないよな、今日も朝からいつもどおりの様子だったし。

　だけど今、芽亜さんは困ったようにおれと給食のトレイを見比べてる。

「あ……芽亜さん、ひょっとして……」

　と、おれはそこでピンとくる。

　今日のメニューは青椒肉絲。言うまでもなく、ピーマンと牛肉の炒いため物ものだ。

「ピーマン、苦手？」

「ぅ……」

　どうやら図星だったらしい。

　まあ、この苦み、得意じゃない子多いもんな。おれはブラックコーヒーで鍛えてるから苦みには耐性があるけど（自慢）、芽亜さんはいまだにコーヒーはカフェオレ状態にしないと飲めない子だし。

　だから箸が進んでなくて、けれど給食というものは、基本的に食べきらなきゃいけないものだ。生真面目な芽亜さんだけに、どうしよう、と葛藤に襲われていたんだろう。

「ご、ごめんなさい空くう也やさん、情けないお嫁さんで……」

「いや、そういうことなら──」

　おれのすることは一つだろう。

　素早く自分の席に戻ると、自分の箸を持ってきて。

「あっ……空也さんっ……！」

「いいからいいから……はぐっ、はぐはぐはぐはぐ！」

　芽め亜あさんのトレイにのっているピーマンを、一気に食べて片付けてしまった。

　いや、ホントは芽亜さんの箸を借りて食べようと思ってたんだけども……。

「ひゅ～う、だんな様ァ～ッ」

　なんて、この形式でも周りの女子に冷やかされるんだから、間接キスなんてもってのほかだろ！

「そ、そうだよ、悪いか！」

「悪い！　見せつけやがって空也この野郎！」

　戻ってきた澄すみ太た郎ろうにも言われてしまった。

「というか芽亜さん、言ってくれればオレがピーマン食べたのに！　喜んで！」

　しかもなんか芽亜さんにもキモいこと言ってるし！

「どうして？」

　だけど芽亜さんの返答は素だった。

「へ？　どうしてって……ピーマン苦手だから空也に食べてもらってたんでしょ？」

「秘密よ」

「秘密と言われても！　まあいいッスけど」

　澄太郎は（聞いても無駄だと）納得したらしく、机におかわりしたトレイを置いた。

「おっと、それじゃおれは戻るな」

「へーいへい、お邪魔虫のオレだよ！」

　拳をゴツゴツぶつけ合ってから、やれやれと自分の席に戻った。

「む～」

　すると今度は連れん城じようさんがむくれていた。

「わたしは好き嫌いせず、なんでも食べるもん！　はぁむっ、はむはむっ……」

　芽亜さんにも聞こえる音量でそう言うと、対抗するように元気よく食べ始めるのだった。




　そして食後の昼休み。

「あ、あの、空也さん……」

　おずおずと、芽亜さんがおれの席に歩み寄ってきた。

「さっきはありがとう……」

「ああ。あれくらいなんてことはないさ」

　おれは思いっきりクールに気取って、前髪を掻かき上あげる。

「空くう也やさん……！」

　その甲か斐いあって、芽め亜あさんは思いっきり感激したように声を詰まらせてくれた。

　うん、最近芽亜さん、おれのこの手の仕草に逐一いい反応見せてくれるんだよなぁ。

　なのでおれも背伸びのしがいがあるというか……まあ、なのでさっきのピーマン食べてあげたのも、言ってしまえばその一環だな。

（芽亜さんにいいところ見せたい、というか……）

「…………めーちゃんはいいなぁ」

「うおっびっくりした！」

　そこでひょこっと間に連れん城じようさんが入ってきて、思わず飛とび退のいてしまった。

「い、いいなぁって？　小こ鳩ばとさん」

　芽亜さんも素早く一歩飛び退きながら、どういうことかを尋ねる。

　すると連城さんはぐるりとおれたちを見回して、

「……ずるいなぁ」

　意外なことを言った。

「えっ？」

　芽亜さんもその言葉は意外だったらしく、目を丸くする。

「ずるいって……小鳩さん、どういうこと？」

「さっきの、くーくんにピーマン食べてもらえたこともだけど……」

「……小鳩さんもピーマン、苦手だったの？」

「そんなことはどうでもよくてっ」

「は……はい」

　そうだったのか……ってことは、さっきのは無理して……。

「わたしがくーくんと出会ったときには、既にめーちゃんとはそういう仲だったでしょ？」

「それは……」

「でも、って思って、いろいろがんばってみたけど……やっぱりスタートの遅れは大きいって、どうしても考えちゃうの」

「……連城さん」

「わたしがくーくんと許嫁いいなずけだったら、どうだったんだろうって。どうしても」

「………………」

　確かに、芽亜さんと連城さんの違いは、『出会い方』の違いでしかない。

　ほんの少し早く、芽亜さんとは出会って……生活を共にしてきた。

　もしそれが、連城さんとだったら？

　……それを考えてしまうのは、いけないことである気がした。

　どうあれ、おれは今、芽め亜あさんと──

「それは確かに小こ鳩ばとちゃんの言うとおりでもあるね！」

　と、そこで風ふう雅ががいつも以上に颯さつ爽そうと首を突っ込んできた。

「ちょっと、おい風雅、どういうことだよ」

「確かに不公平だということさ。まあ、それは言ってもしょうがないことだけどね」

「だったら余計なことは言わずに──」

「しかし、そもそもね。ボクもずっと気になっていたんだよ」

「は？　何が──」

「空くう也やと芽亜ちゃんは、昔から親が決めていた許嫁いいなずけ同士。だから中学入学を機に、二人暮らしを始めた。新婚夫婦……まあ、許嫁同士だからそういう建前で、ね」

　おれの台詞せりふに次々かぶせる形での、持って回ったような、芝居がかった言い回しと仕草。

　しかし悔しいことに、風雅の場合は「こいついったい何を言い出すんだ」とつい引き込まれてしまうんだよなぁ。

　そんなおれの心境を読み取ったかのように、風雅は格かつ好こ良くおれにウインクを決めて。

「しかしだよ。そもそもね──空也に許嫁なんて早くはないかい？」

「はあぁっ？」

　予想外のことを言われ、アホっぽいリアクションをしてしまった。

「そ、そんなことはないわ！　だって空也さんはとても大人だもの！」

　おれの代わりに芽亜さんが言い返してくれる。

　しかしそんな芽亜さんに、風雅はこれまた様になった仕草で肩をすくめて、

「ボクはそうは思わないな！　だって空也、基本的に背伸びっ子だし」

「ぐ……」

　風雅にそう言われると、おれはぐうの音も出ない。自分とこいつではものが違うってのは、重々承知の上だし。

　でも、なんでこいつはそんなことを今わざわざ言うんだ……。

「それにね、やはり物事には順序が大事だと思うんだよ。いきなり新婚生活は早い、そうは思わないかい？　きちんと付き合って、気持ちを通わせて、婚約をしてから、籍を入れ、そして始める──それが道理ってものじゃないか」

「あ、うんうんっ、そうだよね、そうだよねっ」

　風雅の論調に、連れん城じようさんは同意を示す。

　……おれも内心では、実は同意だったりした。

　芽亜さんとは急に、唐突に始まった。だからいまだに父さんに言われたとおりの、新婚夫婦らしいことはできていない。

　自分がどう振る舞うべきなのか、分かりかねてるところがあるんだよな。これがきちんと恋愛して云うん々ぬんと段階を経てきて始まったものなら、きっとこうじゃなかっただろう。

（そう……たぶん、今みたいに背伸びを重ねることも……）

　なんて考えてしまっていたのを、おれの表情から読み取ったんだろう。風ふう雅がはにっこり笑うと、前髪を払ってさらに朗々と続ける。

「つまりボクが言いたいのはだよ！　本当に空くう也やと芽め亜あちゃんが、今みたいな生活を送るに足る資格があるかどうか……ということさ！」

「そ、それはどういう意味？　風雅さん」

「決まってるじゃないか、芽亜ちゃん。見極める必要がある、ってことだよ」

「見極める……？」

「キミが本当に空也に相応ふさわしいのか。空也が本当に、キミのだんな様に相応しいのか」

「…………」

「そして幸い、ここには一人、空也とそういう関係になりたいと思っている子がいるね」

「あ、はいはい！　わたし～。えへへへ」

「そしてここに、そもそも空也にはまだそういうのは早い、と思っている者もいる」

「オレのことだな！」

　と、そこで今まで黙って話を聞いていた澄すみ太た郎ろうが加わってくる。

「というかだな、オレにもまだなのに空也にはもういる、ってのがそもそも間違ってる！」

「まあそれは個人的なアレだからコメントを避けるとして……澄太郎だけじゃないよ？　何を隠そう、ボクも実のところそう思っている。まあ、さっきも言ったけれどもね」

「……それで結局、何が言いたいんだよおまえは」

　風雅の話の欠点は、いやに結論まで遠回りすることだ。身振り手振りの激しい芝居がかかった物言いは普段聞いてる分には面白いし格かつ好こいいけど、その標的がおれとなるとちょっとイラッとくる。

「では結論を言おうか」

　そんなおれのイラ立ちに答えるように、風雅はまたウインクしながらそう言って、




「──ここは集団デートをしようじゃないか！」




　そんなことを、朗々と歌い上げるように宣言した。

「……………………はい!?」

「空也と、芽亜ちゃんと、小こ鳩ばとちゃんでね。そこでどうなるか見てみて、見極めようじゃないか！」

「おい……なんでそうなるんだ……」

「理由は今説明したとおり。空くう也やと芽め亜あちゃんが本当に新婚生活するに足るカップルなら、小こ鳩ばとちゃんだってさすがに思い知るだろう？　そんなシチュエーションならさ」

「い、いや、その理屈はおかしい──」

「ちなみにボクも同行させてもらうよ！　いわゆる審判役としてね！」

「となったらオレもだな！　なぁに任せておけい、びしびし判定してやっからさ！」

　風ふう雅がの話に澄すみ太た郎ろうも乗っかり、話はトントン拍子で進んでいく。

　いや、でも待ってって！　肝心のおれと芽亜さんは──

「わ……分かったわ！」

「って芽亜さん!?」

「何がどうあっても、空也さんの許嫁いいなずけであり、一緒に暮らすのは私。それを証明してみせればいいのよね！」

「うん、そういうことだね」

　胸の高さで握りこぶしを作って意気込んでる芽亜さんに、風雅は優ゆう雅がな頷うなずき。

　それを見て芽亜さんは、肩に掛かった長い髪をふぁさっと払って、

「わ、分かったわ！　望むところよっ……これではっきりさせてあげるわ！」

「じゃ、決まりだね。今度の休みにみんな、よろしく」

　細い腰に手を当て、風雅は再び頷いた。

「いやちょっと待てって！」

　なんか話がまとまった感じになってるけど、肝心のおれの意見は聞き入れられてないぞ！

　と主張しようと思ったところで──

「空也」

　風雅はにっこり笑って肩をすくめた。

「な……なんだよ」

「大人の男は、おおらかに黙って受け入れるものさ。そうだろう？」

「う……ま、まあな、そのとおりだなっ」

　前髪を掻かき上あげながら、そう応えるしかなかったおれだった。

「それでこそボクの空也だね」

「……別におまえのじゃないよ」

「あっははは」




　そういうわけで次の週末、おれたちは謎のデートを行うこととなった。

　それがどういう結果をもたらすのか、まだおれたちは誰も知らない……！
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「要するに、どっちがくーくんに相応ふさわしいかってことだよね！」

　週末の駅前。おれたち一同が集まると、まず真っ先に連れん城じようさんがぴょんと跳ねながら言った。

　その格好は、可愛かわいらしくもアクティブなキュロットスカートにニーソックス。まだ幼さの色濃く残る彼女に、絶妙な具合で似合っていた。

「うん、そのとおりだよ。そういうわけで今日はがんばってもらおうかな」

　と、色素の薄い髪を払いながら応える風ふう雅がは、おれにとっては見慣れた服装。制服のときのスカートではなく、モノトーンのシャツにアクセサリ、黒のダメージジーンズ、という実に格かつ好こいい装いだった。

「おう！　じっくり見させてもらうぜ！」

　と応じる澄すみ太た郎ろうは──まあいい。この時期なのにＴシャツとハーフパンツという、おしゃれにまだ関心ないのが丸出しの服装だし。

「見物人がいるデートってのも前代未聞だけどな……まあいいさ」

　と、おれはいちおう、それなりにおしゃれはしてきた。とっておきのテーパードパンツにボーダーのカットソー、そしてジャケットというお気に入りのキレカジ系だ。

　けど、それもどうでもいい。なぜなら芽め亜あさんの装いが素晴らしかったからだ。

「き、昨日も言ったとおり、望むところですっ」

　長袖のニットにフレアスカート。清せい楚そ極まりなく、そしていかにも『休日のお嬢様』って感じを思いっきり醸し出してる、品のある姿だった。

　やっぱり芽亜さんは他の女の子とはひと味違うよな……なんて思っていたら。

「それじゃあさっそく──えいっ！」

　と、連城さんがそこでいきなりおれの腕に抱きついてきた。

「ちょっ、連城さん!?」

「だって今日はデートなんだよ？　デートだったら、腕くらい組むんだよ？」

　そう言われると異論も挟めない。抱かれるしかなかった。

　にしても、最初から飛ばしてるというか、積極的だな……！　このあたりはさすが連城さんというべきか……。

「なるほど、先手は小こ鳩ばとちゃんが取ったか。まあこれは案の定ではあるけど」

　片手を細い腰に当て、うんうん頷うなずく風雅。

　そしてチラリと芽め亜あさんに視線を転じる。

「そ……そんなはしたないこと、最初のデートからするものなの……？」

「キミも」と言うような風ふう雅がの視線を受け、芽亜さんはおずおずとそう言った。

「それに、女性は『三歩下がって影を踏まず』と言うわ。私には、ああすることが間違っているように感じてしまうのだけれど……それに恥ずかしいし……」

　最後の方は小声だった。

　そんな芽亜さんに、風雅はパチンと指を鳴らして、

「むろんその辺は人によるね。だけど、片や積極性を見せていて、片や怖おじ気けづいている。この段階で差が出てしまうけど、キミはそれでいいのかい？」

　と、大きく腕を広げてみせる。この格好にそんな仕草だと、本当に『格かつ好こいい男子』って感じだ。羨ましい。

「よ、よくはないけれど……でも、あんなことできないわ……やったこともないし……」

「ふふ、誰でも初めてはあるものさ。でもそういうことなら仕方ないね、ボクは不公平なのがキライなんだ」

　というなり、風雅はそっとおれの腕に手を回してきた。

「え、ちょっ!?　風雅!?」

「役得役得、だね」

「何言ってんのおまえ!?」

「あっはは。まあ、芽亜ちゃんに手本というか、手順を教えてあげようと思ってね」

「な、なんだよそういうことかよ……」

「というわけで芽亜ちゃん、いいかい？　確かに殿方の腕にこうして腕を絡めるのは、はしたないことかも知れない。身体からだはいやでも密着してしまうし、ましてや胸だって当たってしまう」

「う……そ、それを言ってくれるなって！」

　さっきから一生懸命、意識しないようにしてたのに！

　そう言われるといやでも考えてしまうじゃないか……ああ、連れん城じようさんはぺったんこだな、申し訳ないけど固いな……とか、ああ、風雅は今までずっと男同士みたいな付き合いしてたけど、なんだかんだでちゃんと女子なんだな……ほんのりだけど、胸膨らんでるの分かるな……とか……！

　ぶるぶるぶる、と顔を振る。こんなこと考えるのはクールな男じゃない！

　そんなおれをよそに、

「そ、そのとおりだわ。だからできるわけないわっ」

　と芽亜さんは必死だ。その顔は既に真っ赤だった。

　そんな彼女に、風雅はおれの腕を（連城さんとともに）抱いたまま、

「その気持ちも分かる。だけどね？　それでもつながって、一緒にいると感じたいから、腕を組むんだよ。今は特別な時間なんだって、二人で実感し合いたい……」

「そうそう、ね～ふーちゃんっ。好きな人と一日、一緒に過ごすんだもんね～」

　横合いから連れん城じようさんが同意する。そしてますます、ギュッとおれの腕を抱き入れて、

「だからこうするの……えへへへ……」

「ああ、分かるよ……ボクもこうしていると、柄にもなくドキドキしてくる……」

「うん……、すっごく、すっごくドキドキするの。それをくーくんにも、感じて欲しくて伝えてるの……♪」

　らしい。確かにいやでも分かってしまう、二人がドキドキしてるの！

　そしてそれ以上に。

「おあぁ……」

　情けないけど、こっちもドキドキさせられて堪たまらなかった。思わず呻うめいてしまうほどだった。

　いや、だって！　仕方ないだろ！　女子と密着するとなんかいいにおいするし、やっぱ！　それになんだかんだで柔らかいし！

「くっ、くくく空くう也やさんっ。それじゃ空也さんもドキドキしてるのね!?　喜んでるのね!?　しかも小こ鳩ばとさんと風ふう雅がさん相手に！　りょ、両手に花だと！」
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　芽め亜あさんは顔を真っ赤にして、わわわと抗議態勢だ！

「破廉恥よ、破廉恥だわ！　二人もだけど、空くう也やさんも！　空也さんは大人だからこういうことはサラッと流せると思っていたのにぃ！」

「うぐっ……！」

　そ、それを言われるとツラい！　今まで芽亜さんの前では必死に大人であることを保ってきてたのに、こんなところでそれが崩れてしまうとは！

「って……ああっ、私ったら余計なことをっ……せっかくのデートなのに、それを否定するようなっ……でも、ううっ、胸を当てるなんてできない……恥ずかしくて死んじゃう……」

　と芽亜さんは顔を覆おおって恥ずかしがり始めるものの、それでも論旨を撤回する気はないらしい。

　なので思わず、理屈をこねるみたいに言い訳してしまう。

「い、いや芽亜さん、あのね？　ドキドキしてしまうのは礼儀みたいなものであってだね！　だってほら、してきてくれてる方がドキドキしてるのに、こっちがしないのは失礼だろ？」

「………………」

　芽亜さんは少し目を見開き、黙り込む。

「そ、そういうことなら腑ふには落ちるけれど」

　そしてそう言った。芽亜さん、素直過ぎる──！　と思わず感動してしまうおれ。

　なのでこれ幸いと、言葉を重ねさせてもらうとする。

「あ、ありがとう、それにね？　デートとなったらやっぱり、女性に腕を組んでもらってそれをエスコートするのが、男としてはハレの務め的なところがある気がしてだねっ……」

「それじゃあ……く、空也さん」

　サッ、とそこで芽亜さんは恥じらいを見せ、頬ほおを染めながら身体からだを縮めた。

「私とも……そ、そういうこと……したいの……？」

「そりゃもちろんさ！」

　と、そこで風ふう雅がが、おれの腕を放しながら爽やかに手をひらめかせた。

「なにせ空也は、基本的に自分がリードしたい子だからね」

「そ……そうなの？」

「クールな大人としてはそうあるべきだ、と思っているのさ。まあ、言ってしまえば背伸びなんだけども」

「っておい、風雅ッ！　余計なことは言うなよ！」

　堪たまらず突っ込んでしまった。ところが、

「余計かな？　ボクとしては、むしろ必要なことだと思うけどね」

「ど……どういう意味だよ」

「空くう也やのことをよく分かってもらった上で、それでもキミがいい、と思ってもらえなきゃ意味がないんじゃないのかい？」

「それは……確かにそうかも知れないけど……」

　でも、それってあくまで理想論だろ。最初からそれを要求するのはちょっと無理がある気がするというか……。

　と思っていたら、風ふう雅がはまた大きく手を広げて。

「というわけで、みんなボクについてきてもらおうかな！　ボクは空也と付き合いが長いからね、空也のことはなんでも知っているのさ！」




　風雅がみんなを先導し、最初に足を向けたのは、駅ビルになっているショッピングセンターの二階、おもちゃコーナーだった。

「ほら空也、見てごらん。キミの好きなライダーのベルトがあるよ！」

「ホントだ！　かっけえっ……っておい風雅！」

　びしぃ！とノリツッコミする。

「おれはもうこういうのは卒業したの！　なんせもう中学生なんだから！」

　少し頬ほおの熱さを覚えつつ、芽め亜あさんたちを気にしながら小声で指摘する。

　そう、確かにかつてのおれは特撮全般が好きだった。しかしいつまでもそれじゃいけないだろう、と小学校卒業を機にきっぱり見るのをやめた。

　だってそうあるべきじゃないか。こんな子供っぽいの……クールな大人の男には相応ふさわしくない……いや、本音を言えば今でも見たいけど、我慢が必要だと思うんだ……。

「好きなものを無理に嫌いになることはないと思うけどね。少なくとも、ボクはキミがこういうの好きなの知ってるんだから」

　そんなおれに、風雅は片手でやれやれと肩をすくめる。そして傍らの芽亜さんと連れん城じようさんに目を向け、

「空也はね、昔はごっこ遊びが大好きだったんだよ。澄すみ太た郎ろうが怪人を、ボクは敵の幹部の役をよくやらされたものさ」

「へえ……そ、そうなのね……」

「あはは、男の子ーって感じだねっ」

「というか風雅頼む……やめてくれ……芽亜さんと連城さんの前でおれの黒歴史を暴露するのはやめてくれ……！」

「ボクには楽しい思い出だからね。まあ、空也も今じゃこんなだけど、そういう一面もあったってことさ」

「うんっ、教えてくれてありがとう、ふーちゃん！　くーくん、ホント気にしなくていいのに。むしろわたし、くーくんにもそういうころがあったの分かって嬉うれしいよ！」

　連れん城じようさんはニコニコ笑いながらそう言ってくれる。天使か……。

「ありがとう連城さん……救われる……」

「えへへへ～」

「…………」

　一方、芽め亜あさんは物珍しそうに、並んだおもちゃ類を眺め回して、

「……た、確かに格好がいいかも知れないわ」

「えっ、芽亜さんもそう思う？」

　意外な台詞せりふに、思わず乗っかってしまった。

「私にはよく分からないけれど……とにかく、空くう也やさんはこういうのが好きだったのね」

「う……！」

　そ、その「私にはよく分からないけれど」はちょっとダメージ……！

　芽亜さんが理解不能なものが好きだった、というのはやっぱりこっぱずかしいものがある……！

「ふふー。可愛かわいいよね、男の子ってっ」

　連城さんはそれをむしろ、楽しそうに笑ってくれる。

「…………」

　芽亜さんは答えず、むーっと黙り込む。

　あ、これ、自分にはよく分からないって顔だ……たぶん……。

「さて！　では次に行こうかな！」

　そして風ふう雅がはそのあたりをまったく気にせず、相変わらずの調子でにこやかに言うのだった。




　続いて足を運んだのは洋服屋だった。

「空也、あのパンツ、欲しいって言ってたよね」

　店頭のマネキンが穿はいているダメージ加工入りスキニーパンツに目を留めると、風雅はおれに片目をつむる。

「ああ……これはやっぱ格かつ好こいいよな。クールな男には相応ふさわしいっていうか……」

「まあ、空也のサイズは相変わらずないみたいなんだけどね」

「ぐっ……そ、そのうち背が伸びて穿けるようになるさ！」

「空也は細身だからね。似合うと思うよ」

「お、そう？　そう？　やっぱそうだよな、うん……！」

「芽亜ちゃんと小こ鳩ばとちゃんはどう思う？」

　自分のペースでおれたちを引っ張ってきてるくせに、芽亜さんたちに話を振ることは忘れない風ふう雅がだ。

「うんっ、大人っぽくて似合うと思う！　くーくん、早く穿はけるようになるといいねっ」

　連れん城じようさんは笑顔で即答だった。またしても天使か……。

「くーくんの好み、覚えておこっと。将来のために、なんて……えへへっ」

　しかもちょっと恥ずかしそうに、そんなことを言って笑うのだ。ますます天使か……。

「むぅ…………」

　しかし芽め亜あさんはマネキンを、眉を寄せてしげしげ眺めると、

「……こんな穴が空いているものを穿いていたら、だらしなく見えるわ」

　ひとことで切って捨てた。

「そ、そこがいいんじゃんか！　クールだろ!?」

「私はきちんとした身だしなみの方が好ましいわ」

「くぅ、なんで分かってくれないかなぁ、このダメージ加工のロマンを……！」

「……そんなに空くう也やさんは、こういうのがいいの？」

「うんまあ……」

　こういうの、風雅は普段穿いてるし（今も）。スマートでクールで格かつ好こいいのだ。おれも是非穿きたい。背が伸びたら。

　なんて思っていると、風雅は芽亜さんにウインクする。

「芽亜ちゃん、こういうときは、殿方をいい気分にさせてあげるのもレディの役目じゃないかな？」

　すると芽亜さんは難しい顔をして、

「そ……そういうものかしら」

「少なくともボクは、空也にそうしてあげたいな」

「ちょ、ちょっと待て風雅。それじゃおまえ、本当はそうは思ってないけど似合うと思うって言ってたってこと？」

「まあその辺は置いといて」

「うおおぉーい！」

「…………むー」

　ますます眉を寄せ、おれとスキニーパンツを見比べる芽亜さん。

「そ、そうね……似合う……と思わなくも……」

「え……？　め、芽亜さん……？」

「………………ッ」

　ガバッと顔を覆おおった。

「思えないわ！　やっぱり私、嘘うそはつけないわよぉ！」

「日頃『秘密よ』ばっかり言ってるのに！」

「それは嘘うそじゃないものっ。隠してるだけだものっ」

　ああ、自分で言っちゃったよ……隠してるだけだって……。

「ハッ……！　わ、私また余計なことをっ……いやぁ、もうばかぁ、なんでこうなるのぉっ……」

「さてさて。それじゃ次に行こうかな」

　身体からだをくねらせる芽め亜あさんに、あくまで楽しげな調子を崩さない風ふう雅がだった。




　そうしてウィンドウショッピングも一段落すると、ちょうど昼時になった。

「たまにはこういうところに入ってみようか、空くう也や」

「お、おう……望むところだよ」

　風雅が選んだのは、和モダンな雰囲気の、少しおしゃれっぽい喫茶店だった。

　前は通ったことあるから存在は知ってたけど、今まで入ったことはない。なんせ小学生だったし……。

　でも今は、もう違うんだ。そう、おれは中学生、そして金もあるしデート中！

「ここなら空也の好きなコーヒーも堪たん能のうできるしね」

「ああ……おれには相応ふさわしいところだな……」

「ってわけで、芽亜ちゃんと小こ鳩ばとちゃんもここでいい？」

「お、お任せするわ。私はお店のことはよく分からないもの」

「わたしもここでいいよ～」

「そっか、なら決まりだね。それじゃ空也──」

「ああ、先にどうぞ」

　いつものように手を掲げ、そのまま髪を掻かき上あげる。

　風雅はニッコリ頷うなずいて、迷いなく店内に入っていった。

「あははっ、レディファーストだねっ。くーくん紳士なんだ～」

　連れん城じようさんは屈託なく笑い、風雅を追って店内へ。

「…………」

　だけど──レディの残るもう一人、芽亜さんはためらうように、その場に立ったまま。

「ど、どうしたの？　芽亜さん」

「く、空也さんが入るのを待っているのよ」

「いやいや、芽亜さんが先だよ。さっき連城さんも言ってたけど、レディファーストさ」

「私は空也さんから三歩下がってついていきたいし、そもそも安全を確かめてから入りたいわ」

「……それって忍者的な習性？」

「秘密よ」

「あっそう……まあ、そういうことなら分かったよ」

　仕方なく、おれが先に立って店内に入る。

　こういうときには、レディファーストを決めさせて欲しいんだけどな……男としては……。

　その辺、なんだかんだで風ふう雅がは分かってくれるんだよな。いつもさりげなく、おれを立ててくれるというか。

「…………」

「って……芽め亜あさん？」

「く、空くう也やさんは、風雅さんや小こ鳩ばとさんみたいにしてくれる女の子の方が、いいの？」

「いやそれは……いいっていうか、なんていうか……」

　ちょっと答えに詰まってしまった。そりゃ、ありがたいのは確かだけど……。

「…………」

「め、芽亜さん？」

「知らないわ」

　プイッと顔を背け、結局おれに先立って店内に入っていった。

　……あれ？　結局おれのレディファーストしたい欲求に応えてくれてる？

「ううむ」

　と、そこで今までまるで発言がなかった（存在感もなかった）澄すみ太た郎ろうが、腕を組んで唸うなった。

　どうやら今までひたすら、黙って成り行きを見守ってくれてたみたいだけど……。

「えーっと……澄太郎？」

「オレはこういうとき自分が率先してズカズカ入っていっちゃうんだよなぁ。なるほど、レディファーストか、それがモテの秘ひ訣けつか……！　覚えておこう……！」

「………………」

　どうでもいいことこの上なかった。




　澄太郎と肩を並べて店内に入ると、人数の関係だろう。テーブルは二つに分かれていた。

「くーくん、こっちこっちっ」

「澄太郎はボクの方ね」

「へーいへい。しゃあねえな、オレは風雅と茶ぁでもしばくか！」

　澄太郎は風雅との二人席に向かい、おれは当然、既に芽亜さんと連れん城じようさんが並んで座っている席の方についた。

「く、空也さん、お飲み物はコーヒーよね」

　座るとすぐに芽亜さんがそう切り出してくる。「わたし、知ってるわ！」とでも言いたげなくらいの早さだった。

「それも、ブラックよねっ」

「へー、くーくん大人なんだね～」

「まあね……それじゃ、おれはいつも飲み慣れた──」

「今日は無理せずいつものクリームソーダでもいいんじゃないかい？」

「むぐっ……!?」

　そこで背後の席から風ふう雅がに指摘され、思わず詰まってしまった。

「ちょっ、風雅おまえっ……！」

「……いつものクリームソーダ？」

　芽め亜あさんがいぶかしげに小首をかしげる。

「あ、いやっ、今のは風雅の冗談でッ」

「ブラックコーヒーはまだ飲み慣れないけど、がんばって修行中ってこの前言ってたじゃないか。でも今日は無理しなくてもいいんじゃないかな？　なにせキミのことを二人に分かってもらおうという日でもあるわけだし」

「そ……それじゃ空くう也やさん、今まで無理してブラックコーヒー飲んでたの……？」

「あ、いや、芽亜さん、だからそれはっ……」

　というか、風雅のやつホント余計なことを！　今までの努力が水の泡じゃないか！

　おれが実はまだクリームソーダとかが好きな子供だなんて知ったら、芽亜さんがどう思うか──

「そんな……」

　ああっ、やっぱりショック受けてるし！

　しかしその一方。

「わたしもクリームソーダ、好き～♪　それじゃくーくん、おそろで頼もっ」

　と、連れん城じようさんはやはり屈託なく笑って受け入れ、だけでなく同調してくれるのだ。

「い、いいの？」

「いいって何が？　好きなんだったら、好きなもの飲むのがいいと思うし。クリームソーダって大人の人でも結構飲んでるよ？」

「そ……そうなの……!?」

　そ、それは知らなかった！　そしてとびきりの許しを得てしまった感じだ！

「じゃあおれもクリームソーダで！」

「はーい！　わーい！」

　前髪を掻かき上あげ、キメキメで注文を決めた。

　ヤバい、嬉うれしい！　というか楽だ！　無駄に見み栄えを張らなくて済むの！

　──ひょっとして風雅、これを狙ってたのか？

　おれが中学校に入ってからずっと、虚勢的なものを張ってると見抜いて……。

　だとしたら……ますます、連れん城じようさんのこの反応はありがたい──

「…………」

　のだけども、その一方で、芽め亜あさんがむーっとしてるので気を引き締め直した。

「空くう也やさん……ブラックコーヒー好きの大人だって……私の前では……なのに……」

「あ、いや、だから芽亜さん、それはね？」

「……私の前では、素になれていなかったということなのね……」

「────」

　それは、ある意味でそのとおりで。

　おれは言葉に詰まってしまった。

「めーちゃん？」

　その代わりに、連城さんが芽亜さんに声をかける。

「自分じゃ無理だーって思うなら、くーくん、わたしがもらっちゃうよ？」

　いきなりとんでもないことを言い出した！

「く……空也さんは私に必要な人よ！」

　め、芽亜さん……！

　その言葉に、思わずジンとしてしまった。

　のだけども。

「……………………ああっ！」

　言ってすぐ、顔を覆おおってしまうから芽亜さんは芽亜さんだった。

「すごい、すごいことを言ってしまったわ、ううっ、恥ずかしい、はじゅかしい、芽亜ったらなんてこと、あうぅ、うううう[image: ][image: ]っ！」

「それはボクも同じだな」

　そんなおれたちの様子を見て、風ふう雅がはニッコリと微笑ほほえみ、謎の呟つぶやきをこぼすのであった。




　昼食を済ませると、店を出た。

「ぱ、パンケーキ、美お味いしかったね」

「そ、そうね……」

　店の前で、どうしてもぎこちなくなってしまうおれたち。

　というのも、店に入ってすぐの会話以降、芽亜さんの口数が極端に少なくなってしまっていたからだ。

　明らかに、何かを気にしてる。それは言うまでもなく──

「くーくんっ」

　そんなところで、連城さんが満面の笑みでまたおれの腕に飛びついてきた。

　そしてキラキラした大きな瞳でおれを見上げて、

「ありがとうね、また連れてきてねっ」

　そんなことを言ってくれる。

　──あんな程度のことで、こんなに喜んでくれるんだ、この子は。

　クリームソーダなんか頼んでしまったおれのことも、気にもせず。

　それはとてもありがたくて、同時に胸がほわっと温かくなることだったけども……。

「……ね、くーくん。このまま恋人つなぎしても……いい……？」

「えっ!?」

　この積極性にはなんというか、参る！

　連れん城じようさんはおれの腕に頬ほおを押しつけながら、ちらっと横目で芽め亜あさんを見て、

「だってめーちゃんはこういうこと、できないみたいだしー……」

「ッ……」

　その挑発めいた言葉に、芽亜さんが歯を食いしばる。

　そして、もう一方のおれの腕に目を向けて、

「こ……恋人つなぎって、どういうものなの？」

　そのくせそんな疑問を、連城さんに投げかける。

　すると連城さんは自分の両手を組み合わせて見せて、

「あのねー、こうやって握り合うの。そうすると手のひら同士からもドキドキと体温が伝わって、すごいいい感じらしいんだよっ」

「そっ……腕を抱いた上で、そんなことまで!?」

「恋人ならできるもーん」

「く、空くう也やさんと私は夫婦だから、そういうことはしなくてもいいのっ」

「おやおや、それは心得違いだな」

　と、そこで黙って成り行きを見つめていた風ふう雅がが口を挟んでくる。

「恋人の発展系が、夫婦だよ。普通はね。だからむしろ、これは『こなしておくべきこと』なんじゃないのかな？」

「そ……そうなの？」

　相変わらずこういうところはとことん素直な芽亜さんだった。

「でッ、でも、そんな恥ずかしいことッ……腕を抱きながら、む、胸も押し当ててしまって、その上で手をそんな……絡め合うみたいに……は、恥ずかし過ぎるしはしたな過ぎる気がするのだけれどっ……」

「……だとしても、わたしはくーくんとなら、いいよっ」

「!!」

　連城さんのその台詞せりふに、ショックを受けたように固まる芽亜さん。

　一方、連れん城じようさんは再びおれを見上げて、

「だから……するよ？　していいよね、くーくん……？」

「あ、いや……それは……」

「ボクも、空くう也やとならしたいな」

「ってなんで風ふう雅がまで!?」

「……ボクだってこう見えて、女なんだよ？」

　意味がさっぱり分からない！　風雅のやつ、どういうつもりだ!?

　そして……どうすればいい？　おれは、どうすればいいんだ!?

　このデートでだんだん、今まで圧おされっぱなしだった連城さんのいいところがたくさん分かってきた。いいな、と思い始めていた。こういう子とそういう仲になったら、きっと毎日気楽で楽しく過ごせるだろう、なんてことまで考えてしまっていた。

　それに、風雅も。さんざん暴露させられて困りはしたけど、それは同時に、気心知れてる相手の気安さを再認識する過程でもあった。やっぱり、風雅はおれのこと分かってくれてる、みたいな。

　だけど。だけど……おれは……。

　と、そんなところで。

「だ………………だったら、私、するわっ！」

　芽め亜あさんが胸の高さで両手を握り、前のめりになってそう宣言した。

「だって私、わたしっ、空也さんのお嫁さんだもの！」

　それは芽亜さんが、最高潮に意気込んでるときの仕草だった。

　そしてずんずんとおれの横まで歩いてくると、まるで睨にらみつけるようにおれの腕を見て……。

「…………っ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっ」

　ものすごい、ためらってる気配。

「ッ！」

　それでも意を決したか、おれの腕を取る──その寸前で。

「わっ、わた、私っ……私はっ……」

　ただでさえ赤かった芽亜さんの顔に、さらに赤みが上ってくる。

　だけでなく、両手もジワジワと上がってきて……。

「ッッ！」

　ついには、ガバッと顔が覆おおわれてしまった。

　そして芽亜さんは叫んだ。

「私には無理だわぁっ！」

「め、芽亜さん……」

「そこまで、そこまでなんて、そんな、小こ鳩ばとさんみたいには、私、私、私、私っ……」

　芽め亜あさんは顔を覆おおったまま激しく顔を振り、

「ごめんなさい空くう也やさん、私、お嫁さん失格よっ……！」

「あっちょっ……芽亜さん!?」

「実家に帰ります！　何もかも諦めますっ……！」

　……走って行ってしまった。

「「「「…………」」」」

　思わず立ち尽くし……そして、顔を見合わせるおれたち一同。

「……おい。なんかとんでもない展開になったんだが」

　沈黙の堰せきを真っ先に切ったのは、今までずっと成り行きを見守っていた澄すみ太た郎ろうだった。

「小鳩パイセン、さすがにちょっと挑発し過ぎたんじゃないスか？」

「うーん……これは勝負みたいなものだったんだし……」

　連れん城じようさんはおれの腕から手を放し、眉を寄せる。

「……でも、調子には乗ってたかも知れない。めーちゃんがこういうことできないの分かってて、それならわたしは～って……」

「連城さん……」

「……それを言うならボクもだね。ちょっと、調子に乗ってしまった」

「どういうこと？　ふーちゃん」

「ボクが一番、空也のことを知ってるんだ……みたいにさ」

「……風ふう雅が」

　そっか、風雅もヤキモチみたいのを焼いてくれてたんだ。そういうことだったんだ。

　だけど……今は、それよりも。

「で──どうすんだよ、空也」

　やれやれと、澄太郎が腕を組んだ。

「ど、どうするって……」

「うんっ、だってめーちゃん、実家に帰っちゃったんだもん！」

「これで勝負あった、というわけではないんだよね？　小鳩ちゃん」

「うん……今日のわたし、ちょっとずるかったから……めーちゃんにずるいって言ったのは、わたしの方だったのに……まるでお返しするみたいにしちゃったから……」

「うん、それはボクも一緒だ」

「…………」

　おれはそれこそ、頭がグルグルしてしまっていた。

　芽亜さん、自分から駆かけ去っていってしまうくらい、おれとこういうことをするのには抵抗があって。

　つまり……まだ、その程度の仲ってこと……。

「まぁ、当たり前だよな」

　と、そこで澄すみ太た郎ろうが腕を組んだまま頷うなずいた。

「お前と芽め亜あさん、まだほとんど積み上げたものがないんだし」

「す、澄太郎……」

「そりゃたとえば風ふう雅がならできるだろうよ、だってお前ら付き合い長いしさ。それに小こ鳩ばとパイセンほど積極的なら、短期間でいろいろ積み上げるこたぁできなくない」

「あ、ああ、でも……」

「おう。でも、それと同じことを芽亜さんに求めるのは無む茶ちやってもんじゃね？」

「…………澄太郎」

「つーかさ、空くう也や」

「え？　う、うん……」

　澄太郎は腕を組んだまま、ニヤリと笑って、

「ここは男を見せるチャンスってやつじゃね？」

「………………」

「おまえが、それでも、芽亜さんとの仲を続けていきたいって思うんならよ」

「すっ……澄太郎っ……」

　グッと、澄太郎はおれに拳を握って見せた。そして力強く言った。

「男なら、ここはクール気取ってる場合じゃねーだろ！」

「────ッ！」

　グゥンッ、とおれは背筋が伸びる感覚がした。

　澄太郎の言うとおりだ。ここで斜に構えていたって何も解決しないし進展しない。

　そして、なにより……おれはここで、芽亜さんとの仲を終わらせたくない！

　たとえそれが恋ってやつなのかどうかまだ分からなくても……男として！

「ありがとう澄太郎、そのとおりだっ……！」

「フッ……どうよ、格かつ好こいいのは風雅ばっかりじゃないんだぜ？」

「ああ！　澄太郎も格好いいよ、見習わなきゃな！　──ってわけで連れん城じようさん！」

「う、うんっ。えっとっ……？」

「芽亜さんち、案内してくれ！」

「くーくんっ、じゃあっ──」

「ああ……！」

　おれは髪を掻かき上あげ、しかしクールにではなく力強く頷いて返した。

「芽亜さんを連れ戻す！」
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「ここだよっ、くーくんっ……」

　連れん城じようさんに案内されたのは、おれの家や今暮らしてる部屋からは線路の向かい側、中学校に向かう途中で左側に折れた、住宅街の一角……。

　ひときわ大きい、和風の邸宅だった。

「で、でかい家だな……うちとは大違いだ」

「めーちゃん、お嬢様だから。……秘密よ、とは言ってたけど」

　あはは、と苦笑を浮かべる連城さん。

　……そう、やっぱり『秘密よ』では隠しきれない。そういうことで。

　だからこそおれは、まずここから芽め亜あさんを連れ戻さなきゃいけなかった。

「ふーちゃんとすみたろは、ついてこなかったんだね」

「ああ……、澄すみ太た郎ろうはそうだろうね」

　おれに『男を見せろ』と言った以上は、わざわざついてきたりはしないだろう。

　逆に、風ふう雅がの方は成り行きを気にして、ついてきてもいいような気はしてたけど……。

「風雅は……恥ずかしくなったのかな、お姉さん気取ってた自分に気づいて」

　あのヤキモチは、多分そういうことだったはずだ。恋愛感情じゃないってのは分かる。

「んー、それは……女のカンとしてはね？」

「あ、うん」

「…………」

「……連城さん？」

「やっぱり、秘密♪」

　思わず噴き出してしまった。

　まあ、それは今考えてもしょうがない。それよりも、だ。

　おれは改めて背筋を伸ばし、掲げられている『千歳ちとせ』という表札を睨にらみつける。

「……芽亜さん、もう帰ってるはずだよね」

「さっきの勢いだとねぇ」

「うん……よし、じゃあおれ、ちょっと行ってくる」

「うんっ……わたしが言うのもなんだけど、がんばってね、くーくんっ！」

「ああ、ありがとう。ってわけで──」

　ひとまず、インターフォンを押した。

『──空くう也やくんか』

　返事はすぐだった。お父さんらしい。

「先日はどうも。それでお父さん、芽め亜あさんは──」

『……この話はなかったことにしてもらいたい、と娘は言っている』

「それは……」

『なので、ここはお引き取り願いたい。桐とう也やには改めて、こちらから連絡しておこう』

　ブツッ。

「って切られちゃったし！」

　門前払いってやつだった。そ、そこまでかよ芽亜さんっ……！

　……いや、これはむしろ、お父さんか？　元々この話には反対っぽい態度を取ってた人だ、帰ってきた娘をもう手元から放さないと……。

「…………」

「ど、どうするの？　くーくんっ」

「……本人と話せないで、引き下がれるもんか！」

　こうなったら強硬手段だ！とおれは玄関の門を開け、敷地内に踏み入った。

　その途端。

　からんからんからんからん！

「……へ？」

　なんか、屋敷中で鳴り響いた。だけじゃなかった。

　びしゅしゅしゅしゅ！

「おわああぁっ!?」

　飛んできた手裏剣を、すんでのところでかわした。

　かといって投げてきた相手の姿は見えない。つ、つまりこれは対侵入者用の罠トラツプっ……!?

　そうか、すっかり忘れてたけど──芽亜さんは忍者一族のお姫様。つまり考えてみれば、実家であるここは忍者屋敷なんだった！

「えっえっ、何!?　何これ!?　えっ手裏剣!?」

「その辺は秘密だ！　とにかくそういうことならっ……」

　おれは父さんから受けた教えを思い出しながら、必死で頭を巡らせる。

　──真っ正面からの侵入はほぼ不可能と考えていい。

　だったら警備の薄そうな裏手から回り込むのみ！

「連れん城じようさん、またあとでね！　おれたちの無事を祈っててくれっ」

「う、うんっ……」

　連城さんと別れ、おれは裏手から塀に取り付く！

「あ痛っ、いてぇっ!?」

　塀の上にはご丁寧に、トゲ状の突起が張り巡らされていた。

　そりゃそうか、侵入経路になるんだったら裏手にだって罠わなは設置するよな！　この辺もさすが忍者屋敷ってところだ！

　しかし、そっちが忍者なら、こっちは諜ちよう報ほう員いん（志望）。潜入はいわば専売特許、罠の突破はむしろ望むところさ──

　と嘯うそぶきたいところだけども、あいにくとそういうわけにはいかなかった。

　おれは確かに諜報員の息子だけど……別に特別な道具を持ってるわけじゃないし、そもそも諜報員の訓練を正式に受けてるわけじゃない。たまに父さんから教えを受けてるだけの、現状、ただ諜報員を気取ってるだけの子供なのだ。

「……ッ」

　だからって！　引き下がるわけにはいかない！

「芽め亜あさあんっ！」

　おれはお嫁さんの名前を呼びながら、改めて塀に取り付く。

　トゲは思いっきり手にグサグサ刺さるけど──それがなんだ！　知ったことか！

　強引に身体からだを持ち上げ、塀の上に登った。そして改めて呼んだ。

「芽亜さん！　おれだよ！　迎えに来たよ！」

　すると、二階の窓の一角に、さっとよぎる人影。

　ああ、芽亜さんだ──とおれは本能的に察し、さらに声を上げる。

「芽亜さんはお嫁さん失格なんかじゃない！　むしろおれはっ……さっきみたいに恥ずかしがる芽亜さんを可愛かわいいと思ってるから！」

　顔が熱い。だけど言わなきゃいけない。芽亜さんに戻ってきて欲しいなら！

「だから芽亜さんっ……おれと一緒に帰ろう！」

　ひゅるるるる……。

「……へ？」

　ぼうん！

「おうわああっ!?」

　そこで飛んできた煙玉が、足下で炸さく裂れつした。

　軽い焼け付くような痛みに、おれはバランスを崩して落下しかける。

「くっ……！」

　──どうせ落ちるなら敷地内だ！

　どさっ！

　強引に身体をひねり、塀の向こう──日本庭園風の庭に落っこちた。

「いってええっ……けど、我慢！　男だ！」

　歯を食いしばって立ち上がる。

　周囲にはまだ煙が立ちこめていた。

　だけど、そこで──

「えっ……？」

　スッと、庭に面した障子が一枚開いた。

「────！」

　よく分からないけど、このまま庭にいるよりはマシだ！

　そう思い、おれは煙が晴れるより先にそこへ飛び込んだ。

　しかしそこは出口のない、押し入れのような場所だった。

「えっ……な、なんだよ、こんなのっ……」

　──普通の家の作りじゃない。

　──ってことは！

　おれは障子以外の三方の壁を押してみる。

　すると、一角！　押した途端、ぐるりと回って開いた。

　隠し扉──！

　その向こうは階段だった。

　もうここまで来れば、迷ってる場合じゃない。

　おれは隠し扉を押した勢いのままに、その階段を駆け上がる。

　すると──

「んなああぁっ!?」

　ガクン！と突然音がしたかと思いきや、階段がスロープ状に変形した。

　足がかりを失い、おれは滑り落ちる。

「ふぬっ……うおおおおおっ！」

　スロープがなんだ！　二階に続いてるんなら登れる！

　おれは足だけじゃなく手も使って踏ん張り、ガシガシと強引によじ登って進む。

　きっとこの先に芽め亜あさんがいる！　だったら──落ちてなんかいられるもんか！

「芽亜さあああああああんっ！」

　──登り切った！

　その先には短い廊下、そして襖ふすまが！

　おれは迷うことなく突撃し、その襖を勢いよく開いた。

「芽亜さん！」

「っ──」

　やっぱりだった。

　芽亜さんが、そこにいた。

　屋敷の外観に似つかわしい、落ち着いた日本間。

　そこに置かれた和わ箪だん笥すに寄りかかるように──芽め亜あさんはさっと、おれから顔を背けた。

「はぁ、はぁ、芽亜さん……聞こえてたよね……？」

「…………」

「ひょっとして……障子を開けてくれたのも、芽亜さん……？」

「……………………」

「とにかく……はぁっ、迎えに来たよ、芽亜さん」

「…………………………」

　おれは息も整わぬままに。痛む手足も気にせずに。

「帰ろう！」

　ハッキリと、そう告げた。

「芽亜さんが恥ずかしいのは分かる、だけどおれはそういう芽亜さんが可愛かわいいって思う！」

「ッ──」

「確かに芽亜さんは今日、連れん城じようさんや風ふう雅がみたいにはできなかったかも知れない！　でも、それでも、おれのお嫁さんは、芽亜さんだから！」

　芽亜さんは答えない。顔を背けたままで。

　だけど──だからって、ここまで来て斜に構えてなんていられない！

「芽亜さんとこれからも暮らしていきたいって思うんだよ！　芽亜さんのこと、もっともっと理解したいって思うんだよ！」

「く……空くう也や、さん……」

　やっと。囁ささやくような声。

　すこしでも反応がもらえただけで、おれの全身には力がみなぎる。

　──いざというときの、男の力だ。

　──普段気取っているような男じゃない。全然クールでもなんでもなくて……。

　──だけど、今はこれでいいんだ！




「だから芽亜さん、こっち向いてよ！」

「……っ」

「今は、おれのことをしっかり見てくれるだけでいい！　少しずつでもいいからっ……一緒に行こう、芽亜さん!!」

「──────ッ」




　バッ、と。

　芽亜さんは髪が浮くほどの勢いで、立ち上がりながらおれに振り返った。

　その顔は、もう真っ赤っかの極み。

　だけどおれがせがんだとおり、まっすぐにおれを見つめて──

「はっ……恥ずかしい、なんて恥じゅかしいことっ……空くう也やさんっ……」

　おれは頷うなずく。顔の熱さを意識しながらも。

「そう、おれだって恥ずかしいんだよ！」

「………………ふ、ふふっ」

「はは……」

「っ……空也さん！」

　ガバッ！

「っと……」

　芽め亜あさんはおれの胸に、飛び込んできてくれた。

　おれは思いっきり足に力を込めて、精一杯に受け止めた。

　甘酸っぱいにおいを。柔らかな感触を。温かな温度を。

「ごめんなさいっ……！」

　その言葉を──彼女を、きちんと受け止めた。




「お見事です」

　と、そこで。
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「……へ？」

　いつの間にか、妙齢の女性がおれたちのすぐそばに立っていた。

　芽め亜あさんによく似た、ビックリするくらいに美人の……。

　入学式の時にも見た……芽亜さんのお母さん、だよな？

「婿殿がここまでの度量を見せてくださったんです。あなたも娘離れしなくてはいけないのでは？」

「………………」

　苦々しい顔をしたお父さんも、部屋に入ってきた。

「やはりあの煙玉は君の仕業か、仁に亜あ。あれのおかげで迎撃ができなくなった」

「そういうあなたも階段を落とすとは悪あがきしましたね。もっとも、婿殿には通用しなかったようですが」

　……よく分からないけども……お母さんは、おれの侵入を妨害しようとしていたお父さんを妨害していてくれたってこと？

「初めまして、空くう也やさん。芽亜の母です」

「あっはっはいっ、初めまして野の々の宮みや空也ですっ……！」

「私は一度、娘が嫁入りを決断した以上……もう泣いてもこの家の敷居はまたがせないつもりでいました。それが忍びの姫である、娘の母としての矜きよう恃じです」

「だ、だがな仁亜……」

「あなたは黙っていてください。あなたも、桐とう也やさんと約束を交わしたのでしょう？　それをいまさら、娘が泣き言を言ったからとて違たがえようとするとは……それでも千歳ちとせの頭領ですか、情けない」

「……………………」

「そして、芽亜」

「は……、はい、お母さん……」

「嫁入りとは、こういうものですよ。これと決めた殿方と、手を携えてゆくのです。たとえ、あなたがどれだけ恥ずかしがろうと──」

　お母さんは、おれを見て微笑ほほえんだ。

「……必ず空也さんは、こうして手を差し伸べてくださいます。私にだってそれが分かったんですから、あなたに分からないとは言わせませんよ？」

「……はい。はい、お母さん」

　グスッ、と芽亜さんはすすり上げて。

「……空也さん」

　腕の中から、おれを見上げてきた。

　──おれは、そこで改めて自覚した。思い知った。

　今までずっと、芽め亜あさんは自分より大人だと思っていたけど……。

　自分はまだ、実際のところ子供だって思っていたけど……。

　ほんの少し。ほんの２センチばかりでも。

　……おれの方が、芽亜さんより背が高いんだ。

　全身にまた、熱い力が満ちた気がした。

「うん……芽亜さん」

「ごめんなさい、芽亜は……こんなですけれど……」

「うん……うん……」

「あなたのお嫁さんで……いいですか」

「もちろん！」

　おれは即座に答えた。

　だけでなく──全身に満ちていた力を込めて、ギュッと彼女を抱きしめた。

　おれから。初めて。

「あぁ……」

　芽亜さんは熱い吐息を漏らすと──

　そっと、おれの手に指を絡めてきた。

　いや……違う。

　互いの指を絡め合い、手と手を重ねるようにして、握ってきてくれた。

　──恋人つなぎ。

「…………で、できたわ」

「芽亜さん……」

「ふ、ふふっ……」

「…………はは、ははははっ」

　おれのお嫁さんは、真っ赤な顔のまま。

　だけどしっかりとおれの目を見つめ、笑って呼んだ。

「だんな様ッ！」
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「さ、入って、芽め亜あさん」

「ええ……」

　芽亜さんを伴って、部屋に帰ってきた。

　──おれたちの暮らす部屋に。

「連れん城じようさんたちにはおれから連絡しておくよ。だから芽亜さんは、ひとまずくつろいで──」

　と、振り向きながらスマホを取り出そうとしたときだった。

「……そういうわけにはいきません」

　芽亜さんは丁寧語で、まつげを伏せてそう言った。

「……芽亜さん？」

　おれが思わず問いかけると──

「あなたには……もう、きちんと、明かさねばいけないと芽亜は思います」

「何を──えっ？」

　彼女はそこで、急に座り込んだ。

　床の上にきちんと正座して、その上で、す……と両手を前に出した。

　あ、これ、知ってる。確か『三つ指をつく』ってやつだ……女性が最も丁寧に、お辞じ儀ぎをするときの……。

「……聞いてください」

　彼女は深々と頭を下げ、そう囁ささやいた。

　おれは……どうしていいか分からず、ひとまず彼女の向かいに正座して、彼女の言葉を待つ。

　彼女さんはゆっくり顔を上げると、まっすぐにおれを見上げて、

「最初はただ……親離れがしたいだけでした」

　そう言った。

「……親離れ」

「うちは、厳しい家でしたから……毎日が窮屈で窮屈で、堪たまらなくて……いつも、早く家を出たい、飛び出したい、と思っていました」

「それは……なんか分かるな」

　あの屋敷で、あの両親相手に暮らしていたら、そりゃ息も詰まるだろう。

　彼女が厳しく、そして大事に育てられてきたのは、立ち居振る舞いの上品さや、ビックリするほどの純真さ、世間知らずっぷりなどからも充分にうかがえる。

　本人的には、それをいやだと思うことがあっても無理はないと思う……。

「……そんなときに、お父さんから聞かされました。あなたのこと、あなたとの……関係のこと。あなたのお父さまと、私のお父さんとの間の、約束のこと」

「……うん」

　それを知ったときの彼女の心境が、なんとなく分かる気がした。

　たぶん、彼女は──

「飛びついてしまいました」

　想像どおりだった。

　それをまるで、罪の告白をするみたいに口にして。

「だから、……相手はあなたじゃなくてもよかったんです。ただ、家を出られるなら。自由な暮らしができるなら、誰でも」

　長いまつげの影を目元に落としながら、本当に痛ましい声でそう言う。

「ですけどっ」

　そのまま、激しく顔を振った。

　綺き麗れいな髪が派手に乱れてしまったけど、芽め亜あさんはそんなことは気にもせず、引き続き痛ましい声で、

「あなたと暮らしていくうちに……どんどん、思うようになりました」

「なんて──」

「あなたがいい、って……」

「────」

　息が詰まった。

　そんなおれを、彼女は頬ほおを染めつつまっすぐ見つめて、

「今はもう……空くう也やさんじゃないといやです」

「め、芽亜さん……」

「まだ、好きとか愛してるとかはよく分かりません。だけど、迎えに来てもらえて、本当に嬉うれしかった……」

　そう囁ささやいて──そして彼女は、改めて深々とおれに頭を下げた。

「だからお願いです。──芽亜を、ここに置いてください」

「…………」

「あなたの、許嫁いいなずけとして……妻として……」

　じんとした。体中がまた、熱くなった。

　おれはその熱い衝動に素直に従って──

　立ち上がり、歩み寄り、彼女の前に跪ひざまずいた。

　そうして、彼女の手を取り、囁ささやきかけた。




「こっち向いて。芽め亜あさん」

「あ……」




　さっきも言った言葉。

　届く、とおれはもう知っていた。

「…………空くう也や、さん」

　案の定、彼女は恐る恐る……だけど確かに、おれを見上げてくれた。

「おれもまだまだだよ」

　そんな彼女に、おれは笑いかけた。

「今日一日でよく分かっただろうけど……実はまだ、いろいろ子供だ」

「え、あ、は、はい……それは、その、なんていうか……」

「でも……がんばって本物の、大人の男になる。芽亜さんのお婿さんに相応ふさわしい男になる」

「あ……ぁ」

　真っ赤になって目を見開いた彼女に、おれははっきりと告げた。

「だから芽亜さん。……おれのお嫁さんでいて欲しい」

「空也さんっ──」

　彼女は息を呑のんだ。

　その顔が、もうみるみる……耳まで赤くなっていく。

　だけど彼女はもう、それを覆おおって隠さなかった。

　むしろおれに、しっかりと見せるように。

「…………はい、だんな様！」

　そう答えて、華がほころびるように笑ってくれた。

「……はは」

「ふふふっ……」

　おれたちは、自然と笑い合う。

　まるで最初のころ、『新婚生活って具体的にどうすればいいんだろう？』と悩んで、想像してしまってたみたいに。

　彼女と。芽亜さんと──くすぐったく笑い合えていた。

「……よし！」

　そのくすぐったさに背を押され、おれはスマホを取り出した。

　そしてまず、前もって聞いていた連れん城じようさんの連絡先を呼び出して電話をかける。

『────はいっ、小こ鳩ばとです！』

　連れん城じようさんはすぐに出てくれた。

　あのあと、おれにすべてを任せて、帰ってくれていた彼女に……。

「今日は悪かったね。でも、大丈夫だったから」

　おれは笑って、報告する。そして……。

「……おれの嫁さんがご迷惑をおかけしました」

『ぷっ……あはははっ！』

　連城さんは吹き出すように笑ってくれた。

『うん、今はね！』

「はは……それじゃまた、学校で」

『うんっ！』

　通話を切って、芽め亜あさんに向き直った。

　おれは照れ隠しに肩をすくめてみせる。

「風ふう雅がと澄すみ太た郎ろうにも、同じことを言うよ。……言わせてくれるよね？」

「……………………っ」

　芽亜さんはもう、首から上がすべて真っ赤になっていた。

「く、く、空くう也やさんっ……しょんな、芽亜のこと、おれのお嫁しゃんだにゃんて……しゅごい、はじゅかしい、でもでもでも、ああぅ、お嫁しゃん……芽亜、空也しゃんの……」

「……そうだよ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ！」

　びしゅしゅしゅしゅしゅ！

「おわああぁっ!?」

　いきなり何!?　なんか芽亜さん、手裏剣を四方八方に投げまくり始めたんだけど！

「ばかばかばか、空也しゃんのばかぁ！　はじゅかししゅぎるわ、でもうれしいの、どうしていいかわからないの、ああああああぁ芽亜芽亜芽亜どうしゅればいいのほおぉおお[image: ][image: ]っ！」

「落ち着いて、とりあえず落ち着いて！　手裏剣乱射はマジでやばい！」

「ハッ……ああもうっ！　芽亜ったらっ……空也しゃんに合わす顔がないわ！」

　今度は顔を覆おおって身体からだをくねらせ始める。

　──改めて思う。

　最高に、か　わ　い　す　ぎ　な　い　か　？

　だから笑えた。これでいいんだ、と思った。

「そんなこと言わずに、芽亜さん、こっち向いてよ」

「…………ふぁい……」

　向いてくれた。

　おれは、ますます笑った。




　その夜──

「く、空くう也やさん、やっぱりこれは恥ずかしいわ……」

「でも……かなり、嬉うれしくない？」

「え、ええ、空也さんの顔が見える……私の顔、見てもらえてる……」

　おれたちは初めて、ベッドの中で向かい合った。

　それは猛烈に気恥ずかしく、くすぐったくてしょうがないことだったけど……。

「……はは」

「ふふっ……」

　おれたちはまた、自然と笑い合う。笑い合えた。

　だから、やっぱり。これでいいんだと思えた。

「……こんな風に寝る日が来るなんて」

「うん……おれもだよ。芽め亜あさんみたいな美少女と向かい合って寝る日が来るなんて」

「びしょっ……く、空也さんだって素敵です！　そりゃ、まだ子供っぽいところはあるけれど……それでも目鼻立ちはくっきりしているし……」

「褒め合いなら負けないぞ？　芽亜さんはもう顔立ちからして上品で、芸能人でもここまで綺き麗れいで可愛かわいくて品のある子はいない──」

[image: ]

「や、やめてやめてやめてっ。はじゅかしい……」

「っはは。ちょっと踏み込みすぎたね」

「もう……ふ、ふふっ……本当よ。私も恥ずかしがりすぎだったけど……」

「……このとおり、おれたちはお互いまだまだだけどさ」

「ええ……」

「だからこそ一緒に、少しずつでもいいから、本物の夫婦になっていこう？」

　そう告げた。

　芽め亜あさんは頬ほおを染め──だけど、

「ええ。誓うわ」

　真摯に、頷うなずいてくれた。

　おれはまた笑う。

　彼女も、また笑う。

「改めてよろしく、芽亜さん」

「こちらこそ、改めてよろしくお願いします。空くう也やさん……」

「……それじゃ、寝ようか」

「ね、眠れるかしら……」

「せっかくだから、ついでに手をつないで寝る？」

「ええっ!?」

「今後のための練習にさ。恋人つなぎ、もっともっとしたいし」

「わ……分かったわ、空也さんがそう言うなら……んっ……」

　薄暗い中でも分かるほど真っ赤になって。

　それでもおれのお嫁さんは、一生懸命握り返してくれるのであった。

　まるで──離さない、と言うかのように。

　この人は私のと、今度はきちんと、明確な意思を持って訴えるかのように。




　──新婚生活って、具体的にどうすればいいんだろう？

　その問いには、今のおれなら答えられる。




　こうしていけばいいんだ。

　おれたちらしく、少しずつ。

「芽亜さん、ほら、こっち向いてよ」

「は……はい……」

　恥ずかしがる彼女は、やっぱり可愛いって噛かみしめながら……。





あとがき




　僕は普段、大人向けのゲーム（お察しください）のシナリオを書いています。

　なので『若い男女が一緒に暮らす話』となると、お察しいただくしかない内容が軸になってしまいます。

　でも、『若い男女が一緒に暮らす』って、それだけじゃないじゃん!?　いろいろとこっぱずかしいことや、甘酸っぱいことが山盛りじゃん!?　そういうのもじっくり描きたくない!?　いや、描きたいっすよエロいこと（言っちゃった）ばっかじゃなくて！

　と思っていた僕なので、前作の『俺もおまえもちょろすぎないか』の３巻を書き終えたあと、新しい企画を考えましょうというところで、担当編集様にこう申し上げました。

「次は中学生同士の初々しい新婚生活が書きたいです！」

　担当編集様には、あ、やっぱ次もヒロインは中学生なんだ、こいつどんだけＪＣ好きなの？と思われたかも知れません。

　ええ、好きですが何か！　ＪＣ最高ですよ！　大人向けゲームじゃ書けないし！

　という僕の熱意が通じたのか、なんだかんだで今作、『芽め亜あさん（略称）』の企画が無事通りまして、こうして皆様にお届けできました次第です。

　今回は主人公も中学生ということで、言葉の言い回しや背伸びっぷりなんかにも気を回してみました。しかしそれ以上に、ヒロインである芽亜さんの可愛かわいさをとにかく描かねば！　僕が中学の時に新婚生活を送るならこういう子と送りたかったです！　という熱意をこれでもかと込めました。皆様にも伝わっていて、そして、楽しんでいただけたならそれに勝る喜びはございません。

　そして神かみ岡おかちろる先生に、それはもう可愛らしいイラストをつけていただいたのも大きな喜びでした。ホント、どの子も可愛過ぎてヤバくないですか!?　この場を借りて「メロメロです！」と申し上げさせてください。

　また、例によってお世話をおかけした担当編集様を始め、今作の出版に関わったすべての皆様にも、ありがとうございましたと御礼申し上げさせてください。

　そしてそしてなにより、お読みくださったあなた様に、最大級の感謝を。

　世知辛く、生きるのがしんどい時代です。そんな生活の中で、癒やしとなるはずの甘酸っぱさや可愛らしさを今作から感じ取っていただけたなら、もう本当に嬉うれしく、これ以上なく御礼申し上げたい次第です。自分の『好き』が通じる方がいてくださって、初めて、僕という作家は生きていけます。つまり今作が書けたのも、手に取ってくださったあなた様のおかげです。重ね重ね、ありがとうございました！




　それでは、またお会いできるようならば。保ほ住ずみ圭けいでした。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『目玉焼きに何かける？』





「え……く、空也さん、目玉焼きにお醤油をかけるの……？」

「へっ？」

　醤油をかけようとした状態で、固まってしまったおれだった。




　少しずつ調理も覚えていこうということで、今日はふたりで朝食を作った。

　といっても、おれが目玉焼き、芽亜さんがサラダの用意とパンを焼く、という簡単なものではあったけど。

　そしていただきますというところで、芽亜さんがそう言ったもんだから……。

「お醤油をかけるの、って……な、なんか変？」

「ええ、だって普通は塩コショウでしょう？」

「…………」

　そう言われて見ると、芽亜さんの手元には塩とコショウの瓶が用意してあった。

　そのふたつをサッサッと目玉焼きに振りかけながら、

「朝から変な冗談はやめて。もう、空也さんったら」

「ちょ、ちょ！　ちょーっと待った！」

　日頃はクールな男であることを心がけてるおれだけど、さすがにこれには黙ってはいられない。

「冗談じゃないよ!?　ウチは昔からずーっと目玉焼きには醤油だって！」

「…………えぇ」

　信じられないって顔をされた！

「待った待った、ＯＫ、落ち着こう……」

　自分に言い聞かせるようにそう言った。そして遅ればせながら、前髪を払って息をつく。

「私はずっと落ち着いているわ」

「そりゃそうだろうけど、そうじゃなくて……えー、まあ、なんていうか……とにかく。おれにとって目玉焼きには醤油、芽亜さんにとっては塩コショウ。お互い、今までずっとそうしてきた。……ここまではいいよね？」

　ひとまず、状況を整理してみせた。

　頭のいい芽亜さんなら、これだけでおれの言いたいことを分かってくれると思うんだけど──

「よくないわ」

「なんでさ!?」

　はい、さっぱり分かってくれてませんでした！

「だって、目玉焼きには塩コショウが当たり前だもの。他の食べ方なんて、信じられないもの」

「信じられないと言われても、ウチでは醤油が当たり前だったんだからそこは認めてもらわないと……」

「……空也さんのご実家だけなんじゃなくて？」

「そ、それはないって！」

　ない……と思う！　だってここは日本、お醤油の国だし！

　というか、おれもこの辺でこんな話になった理由がなんとなく理解できてきた。

（要するに、芽亜さん……箱入り娘過ぎて、自分の家の習慣が絶対正しいと思っちゃってるんだ）

　よし、そういうことなら……。

「あ～、芽亜さん。それじゃ参考人にいくつか意見を聞いてみよう」

　と、おれはスマホを取り出しながら提案する。

「とりあえず、そうだな。まずは風雅にでも聞いてみるかな。これで風雅も醤油だったら、芽亜さんも考えを改めてくれるよね？」

「ええ、そうね。多分そうならないと思うけれど」

　ふぁさ、と肩に掛かった髪をクールに払い、自信たっぷりの芽亜さんだ。

　見てろよ……なんて思いながらおれは風雅の家に電話をかけ、おばさんに取り次いで風雅に替わってもらった。

『やあ、こんな朝からどうしたんだい？』

「いやさ、突然だけど、おまえって目玉焼きに何かける？」

『え？　ボクはケチャップだけど』

「ケチャップうぅぅ？」

『うん、昔から家族全員ね。それがどうかしたのかい？』

「い……いや、それだけ。それじゃあとで学校で……」

　電話を切り、芽亜さんに目を向けた。

「け、ケチャップなんて……どうして……？　オムレツにはケチャップをかけるから、目玉焼きにもってことなの……？」

　芽亜さんは思いっきり混乱していた。

「いや、おれもそこは分かんないけど……」

「ちょ、ちょっと、今度は私が小鳩さんに連絡してみるわ」

　と言って、芽亜さんは慌てた様子でスマホを取り出し、番号を呼び出す。

「…………あ、もしもし、朝早くから申し訳ありません。千歳ですけれど……」

　友達相手でも電話ではすっごい礼儀正しいのな……めちゃくちゃ芽亜さんらしい。

「ええ、その、突然で恐縮なのだけど……小鳩さん、目玉焼きには何をかけて食べる？」

　そして電話の相手の連城さん。芽亜さんと違って庶民派なイメージあるし、風雅みたいに「そう来たか！」的なことも言わなそうだから、たぶん醤油だと思う。思いたい。そうあってくれ──

「お……おソース……？」

　って、そう来たかだったよ！　しかもまさかのソース派だよ！

「ええ、ええ、ありがとう……それだけ……それじゃあ、あとでまた……」

　呆然とした様子で、芽亜さんは通話を切った。

　そしてそのままおれと視線を合わせる。

「…………」

「…………」

「…………ひょっとして、私の家だけが塩コショウをかける習慣だったのかも」

「い、いや、それはないと思うけどさ！」

「だとしてもっ……ああ、恥ずかしい、恥ずかしいわ！　私ったら狭い世界しか知らないくせにそうだと決め込んで他の食べ方を受け入れないだなんてっ……」

　そこで途端に真っ赤になり、顔を覆ってイヤイヤし始めてしまう芽亜さん。

　目玉焼きには塩コショウが絶対じゃない、と理解してくれたのはありがたいけど……。

「う……ぐ……」

　呻いてしまうおれ。芽亜さん、ダメだって！　その攻撃はおれに効く！

　──そう、そうなんだ。芽亜さんの恒例の恥じらい方は……。

「ふあぁんっ、ふああぁんっ、ごめんにゃさい空也しゃんっ、芽亜、芽亜、空也しゃんに会わす顔がにゃいわっ……！」

　可愛すぎてクールな男じゃいられなくなる！　たまらないんだって、それ！

　だからもう身を乗り出すみたいにして言ってしまう。

「め、芽亜さん、そんなこと言わないでこっち向いてって！」

「いやぁ、いやぁ、無理よぉっ……芽亜、今絶対変な顔しているものぉっ」

「そんなことないって！　だからほら、こっち向いて芽亜さん！」

「………………うぅ」

　結局、顔を覆うのをやめ、身体を縮めるみたいにして上目遣いになってくれる芽亜さん。その表情もとびきり可愛くて……おれは思いっきりドキドキさせられて。

　と同時に、

「こ、こう……？　これでいいの……？　空也さん……」

　恥ずかしいのをガマンして、おれの言うこと聞いてくれた！　なんてことに深い満足みたいな感じを覚えてしまうわけで……。

　そうなると途端、おれは心の余裕が復活し、前髪を掻き上げて「フ……」と笑うこともできるようになる。

　だけでなく、

「うん、それじゃ芽亜さん、今日はお互い、食べ方を交換してみないか？」

「え……？　空也さんが塩コショウで、芽亜がお醤油でってこと……？」

「そうそう。こういうのはさ、お互いの食べ方を尊重し合うべきだと思うんだよ。それにはまず、食べてみないとだろ？」

「そ……それは確かに、そうかも知れないわ」

「よし、それじゃ目玉焼き、交換ね」

「え、ええ……」

「芽亜さん、醤油かけてみて」

「ど、どれくらいかければいいの？」

「それはお好みでしょ。食べつつ、様子見つつでいいんじゃない？」

「わ……分かったわ、それじゃあ……」

　芽亜さんは恐る恐る、何滴か醤油を垂らすと、やはりおずおずと箸で白身を切ってゆっくり口へ運んだ。

「あむ……、────！」

　芽亜さんの大きな目が、さらに大きく見開かれた。

「ど、どう？　旨い？　旨くない？」

「お……美味しいわ。塩コショウとはぜんぜん違う方向に……」

「そっか……なら、今度はおれが塩コショウで食べてみるね。はぁむっ」

「ど、どうかしら？　空也さん、どうっ？」

「……うん、普通に旨い！　塩コショウ、ぜんぜんアリだな～」

「そうよね、そうよねっ。ふふっ、ふふふふっ……」

「じゃあ、これからは『ウチ』では、醤油と塩コショウを気分によって使い分ける、ってことにしよう」

「え、あの……ウチ、って……」

「……もちろんおれと芽亜さんの『家庭』では、ってことだよ」

「────ッ」

　少し顔の熱さを覚えながら言うと、芽亜さんはまた、真っ赤になった。

　しかし、今度は手で覆い隠さない。むしろおれに見て欲しいとばかりに、その整った口元をほころばせて……。

「……はいっ、だんな様！」




　──新婚生活に必要なのは、きっと、互いの今までの生活習慣の摺り合わせなんだろう。

　そんなことを思った。けど、それ以上に……。

（お嫁さんに可愛くいて欲しいと思って行動すれば、きっとほとんどの問題は解決するな……）

　芽亜さんあっての、新婚生活。

　それを忘れずにいれば、きっとこれからもおれたちは大丈夫だろう。




　……と思った、その夜。

「ええっ、空也さんハンバーグにポン酢をかけるの……!?」

　まだまだ、摺り合わせは必要なようだった。

　つまり、おれたちはまだまだこれからだった。


















芽亜さん、こっち向いてよ
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